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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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なかがき
















　クリック？

　クラック！




　さあ、それじゃいよいよ、みんな大好きな『しらゆきひめ』のお話をしましょう。




　むかしむかし、ある国におきさきさまがいました。

　ある日、おきさきさまは、まどべで雪を見ながら、

「この雪のように白くて、くちびるが赤くて、かみのけが黒い子どもがほしいわ」

　とかんがえました。おきさきさまのねがいはかなって、しばらくして、そのとおりの女の子が生まれました。女の子には『しらゆきひめ』となまえがつけられました。

　けれど、おきさきさまはびょうきで死んでしまいました。

　しばらくたって、おしろには新しいおきさきがやってきました。

　このあたらしいおきさきは、じぶんの顔が美しいことがじまんでした。おきさきはまほうのかがみをもっていて、まい日、




「かがみよ、かがみ。

　このよで一ばん美しいのはだれ？」




　とたずねるのでした。

　そうするとかがみはこたえます。




「それは、おきさきさま。

　おきさきさま、あなたです」




　それをきくと、おきさきはあんしんするのでした。

　まほうのかがみは、いつも本当のことを言うのです。

　ところが、やがてしらゆきひめは、とてもとても美しいおひめさまにそだちました。そしてある日、おきさきが、




「かがみよ、かがみ。

　このよで一ばん美しいのはだれ？」




　とたずねると、かがみがこたえました。




「それは、しらゆきひめ。

　一ばんうつくしいのは、しらゆきひめです」




　それをきいたおきさきは、かんかんになりました。

　そしてけらいをよぶと、

「しらゆきひめを森へつれていき、ころしておしまい！」

　とめいれいしました。

　けらいは、なにもしらないしらゆきひめを森につれていきました。

　しかし、かわいらしいひめをころすのがかわいそうになり、森ににがすことにしました。

　おしろに帰れなくなったしらゆきひめは、しかたなく森の中を走りました。そうすると、やがて森のおくに小さな家が見えてきました。

　しらゆきひめが家に入ると、小さなテーブルに、たべものの入った小さなおさらが七つ、ならんでいました。

　おなかがすいていたしらゆきひめは、七まいのおさらから少しずつたべものをたべて、そして、とてもつかれていたので、おくの小さな七つのベッドの一つによこになって、ねむってしまいました。

　やがて暗くなったころ、七人のこびとが家に帰ってきました。

「やや、だれかがぼくらのたべものをたべたみたいだぞ」

　こびとたちはすぐに、ベッドでねむっている、しらゆきひめを見つけました。

「やあ、なんてかわいらしい女の子なんだ」

　しらゆきひめがあんまりかわいいので、こびとたちは朝までまって、しらゆきひめからわけをききました。そして、かわいそうにおもったこびとたちは、しらゆきひめを家においてあげることにしました。

　さて、おしろではおきさきが、いつものようにかがみにききました。




「かがみよ、かがみ。

　このよで一ばん美しいのはだれ？」




　かがみはこたえました。




「それは、しらゆきひめ。

　森で七にんのこびととくらしている、しらゆきひめです」




　おきさきは、しらゆきひめがいきているとわかって、びっくりしました。

　そしておこったおきさきはリンゴにどくをぬって、りんごうりのおばあさんにばけると、こびとの家までいきました。

「さあ、おいしいりんごだよ。おじょうさんにも一つあげよう」

　おきさきは、しらゆきひめに言いました。

「まあ、ありがとう」

　そうしてしらゆきひめがどくのリンゴを一口たべたとたん、ばったりたおれてしんでしまいました。

　くらくなってから、こびとたちがかえってきておどろきましたが、どうすることもできませんでした。こびとたちはしらゆきひめを、きれいなガラスのひつぎにねかせて、まい日まい日、ないていました。

　ある日、そこにひとりの王おう子じがとおりかかりました。

　王子はしらゆきひめをみると、一目ですきになりました。

「なんという、うつくしいひとだろう」

　王子は、こびとたちに、しらゆきひめをくれるようにたのみました。

　そして王おう子じがしらゆきひめにキスをすると、なんということでしょう。しらゆきひめがいきかえって、目をさましたのです。

　王子も、こびとたちも、おおよろこび。

　そして王子としらゆきひめはおしろにかえり、けっこんしきをあげて、しあわせにくらしたということです。




　………………







　　　序章　　マガイモノの話







　僕ぼくたち人間とこの世界は、〈神の悪夢〉によって常に脅おびやかされている。

　神は実在する。全すべての人間の意識の遙はるか奥、集合無意識の海の深みに、神は確かに存在している。

　この概がい念ねん上じよう『神』と呼ばれるものに最も近い絶対存在は、僕ら人間の意識の遙か奥底で有史以来ずっと眠ねむり続けている。眠っているから僕たち人間には全くの無関心で、それゆえ無む慈じ悲ひで公平だ。

　ある時、神は悪夢を見た。

　神は全知なので、この世に存在するありとあらゆる恐きよう怖ふを一度に夢に見てしまった。

　そして神は全能なので、眠りの邪じや魔まになる、この人間の小さな意識では見ることすらできないほどの巨きよ大だいな悪夢を、切り離して捨ててしまった。捨てられた悪夢は集合無意識の海の底から泡あわとなって、いくつもの小さな泡に分かれながら、上へ上へと浮かび上がっていった。

　上へ────僕たちの、意識へ向かって。

　僕らの意識へと浮かび上がった〈悪夢の泡〉は、その『全知』と称される普ふ遍へん性せいゆえに僕らの意識に溶とけ出して、個人の抱かかえる固有の恐怖と混じりあう。

　そしてその〈悪夢の泡〉が僕らの意識よりも大きかった時、悪夢は器をあふれて現実へと漏もれ出すのだ。

　かくして神の悪夢と混じりあった僕らの悪夢は、現実のモノとなる。




　　　　†




　────ああ、まただ。




　白しら野の蒼あお衣いは、頭の端はしで思う。

　また自分はあの、倉庫の中に立っている。

　砂すな埃ぼこりの積もった、ぼろぼろに劣れつ化かしたコンクリートの床ゆか。そして異様に高い天てん井じようの空間に、重く満ちる薄うす闇やみと、砂埃の匂においがする、乾かわいて澱よどんで停てい滞たいした空気。

　薄うす汚よごれた段ボール箱と、木箱と、セメント袋ぶくろ。

　それから、ざらざらに埃が付着したビニールシートを被かぶせられた、何かの機械。

　ここは『王国』。

　小さく閉へい塞そくした、秘密の『王国』。

　そんな『王国』の、薄うす暗ぐらいくすんだ景色けしきの中に。蒼あお衣いはぽつんと立って、この『王国』の主あるじと向き合っている。




「────蒼衣ちゃん」




　小さな女王が、蒼衣を呼ぶ。

　葉は耶やが呼ぶ。その声を聞きながら、これがもう幾いく度どとなく繰くり返された夢の中の光景だと、頭の中のどこかが、思っている。

　どことなくぼやけた景色と感覚の中で、『あの夢』だと、意識の隅すみが知っている。しかしそれを知りつつも、その中にいる蒼衣にとって、今いる場所は現実で、その間にある矛む盾じゆんは錯さつ覚かくのように意識の中で混ざり合っていて、矛盾と知覚することができない。

「蒼衣ちゃん！」

　ぼんやりとしている蒼衣を、『王国』の女王は、もう一度強く呼ぶ。

「あ……う、うん。ごめん。何？」

　蒼衣は答える。

　そして見ると、白いワンピースを着て、俯うつむき気味の前髪がみの奥から見上げる葉耶の顔に、不満と怒いかりが浮かんでいた。蒼衣は慌あわてる。例え、これが夢の中なのだとしても、感じる焦あせりの感情は、紛まぎれもない本物なのだ。

「は、葉耶ちゃん……」

「また、『外』のことをかんがえてたの？」

　焦る蒼衣に、葉耶は詰きつ問もんするように訊たずねた。

　蒼衣の口は、かつてそうだったのと同じように、正直に答えた。

「……ごめん……」

「そんなに、あっちがいいの!?」

　葉耶の声が、荒れる。その声に蒼衣は、罪悪感で胸を締しめ付けられるような嫌いやな気分になって、表情が曇る。

　この頃、葉耶は荒れることが多くなっていた。

　蒼衣が小学校に上がって一年二年と過ごし、普通の小学生としての知識と常識と社会性を身につけた、その頃だ。

　確かに蒼衣は、『外』のことを考えていた。

　……のだと思う。蒼衣は小学生として、当然一日の大半を学校で過ごし、友達とか、遊びとか、勉強とか、そんな楽しいことや当たり前のことなどを全すべて『外』の世界に持っていたからだ。

　もはや蒼衣にとって、この『王国』は非日常だった。

　もはや『外』こそが当たり前であり普通。しかし葉は耶やにとっては相変わらず『外』は敵であり続け、すでにそんな『外』に蒼衣の心がすっかり行ってしまったことにも、敏びん感かんに気がついていた。

　そしてそれが、葉耶を荒れさせていた。

　葉耶と蒼衣、たった二人だけの『王国』に固こ執しつし続け、蒼衣から『外』の匂においを嗅かぎ取っては腹を立て、詰きつ問もんする。

　その頃にはもう、蒼衣はそんな葉耶が苦しくなっていた。

　そして言動の端はし々ばしに現れるそれに気づいた葉耶はますます荒れて、そしてそんな葉耶の言動は、ますます蒼衣の心を『外』に向かわせるのだった。

　蒼衣は、もう葉耶の方が異常であると、知ってしまっていた。

　しかしそこまでになっても、蒼衣はまだ葉耶のことが好きだった。

　だから蒼衣は、葉耶にも『外』に出て欲しいと思った。そしてその思いは、葉耶をますます荒れさせて────蒼衣はますます苦しくなるという────葉耶と蒼衣の関係はこの頃には、そんな末期に達していた。

「ここが、蒼衣ちゃんの家だよ、わたしと蒼衣ちゃんの、かえるところ」

　葉耶は今にも叫さけび出しそうなのを押し殺したような、そんな声で蒼衣に言った。

「なのに、かえってきたのに、なんで『外』のことなんか考えるの？　ここにいるんだから、ここのことだけ考えてよ……！」

　握にぎり拳こぶしを震ふるわせて言いつのる葉耶。そんな葉耶の手首は、ここのところますます激しくなったリストカットの傷でぼろぼろになっている。

　それを見る蒼衣は、何も言えない。

　見ると、苦しくなる。こんな傷がある子は、『外』には一人もいないのだ。

「葉耶ちゃん……無理だよ……僕ぼく、宿題とかあるし……」

　蒼衣は、口ごもりながら言う。

「宿題しないと、怒おこられちゃうよ。先生とか、お母かあさんとか。友達にも色々言われるかも。他ほかにもたくさんあるんだ。考えないのは、無理だよ……」

　素直に言うことを聞くふりをするのは簡単だ。事実、蒼衣も最初はそうしていたのだが、聡さとい葉耶はすぐに噓うそを見破ったし、今はいつか葉耶を説得できればいいなという思いがあったので、抗こう弁べんすることが増えていた。

　だが最初はもっと前向きに意見を言っていたのだが、葉耶が過か敏びんに反応して荒れるので、だんだん蒼衣も萎い縮しゆくしてゆくことになる。今となっては葉耶の意見に同意しないのが精一杯で、こんな言い訳染じみたことを言うくらいしかできなくなっていた。

　そして当然、そんなものに葉耶が納得するわけもなかった。

「学校？　学校がそんなに偉えらいの？」

　葉は耶やは攻こう撃げき的てきに言い放つ。実際、葉耶は小学校に上がってすぐ学校に馴な染じめなくなり、もう何年も登校拒きよ否ひ状態だった。

　学校も、葉耶にとって敵だった。

　当たり前のものは殆ほとんど葉耶の敵だという事実の、その例外ではなく。

「学校なんて、あんなの、檻おりじゃない」

　葉耶は言い切る。

「滅め茶ちや苦く茶ちやに動物を詰つめ込んだ檻じゃない。心がある生き物がやることじゃないよ。食べ合いをさせて生き残ったのだけが大人おとなになるシステムなの？　それなら『子供のため』みたいな偽ぎ善ぜんは言わずに、最初からそう言うべき」

「そ、そんなんじゃ……」

　とても蒼あお衣いと同じ学校に行って出た感想とは思えない葉耶の言いようを聞いて、蒼衣は言い訳するように、力弱く言い返そうとする。

「どこか違う？」

　だが葉耶は、断固とした調子で聞き返した。

「無む理り矢や理り動物を押し込めて、閉とじ込めて、食べ合いにならないわけがない。蒼衣ちゃんも無理矢理行かされてるんでしょ？」

「そんなこと……」

「違う？　蒼衣ちゃんも言ってるじゃない。『行かなきゃ』『やらなきゃ』って」

「！　それは……」

「そうでしょ？　そんな風に言ってるのに、強制だって考えてないなら、蒼衣ちゃんは騙だまされてたんだよ。無意識に言ってることが本心だよ」

「……」

　蒼衣は口ごもるしかない。

　それでも必死で、蒼衣は何とか糸口を作ろうと、言葉を絞しぼり出す。

「……で、でも……食べ合いとか生き残るとか……そんなのは、学校にはないよ」

「そう？」

　だが葉耶は憎ぞう悪おの宿ったどこか白しら々じらとした声で、淡たん々たんと応じた。

「蒼衣ちゃんの学校にいじめはない？　全然？」

　そして葉耶は、そう訊たずねる。

「え……」

「檻の中で生きることに向いてないと、いじめられて、心が殺されるよ？　子供の時に殺された心が、大人おとなになったら生き返ると思う？　切られた手足が、大人になったら生はえると思う？」

「え、えっと……」

「わたしはそうは思わない」

　答えられない蒼あお衣いに、葉は耶やは言う。

「虫の足を無む邪じや気きにむしる子供が、おんなじ檻おりの中にいるオトモダチの心の手足をむしるのだけはしないなんて、蒼衣ちゃんは思えるの？　手足を千ち切ぎられたことがある人なんてあんまりいないから、蒼衣ちゃんも他ほかの子供も、自分がそんなことされてるなんて気づいてないだけだよ。私はもう、お母かあさんとかお父とうさんとかに、そうされたことがあるから、知ってるの。だからすぐ気づいたよ。

　心の手足をむしられた子供は、心がずっと不自由なまま。大人おとなになっても、死んでも、きっとそのまま。別の何かで支える人もいるかもしれないけど、千切れた手足は戻らない。わたしから見た学校は、そうやって子供のうちに弱い個体を、取り返しのつかないところまで傷つけて、強い個体に逆さからえないようにする、そんな檻にしか見えなかったよ」

「……！」

　蒼衣はショックを受ける。蒼衣が見ている学校とはまるで違う学校の姿。葉耶の目で見ている世界の凄せい惨さんさは知っていたはずだったが、蒼衣が親しんでいる世界を改めてそんな風に言われると、さすがにショックだった。

「で、でも……勉強は、しないと……」

　俯うつむいて、弱々しく言う蒼衣。

「そうだね。勉強は大事。世界を知るための方法だから」

　葉耶は頷うなずく。

「でも、学校である必要はないよね」

「……」

「たぶん、わたし、蒼衣ちゃんが勉強で分からないところ、ぜんぶ分かるよ」

　その通りだろう。葉耶は完全に登校拒きよ否ひ児童だったが、教科書は全部読んでいた。そしておそらくはそれ以上も読んで、完全に理解していた。

　蒼衣が学校に上がった頃、葉耶は蒼衣の宿題や勉強を手伝ってくれていた。

　葉耶にできない教科はなかった。ただすぐに蒼衣が『外』のことを持ち込んで話をするのを嫌きらうようになって、手伝ってくれることはなくなってしまった。

「いらない。学校なんか」

「……」

　葉耶は言い放つ。

　小学校に上がる年ねん齢れいに葉耶がなってから、家族の話題に次いで、学校の話題は葉耶に対して地じ雷らいになっていた。

　だが蒼衣にとっては、学校の話は日常そのものに他ほかならなかった。

　一日のうちほとんどの時間を過ごす場所。そして蒼衣の大半を占しめることになってしまった場所の話を葉耶と共有できないことは、蒼衣にとって残念で、悲しいことだった。

「わたし、あんな檻おりはいらない。耐えられない」

　だが、かぶりを振ふり、重ねて言う、葉は耶や。

「国語も、算数も、理科も、社会も、わたしは学校で教えてもらう必要ない。蒼あお衣いちゃんだって必要ないよ。きっと」

「僕ぼくは……」

　言いつのる葉耶に、蒼衣は言葉を濁にごす。

　蒼衣は……違うのだ。勉強するために学校に行っているのではない。みんなと会うために学校に行っているのだ。

　みんなと。

　みんなと教室に閉じ込められるために。

　みんなと勉強やテストの話をするために。先生に褒ほめられたり怒おこられたりするために。

「……」

「そう……」

　蒼衣は何も言わなかったが、葉耶は蒼衣の頭の中を読み取ったかのように、ひどく底冷えする声で、そう言った。

「は、葉耶ちゃん、僕……」

「蒼衣ちゃんは『普通』なんだよね。私は……そうじゃない。あの檻の中にいたら、真っ先に食べられる。心を、殺される」

　葉耶は俯うつむいたまま、唇くちびるの端はしを血が出るほど強く嚙かんで、低く低く、言う。

　蒼衣は必死で、言い訳するように言葉を探す。言葉を探さがした挙げ句、大慌あわてで間違った言葉を選び出す。

「は、葉耶ちゃんも、普ふ通つうにすれば……」

「どうやって!?」

　途と端たんに俯うつむいたまま、葉耶は叫さけんだ。

「教えてよ！　普通にするってどういうこと!?　わたしはわざわざ普通じゃないことをしてるの？　それとも普通にするっていうのは、他ほかの『普通の人』みたいに私を殺すこと!?」

「……!!　そ、その……」

「私の心を殺すこと!?　私が死ねばいいの!?　それとも変わるの？　私が『普通』に変わればいいの？　変われるの？　どうやって？

　心の手足がもうないのに？　小さい頃によってたかってもがれたのに？　お父とうさんやお母かあさんや、他のみんなにもがれたのに？　『普通』の人にもがれたのに？　心を殺されかかったのに？　私は『普通』が怖こわいのに？　『普通』が憎にくいのに？　そんな『普通』に私がなるの？　私はそんなのになれるの？」

「………………」

　わめき散らす葉は耶やに、蒼あお衣いはただ俯うつむいて、もう黙だまることしかできなかった。

「……蒼衣ちゃんも、きっと、いつか分かるよ」

　葉耶は呼吸を整えて、しかし奥底に怒いかりと憎ぞう悪おを残した声で、言った。

「『普通』なんて、いつか壊こわれて、ここに戻って来るよ。蒼衣ちゃんは私の『王国』の国民なんだから」

「……」

　それだけ言うと、葉耶は背を向けて、立ち去った。

　その足音で、蒼衣は目が覚める。

　自分の部屋で────ばたん、とドアが閉まり、廊ろう下かを立ち去る少女の足音がするのを、全身に汗あせを浮かべて聞きながら、目を覚ます。




「…………………………！」




　　　　†




　神の悪夢の泡あわによる異常現象、それを曰いわく〈泡禍バブル・ペリル〉と呼ぶ。

　全すべての怪奇現象は神の悪夢の欠片かけらであり、この恐きよう怖ふに満ちた現象はたやすく人の命と正気を喰くらうが、ごくまれに存在する〈泡ほう禍か〉より生せい還かんした人間には、巨きよ大だいなトラウマと共に〈悪夢の泡〉の欠片が心の底に残ることがある。

　彼ら自身によって〈断章フラグメント〉と呼ばれるその悪夢の断片は、心の中から紐ひも解とく事で自らの経験した悪夢的現象の片へん鱗りんを現実世界に喚よび出すことができる。世界にはそんな〈悪夢の泡〉からの生せい還かん者しやが多数存在し、そしてその中でも恐おそるべきトラウマと共に悪夢の欠片を精神に宿してしまった者たちが集まって、生きるために助け合い、新たな被害者を救おうと活動している。

　英えい国こくで発はつ祥しようした、〈ロッジ〉と呼ばれる小さな活動拠きよ点てんを各地に散らす、〈悪夢〉の被害者同士の互ご助じよ会かい結社。

　彼らは世界の裏うらで被害者同士助け合いながら、同時にこの世界に浮かび上がる悪夢の中から人々を助け出し、そして神の悪夢の存在と、神の悪夢の〈断だん章しよう〉を持つ自分たちの存在を人々の目から隠かくし続けている。

　名を〈断オーダー章・オブ・騎ザ・フラ士団グメンツ〉という。




　かくして、〈童話〉が、また、始まる。
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　　　一章　　一人目の『小人／きし』







　　　　１




　黒い男は、蒼あお衣いに訊たずねた。

「見えるか？」

「……！」

　蒼衣は頷うなずいた。『理解みえた』からだ。

「知っているか？」

「……！」

　蒼衣は首を振ふった。『知識しらなかった』からだ。

　男は言った。




「だとすると────お前の〈断だん章しよう〉は、もう知識のないものまで理解できるまで進んでいる可能性がある。このまま行けば、終わりは近い」




　………………




　　　　†




　主あるじがいなくなった『神か狩がり屋や』の一日が、また始まった。

　古い写真館の建物を利用した古ふる道どう具ぐ屋やは、ここ数日のあいだずっと入口に閉店中を示す札を下げたまま、しかし密ひそかに、鍵かぎが外されていた。

　主を失い、もう古こ物ぶつ商しようとしての機能を失っている店の入口のドアに、白しら野の蒼衣は今日きようも手をかける。けたたましく蟬せみの声が降り注そそぎ、空気そのものが発光して熱を帯びているような夏日の中、熱された鉄製の取っ手を引くと、埃ほこりの匂においがする冷えた空気が、薄うす暗ぐらい店内から流れ出して、汗あせばんだ肌はだに触ふれる。




「……こんにちは」




　そして蒼あお衣いは、軋きしむ古い木のドアと、がたつくガラスが立てる音にほとんど負けている声を、奥へとかけた。

　夏の暑さに体力も精神力も奪うばわれて、学校の制服の半袖そでシャツを着た少年の声は、病人のように疲れ切って、力がなかった。

　もちろんその疲ひ弊へいの原因は、夏の暑さばかりのせいではない。蒼衣の心身、特に精神の方はここ毎日、断だん崖がい絶壁にへばりついている細い細い道を行き来するような、危うい状態がずっと続いているのだった。

　他ほかに例えるなら、今にも切れそうな糸。

　蒼衣はこの数日、毎日こんな状態で、ここに通って来ている。

　休息が必要だと三み木き目め医師などは言うし、蒼衣もそう思う。しかし悪夢のせいで相変わらず睡すい眠みんが恐おそろしいので、心安らかに眠ねむることなど不可能で、休息と言われてもどうすればいいのか困ってしまう。

　ならばせめて、こんな所に体力を使って通わずに、家で安静にした方がいいと。

　確かに蒼衣がここに来ている理由には、責任感とか使命感とかそういったものがあるのは、否定しない。

　だが一番の大きな理由は、家にいては安らげないのだ。蒼衣は両親の前では、ここのところの疲弊を隠かくして元気を装っているので、家にいる間じゅう無理をしていて、疲れた顔をしていられる〈ロッジ〉にいる方がまだしも落ち着いていられるのだ。

「……はあ」

　蒼衣は店の中に入るとすぐに力尽つきたように立ち止まって、背はい後ごで閉しまるドアの音を聞きながら溜ため息いきをついた。

　空調された室温と、大半の照明が点つけられていない薄うす暗くらがり。灼しやく熱ねつの外気と直射日光からそんな中に逃れたところで、安あん堵どと共に肩かたが落ちて、学校指定のバッグがずり落ちそうになりながら腕うでに食い込む。

　胸に吸い込む、年月をかけて木造の建物と商品棚だなに染しみついた埃ほこりの匂におい。

　古ふる道どう具ぐの匂い。もはや蒼衣にとって馴な染じみのものになってしまったこの匂いは、あまり信じたくないのだが、今やいつ無くなってもおかしくない状況にあるのだった。

「……」

　蒼衣はもう一度、深呼吸とも溜息ともつかない息を吐はいて、顔を上げて足を踏ふみ出した。

　商品棚の間を抜けて店の奥に行くと、レジ周りのスペースだけ電灯が灯ともされて、二人の少女の姿があった。

　蒼衣が来たことに気づかないくらい熱心に棚の掃そう除じをする女の子と、蒼衣が来たことを知りつつも、丸テーブルについて顔も向けない少女。蒼衣が近づくと、女の子の方がようやく気づいて、カラフルなヘアピンを何本も髪かみに挿さした頭を、蒼衣の方へと向けた。

「あ、白しら野のさん！」

「うん、こんにちは」

　蒼あお衣いは疲労の色濃こい顔に、できるだけ今まで通りの笑顔を浮かべて、そう田たの上うえ颯さつ姫きに挨あい拶さつを返した。

　半袖そで半ズボンにエプロンをつけ、首から紐ひもで手帳を下げた姿でこまごまと働く颯姫は、満面の笑顔で蒼衣の挨拶に応こたえると、「お茶いれますね！」と元気に言って、茶道具の入った棚たなの方へとぱたぱたと移動していった。

　その颯姫の姿は、これまでと変わりのない光景だ。

　いつも通りの光景。しかしそれを見る蒼衣の笑顔が思わず翳かげってしまうのは、いくら店の掃そう除じをしても客は来ないのだという事実と、それから仕事の指示をする事業者が不在のせいで颯姫はほとんど一日中、針が飛ぶレコードのように店の掃除を延々繰くり返しているという二つの事実のせいだった。

「……うん、ありがとう」

　胸の中にわだかまる痛々しさを押し殺して、蒼衣は優しくお礼を言う。

　そして、見ていると辛つらくなるので颯姫から視線を外し、来客用の丸テーブルに据すえられたアンティーク椅い子すの一つに、自分のバッグを置いた。

　バッグはどさりと重い音を立てて、蒼衣の腕うでと肩かたを重荷から解放する。蒼衣がここまで持って来たバッグの中には、学校に辞書を入れて持って行く時よりもはるかに重い荷物が、ずっしりと詰つめ込まれていた。

　その音に、今まで顔も向けなかった時とき槻つき雪ゆき乃のが、少しだけ視線を上げる。

　この夏休みのさなかにも、いつもと変わらず合服のセーラーを着た雪乃は、袖そで口ぐちからのぞく包ほう帯たいをなぞるように弄もてあそびながら、関心なさそうな風ふ情ぜいで、しかしそんな風情をしながらも蒼衣に声をかけてきた。

「……何か分かった？」

「ううん、まだ何も……」

「そう」

　それだけやり取りすると、雪乃は再び自分の手首に視線を戻す。

　蒼衣はたったそれだけのやり取りに、名残なごり惜おしさを感じながら、椅子に置いたバッグのファスナーを開けて、中身をテーブルの上に出した。

　どさ、と、ノートの束を。

　それから何冊かの本を。どちらにもページの間にたくさんの付ふ箋せん紙しが挟はさんであって、特に本の方はまるで花が咲いたように色つきの付箋紙がはみ出ていて、その数の分だけ本の厚みが嵩かさ増ましされている。

　ノートも本も、新しいもの古いもの様々だったが、どれも例外なく使い込まれて相応の傷いたみがあった。そして本には、『童話』や『昔話』や『研究』といった文字が背表紙に目立ち、ノートの方にはタイトルを書くための分類シールが貼はられていて、そこに神か狩がり屋やの字で様々な童話の題名が書き込まれていた。

『赤ずきん』

『シンデレラ』

『ヘンゼルとグレーテル』……

　代表的なものから、あまり聞いたことのないものまで。

　これらは蒼衣が、この『神狩屋』から持ち出していたものだ。全すべてが神狩屋の手による、象徴を背景にした童話の────そして〈泡ほう禍か〉についての考察を記録したものと、それに付帯した資料だった。

　これらは、神狩屋の書しよ斎さいにあったものだ。

　店の奥の、母屋になる住居の中にある神狩屋の書斎は、いつも鍵かぎがかけられていたが、蒼衣はその鍵を渡されていた。

　突とつ然ぜんやって来た、入いり谷やという男から。

　この〈神狩屋ロッジ〉の所属だという〈騎士〉、入谷は、昨日きのう突とつ然ぜん店にやって来て、蒼衣に書斎の鍵と、それから死の宣告に近いものを、蒼衣に与えたのだ。




　────見えるか？




　あのとき入谷は問い、蒼衣は見た。

　全身が黒焦こげになった焼死体。

　頸くびの骨が折れて捩ねじれた絞こう殺さつ体たい。

　頭部が斜めに欠け落ちた血みどろの死体。

　体の正面が真まっ平たいらに潰つぶれ、胴どうも顔も真まっ赤かな断面と化し、しかし辛かろうじて目と鼻と口の場所にぽっかりと空くう洞どうが開いている、おそらくは高いところから落ちて死んだと思われる墜つい落らく死し体たい……

　入谷は、そんな見るに堪たえない悲ひ惨さんな死者を無数に引き連れていて、それらが一いつ斉せいに、蒼衣を見た。そしてその無数の亡もう者じやの目と目が合って、身を竦すくませながら入谷のいくつかの問いに応こたえた蒼衣に、入谷は宣告したのだ。すなわち────蒼衣の〈断だん章しよう〉は、今や何も予備知識がない初対面の人間の〈断章〉の一部を知覚してしまうほどに、『悪化』しているのだということを。

「……いいか？　この亡ぼう霊れいたちは、俺おれ以外には見えない」

　混乱する、蒼衣に。

「だがお前は見た。お前の〈断章効果エフエクト〉の一部に、〈断章〉の持ち主にしか見ることができない亡ぼう霊れいを見る効果があることは聞いているが、それは全く初対面の人間に働くものか？　少なくとも鹿か狩がりの奴やつは、そういうものじゃないと分析しているみたいだが」

　来客用の椅い子すに座って、足を組んだ入いり谷やは無表情に淡たん々たんと、そう指摘した。

　二十代後半ほどに見える入谷は、細身に仕立てられたダークスーツを瘦そう軀くに引っかけ、茶に染めた髪かみを無む造ぞう作さに伸のばしていた。その外見は俳はい優ゆうか何かのようだったが、それよりも俳優が演じる殺し屋か何かに見えるといった方が、より正確だ。

　全すべては鋭く細められた、しかし怒りや不ふ機き嫌げんや警けい戒かいといったような、あるべき感情が何一つ感じられない荒すさみきった瞳ひとみのせい。

　さらには彼が滲しみ出すように纏まとっている、近くにいるだけで、不安感が煽あおられるような、特有の気配。

　説明を始めた時には、すでに入谷の周囲には、最初に蒼あお衣いが『視み』たようなはっきりとした亡霊の群れの姿はなかった。しかし対たい峙じする蒼衣の目からは、入谷の周囲の景色けしきに、どことなく空気がゆらめいているような、奇き妙みような違和感があった。

　そして────そうして微かすかに歪ゆがんで見える古ふる道どう具ぐ屋やの光景に、時折古い映画のフィルムを二重映うつしにしたように、人影がよぎる。ほとんど背景と混じって、目の錯さつ覚かく同然にしか見えない、薄うすく透すけた亡もう者じやの姿が、不意に無作為に視野の端はしを掠かすめるような気がたびたびして、思わずぎょっとなって視線を背景に向ける。

　はっきりとは見えない。だがそれが気のせいではないことを、蒼衣はもう知っている。

　ひどく落ち着かない。それに蒼衣は、この決して広くはない店の建物の中に、物もの凄すごい数の人が立っていてこちらを見ているような、そんな気配をずっと感じていた。

「雪ゆき乃のさんには……見えてないんだね」

「ええ」

　蒼衣の確認に、雪乃はそう頷うなずいた。

「入谷さんの〈断だん章しよう〉の『姿』を見たことは一度もないわ。もちろん今も」

「……」

　ショックと言うよりも重苦しい気分になって、言葉もなく俯うつむく蒼衣。

　そしてそんな、しばらくの沈ちん黙もくの後だった。

　入谷がおもむろに、ポケットから古めかしい鍵かぎ束たばを取り出して、じゃらりと音を立ててテーブルに置き、蒼衣に言ったのだった。

「これをお前にやる。これは鹿狩が死んだ時に、お前に渡わたすよう言われてた物だ」

「………………!?」

　そうして入谷は立ち去り、今日きように至る。

　入谷からそれ以上の話はなく、実のところ最初、世話役を継つぐために入谷が戻って来たのではないかと期待した蒼衣は、半ば拍ひよう子し抜ぬけしていた。

　正確には拍ひよう子し抜ぬけというよりも、問題が解消されないわだかまり。

　というのもこの〈ロッジ〉は、神か狩がり屋やがいなくなってからというものずっと完全に機能を停止していて、何の活動もできていない状態が続き、蒼あお衣いは大人おとなの世話役の必要性を身に沁しみて感じていたのだ。

　後を頼まれた三み木き目め医師と、自分の〈ロッジ〉の管理があるのに頻ひん繁ぱんに訊たずねて来てくれる四し野の田だ笑え美みのおかげで、辛かろうじて颯さつ姫きたちの生活が成り立っているような有様。

　だから一いつ瞬しゆん期待したのだが、そのことを雪ゆき乃のに漏もらすと雪乃は当たり前のように、冷たく言い放った。

「入いり谷やさんがそういうことできる人なら、最初から私が連れん絡らくしてるわ」

　全くもってその通りだった。

　ぐうの音ねも出ない。そうして色々と、入谷についての話を聞くうちに、蒼衣も色々と納得する部分があった。

　入谷は、雪乃がこの〈ロッジ〉に連れてこられた時にはすでにいた、文字通り雪乃の先せん輩ぱいに当たる〈騎き士し〉だった。というのも雪乃が〈騎士〉の道を志願した時、神狩屋の意向で、最初の数回だけ指導者のような立場で同行したのだそうだ。

「じゃあ、雪乃さんの師し匠しようみたいなもの？」

「………………まあ、そうね」

　蒼衣の表現が気に入らなかったようで雪乃は少し考えたが、結局別の良い表現が思いつかなかったらしく、結局雪乃は肯こう定ていした。そんな雪乃に指摘すれば、きっと「違う」と言う気がするが、蒼衣が感じたところでは、雪乃の〈騎士〉としての姿勢には、入谷の影響があるように思えた。

　似ているのだ。

　入谷は、かつて雪乃が〈騎士〉としての理想を投影していた形けい跡せきのある、〈葬そう儀ぎ屋や〉と同種の人間だった。

　そして同時に雪乃とも同種の人間だった。

　つまり〈葬儀屋〉と同じく、常時〈断だん章しよう〉の気配が漏もれ出すほど自分の〈断章〉と密に接して生きすぎ、そして雪乃と同じく、常に亡ぼう霊れいに取り憑つかれているという、そんな境遇を強いられている人間なのだ。

　ともあれ────




「……じゃあ、読み終わったのを返して、新しいのを取ってくるよ」




　こうして蒼衣は、入谷から受け取った鍵を使って、神狩屋の書しよ斎さいから本やノートなどを持ち出し、家に持ち帰っていた。

　姿を消した神か狩がり屋やの動向が、少しでも分からないか調べるためという目的だった。

　とはいえスケジュール帳や日記でも残されていれば話は別だが、そんな都合の良いものがあるわけもない。だが雪ゆき乃のも、その非効率に嫌いや味みを言いはしたが、蒼あお衣いがそうすることは止めなかった。正直なところその程度の可能性でも、蒼衣たちには必要だったからだ。

　蒼衣と雪乃は、いま何もすることがなかった。

　この〈ロッジ〉の機能停止だけではない。というのも神狩屋失しつ踪そうにまつわる例の事件があまりに重大だったため、気を遣つかった笑え美みが、「何も心配せずに休んでなさい」などと言って情報を遮しや断だんしてしまい、何も教えてくれないからだった。

　つまり蒼衣と雪乃は、いま当事者でありながら、蚊帳かやの外に置かれていた。あの『ラプンツェル』を題した〈泡ほう禍か〉の後始末についても、行方ゆくえをくらました神狩屋の捜そう索さくについても、蒼衣たちは何一つ関わらせてもらえていないのだ。

　そして独自に事情を聞いたりするための人脈も、二人はろくに持っていなかった。

　笑美の過保護と、雪乃の人間関係軽視、それから蒼衣の力不足に阻はばまれて、蒼衣たちは動くに動けなかったのだ。

　ただの保護された、何もできない子供扱い。

　二人とも、その中で少しでも何かができないかと、密ひそかに足あ搔がいている状態だ。

　このままでは神狩屋のことはおろか、この〈ロッジ〉の行く末の決定にさえ関われないかもしれない。最悪、いつの間にか〈ロッジ〉が解体されて、みんなばらばらに近きん隣りんの〈ロッジ〉に引き取られることが決まっていたとか、そんな羽は目めになる可能性だってある。

　しかしそれに気づいても、他ほかの〈ロッジ〉関係者との連絡をほぼ完全に神狩屋に任せていた蒼衣たちにはもはやどうしようもなかった。そして数少ない連絡先を知る人はみんな笑美とも同様に知り合いで、笑美の言う「大変だった二人に無理をさせたくない」という『善意』に、程度の差はあれ取り込まれ済みだった。

　蒼衣たちは、『善意』の壁に取り囲まれていた。

　優しさでできた頑がん強きような壁に閉じ込められて、その中で終わりを待つ囚しゆう人じんにされていた。

　そんな中に現れた入いり谷やは、蒼衣たちにとって小さくはあっても救いの神だった。そういうわけで、蒼衣はもどかしい作業ながらも悪夢のせいで眠ねむれない時間を使って、神狩屋の資料をあさっているのだ。

「何かあればいいわね」

「はは……」

　結局この数日ほとんど何もできない状況の雪乃から、期待とも嫌いや味みともつかない冷たい言葉をかけられて、蒼衣は力なく笑ってノートを抱かかえる。そしてカウンターの奥にある住居への戸に向かうと、茶道具を出しながら颯さつ姫きが声をかけてきた。

「あ、白しら野のさん。紅茶持って行きましょうか？」

「え？」

　にこやかに言う颯さつ姫きに、蒼あお衣いは思わず立ち止まる。

　思わず見たその満面の笑顔に、いま颯姫がこの現状を認識しているのか、どう認識しているのか疑問が湧わいて────しかしそれを訊たずねる勇気は湧かず、蒼衣は曖あい昧まいに笑顔を返して、颯姫に答えた。




「うん……いいよ。すぐ戻って来るから」

「はい！　わかりました！」







　　　　２




　ノートを抱かかえてドアの前に立ち、ずっしりと重い鍵かぎ束たばを、逆の手で探る。

　映画や漫画で見るような古くて大きな鍵を数本、ぼろ布を縒よったらしい変色した紐ひもで結ゆわえた鍵束から、がちゃがちゃと目的の鍵を選えり出して、祖父母の田舎いなかでも見たことがない、部屋の中が覗のぞき込める鍵かぎ穴あなに差し込んで回す。

　がちゃりと古い鍵の機構が動く、重い手応え。鍵を引き抜いて、丸いドアノブをひねって開け、暗い部屋の中に鍵束を持ったままの手を入れて、壁を探って電気を点つける。




「……」




　そして、ぱちん、と音がして、照らし出される小さな部屋。

　母屋おもやの隅すみに位置する、この元は物置だったのではないかと思う三畳じようばかりの窓のない小部屋は、本棚だなと座椅い子すと文ふ机づくえを文字通り詰つめ込まれ、三人も入ればすし詰づめになるくらいにまで狭せまくなった圧あつ縮しゆくされた空間だった。

　本棚には隙すき間まもないくらいに分厚い本が並ならび、特に読書家というわけでもない蒼衣には圧迫感がある。棚に本を並べ、その上にできた隙すき間まに本を横向きに詰つめて、それでも溢あふれた本が文机の下や床ゆかに積まれて、元々少ない床の絨じゆう毯たんの露出をさらに減らしている。

　これが、神か狩がり屋やの書しよ斎さいだった。

　まともに見たのは昨日きのうが初めてだ。今までも呼びに行ったり、出入りする神狩屋に出くわした時などに、垣かい間ま見みる程度はしていたが、入ったことは一度もなかった。

　日に焼けた本が並んだ、駅前のボロい古本屋とよく似た匂においがする。それに違わず、部屋の中に積まれた本は、大半のものが色いろ褪あせていて、かなりの昔に出版されたものだということが一目で分かるものだった。

　どれもこれも、学術書や研究書と思われるものばかり。

　神話、民話、民俗────そんなタイトルが、時にはほとんど掠かすれてしまった文字で、背表紙に並んでいる。

　そんなものに囲まれた部屋に、蒼あお衣いは足を踏ふみ入れる。勝手の知らない他人の部屋に入ることへの僅わずかな気き後おくれを感じながら、その小さな部屋の中に入り、年季の入った文ふ机づくえの上に鍵かぎとノートの束を置いた。

　昨日きのうと同じく、感じるのは居い心地ごこちの悪さ。

　それはこの狭さ故に余計に強く感じる、他人のテリトリーにいる居心地の悪さだ。

　この部屋は、小さな部屋に神か狩がり屋やという人間の存在が色いろ濃こく詰つまっている空間だった。その教養、思想、関心、生活、習慣、人生、美意識などの、神狩屋の全すべてが、手を伸のばせば全てに届くような、小さな空間に集中しているのだ。

　この部屋は、まさしく神狩屋そのものと言えた。

　部屋というものは多かれ少なかれ住人の人間性が出るが、小さな書しよ斎さいは、それを結晶したようなものだった。

　年季が入って渋しぶい調度品は、あの神狩屋にはいかにも似合いだ。

　書斎に満ちる古書の匂においは、あの神狩屋を容易に思わせる匂い。

　この真ん中の座ざ椅い子すに、神狩屋が座っている姿すがたがありありと想像できるほど、彼の存在を濃のう密みつに映した空間。それゆえに、主人のいないこの部屋に鍵を使って入った蒼衣がこの部屋に感じるのは、勝手に入った部外者としての罪悪感にも似た居づらさだった。

　残り香かのような神狩屋の気配に覆おおわれながら、蒼衣はこの部屋にいる。

　そして今となっては、蒼衣にとってその気配は、決して落ち着いていられるものではなかったのだ。

　入いり谷やに鍵束を渡された時に、思わず蒼衣の口から出た、疲れた冗じよう談だんを思い出した。

「……この中に、一本だけ入っちゃいけない部屋の鍵があるとかは、ないですよね？」

「考えすぎだと言いたいところだけどな、知らんよ」

　一いつ蹴しゆうされたその会話を思い出して、蒼衣は少し自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

　正直この部屋にいると、今にも神狩屋が入って来そうな気がして、うっすらと怖こわいのだ。それこそ禁じられた部屋に勝手に入った『青ひげ』の花はな嫁よめが、そのことの発覚を恐おそれて、怯おびえるようにだ。

　今────蒼衣は、神狩屋が怖かった。

　決して死ねない神狩屋が、蒼衣の〈断だん章しよう〉を利用して自殺しようとしたあの事件は、疲ひ弊へいした蒼衣の精神に、神狩屋に対する怖おそれを強く刻みつけていた。

　相当に信頼していた、大人おとなの豹ひよう変へん。

　ほとんど殺されかけたあの経験。そして今、蒼衣の〈断章〉は、それに伴う神狩屋の手段によってかつてないほど不安定になっている。

　入いり谷やが言ったように。

　自覚しているように。

　そして、そうした神か狩がり屋やは今もなお、見つかっていない。

　ひょっとすると、また目的を達するために、突とつ然ぜん蒼あお衣いの前に現れるかもしれない。そんな怖おそれがあるせいで、神狩屋のホームグラウンドと言えるこの部屋は蒼衣にとって、とても落ち着くことなどできない場所だったのだ。

　……青ひげの花はな嫁よめと違って、まだ恐おそろしいものを見つけていないのが救いだが。

　蒼衣はそんな胸の中が重くなるような思いを抱いだきながら、ぎっしりと本が詰つめ込まれた本棚だなの、文ふ机づくえにほど近い位置にある空あいたスペースにノートの束を戻す。

　文机のすぐ隣となりに位置するこの辺りには、帳ちよう簿ぼやノートなど、神狩屋が自分で書いたものなどが二段にわたって詰め込まれていた。神狩屋は、本のタイトルを整理して並べる習慣がなかったようで、本棚の並びが全体的に雑然としていたが、この辺りは出で鱈たら目めな種類のノートやバインダー類がぎっっしりと詰め込まれて輪をかけて見た目がひどかった。

　昨日きのう蒼衣は、互たがいに背表紙が埋うもれるように重なったそれらを切り崩くずし、童話に関するノートを掘り出したのだ。そして、よく使う本を手近な棚や床ゆかに移す習慣があったようで、目立つ場所に置いてあった童話に関する本と共に持ち帰った。

　それらには膨ぼう大だいな推論やメモ書きがあり、過去あった事件について神狩屋がどう解釈していたかなども詳しよう細さいに書き込まれていた。だが内容は蒼衣から見て興味深いものではあったが、神狩屋の動向を知る手がかりとしては、役に立つものではなかった。

「……」

　蒼衣はまだ確認していない部分のノート類を束で抜き出し、中をぱらぱらと確認する。そして全すべてに目を通して役に立たない内容であることを確認すると、几き帳ちよう面めんに元の場所に戻して、次の束を抜き出す。

　黙もく々もくとそんな作業を繰くり返して、見つけるべき『何か』を探す。昨日この部屋に入り、童話に関するノートを見つけた時には幾分の期待と興こう奮ふんがあったが、一日経たって落ち着くと、実のところ探す『何か』さえ分かっていない状態だということも自覚されて、文字を追う目もそれなりに醒さめてしまっていた。

　そうして蒼衣が、期待の薄うすい何度目かのそんな作業を繰り返した時。

「……うん？」

　蒼衣は一冊の、薄うすいノートに手をつけた。

　タイトルはない。表紙が歪ゆがんでいる。開くと、それは新聞記事や雑誌のコピーを切り抜いてページに貼はり付けた、雑然とした作りのスクラップブックだった。

　神狩屋のやり方なのだろう、こんな感じのノートはすでに何冊も見かけていた。ただそれらは領収書であったり、学術的な記事を切り貼ばりしたらしきもので、今まで見たのはどれもページの大半に貼り付け済みで分厚く膨ふくれ上がっていて、タイトルも明記されて一目でそれと分かるものばかりだった。

　しかし見つけたこれは、まだ作成を始めたばかりなのか、薄うすく、タイトルも書いていない。

　確認のため目を通した。何かの事件記事らしき数枚のスクラップを、先ほどまでと同じように作業的に流し見ようとして、ページをめくった途と端たん、ぶわ、と蒼衣の全身に一いつ斉せいに冷たい鳥とり肌はだが立った。

「う……!!」







　行方不明！　女の子を探しています！







　目に入ったのは、胸の中身を内側から引っ搔かくような、悲痛な文字だった。

　怖おぞ気けが走った。それはコピーされたと思しきポスターかチラシで、行方ゆくえ不明になった女の子の目もく撃げき情報を求める悲痛な言葉と共に、幼い女の子の顔写真と、行方不明時に身につけていた衣服を説明するためのイラストが印刷されているものだった。

　白いワンピースと、

　くつしたと、

　靴くつ。

　それらの衣服の、詳しよう細さいで無機質なイラストが、何もないスペースに、まるで今まさに人が着ているような配置で、無機質な説明文と共に描かれていた。

　透とう明めい人間、あるいは幽ゆう霊れいのように。

　いや、あるいは────着ていた人間が溶とけ流れて、服だけが残されたかのように。

　その得体の知れない恐きよう怖ふを孕はらんだチラシを目にしたまま、硬こう直ちよくした。

　しかし、蒼あお衣いが固まったのはただそれが不ぶ気き味みだったからではなく、そこに印刷されていた写真と、その下に書かれた名前のせいだった。




　溝みぞ口ぐち葉は耶や（10）







　　　　３




「……うーん、白しら野のさん、遅おそいですねえ」




　後はポットにお湯を注そそぐだけになったティーセットの前で、そわそわと颯さつ姫きが言う。

　時とき槻つき雪ゆき乃のは、それを聞きながら何も言わず、目の前の丸テーブルの上に置かれた、茶菓子の盛られた器を頰ほお杖づえを突ついて見つめていた。

　そしてそうしながら、茶菓子には手を延ばすことなく、手元のピルケースから錠じよう剤ざいを取り出して咥くわえるように口に入れる。口に入れ、数秒の後、そのまま水もなしに、音を立てて奥歯で錠剤を嚙かみ砕くだく。

　口の中に広がる、ビタミン錠剤の薬っぽい酸味。

　だが雪乃は、それをほとんど認識することなく、じっとテーブルに目を落としていた。

　雪乃の視線はテーブルに落ちていたが、実際は何も見てなどいなかった。

「えっと……水、なくていいんですか」

「ええ」

　戸と惑まどい気味にかけられた颯さつ姫きの言葉に短く返事をしたが、完全に生なま返事で、やはり聞いてはいない。

「…………」

　雪乃は、不ふ機き嫌げんとも無表情ともつかない顔で、ただ自分の状況を呪のろっていた。

　何もできない現状を。さらに言えば何もさせてもらえない状況と、そこを強しいて行動することができない、自分の身の不ふ甲が斐いなさをだ。

　雪乃は自分の〈騎き士し〉としての評価を自覚していたが、それが世話役の調整あってのものだということを理解させられて、密ひそかに落ち込んでいた。実のところ世話役などなくても活動ができるという自うぬ惚ぼれが多少はあったのだが、誰の許可を得たわけでもない笑え美みが勝手に世話役の代行を始めただけで、あっという間にやることを奪うばわれたのだ。

　蒼あお衣いが神か狩がり屋やの書しよ斎さいをあさっているが、何か役に立つものが見つかるとは雪乃は思っていなかった。だがそれでも、やれることがあるというだけで、思わず嫌いや味みを言いたくなるくらいには羨うらやましさを感じた。

　可能なら入いり谷やについて行って他ほかの応援に行きたいところだったが、入谷は基本的に他ほかの〈騎士〉とはつるまないことを雪乃は知っている。〈断だん章しよう〉がほとんど無差別に周りを攻こう撃げきするので、必要がなければ他ほかの人間と一いつ緒しよにいることさえ控ひかえている有あり様さまなのだ。

　それから入谷が主に従事している『役目』の特殊さもあって、入谷に他〈ロッジ〉への応援を仲ちゆう介かいしてもらうことも期待できない。

「…………はあー」

　雪乃は自分の状況を改めて確認し、溜ため息いきをついた。

　神狩屋の裏切り。いま雪乃がこうしている状況は、全すべてそれから始まった。

　全くショックがなかったと言えば噓うそになるが、雪乃は神狩屋の変節にそれほどの感想は持っていなかった。

　そもそも雪ゆき乃のは他ほかの連中と馴なれ合うつもりはなく、神か狩がり屋やの世話役としての能力はそれなりに認めていたものの、懐なついてやるほどの義理も感じていなかった。

　何しろ神狩屋は、何も知らなかった頃の雪乃に徹底的ともいえる〈断だん章しよう〉の抑制を施した張本人なのだ。そして〈騎き士し〉としての方針も合わなければ、雪乃を執しつ拗ように日常へ戻もどそうとしていたのも気に入らなかった。性格も喧けん嘩かになるほどではないにしろ、あまり合わないと感じていた。

　それに何より雪乃は、〈保持者〉の心が摩ま滅めつし崩ほう壊かいする様を今まで何度も見てきた。

　そんな幾いく度ども見てきたものが、今になって神狩屋に起こることは、『あり得ない』と思うこと自体が『あり得ない』、いつか必ず来るものに過ぎなかった。

　今ここにある悪夢が、自分の隣となりで起きないと信じるのは、愚おろか者だ。

　雪乃は、覚かく悟ごというほど具体的なものではないものの、いつか起こるであろうことへの、心構えはできていた。

　僅わずかに思ったのは、神狩屋がいなくなった後、颯さつ姫きたちはどうなるのかということ。心配することがあるとすればそれだけ。それだけだ。蒼あお衣いのことは────考えるまでもない。どうでもいい。どうでも。

　そう。それだけだろうと、思っていたのだ。

　だが、いま雪乃が置かれている、この状況は、思ってもいなかった。

　しゃしゃり出てきた笑え美みの『善意』によって、何もさせてもらえない状況に陥おちいるなど。雪乃は、こうなってしまって初めて、今まで何となくしか理解していなかった笑美という世話役の功罪について、身をもって知る羽は目めになったのだ。

　笑美の世話役としての力量と、その束そく縛ばくを。

　雪乃は、ひとたび『敵』になった相手に対して同情する趣味も意志も持ち合わせていなかったが、このとき初めて馳はせ尾お勇ゆう路じが置かれていた状況の一いつ端たんを、嫌いやというほど体験する羽目になってしまった。

　だからといって同情する気はない。一片も。

　蒼衣と違って。蒼衣はこの状況に至いたってはっきりと勇路に同情的な言葉を口にしていたが、苛か烈れつな態度を取る雪乃の立場からは、それは甘あまえと断じなければならなかった。そうでないと道理が立たなかった。

「……」

　だからといって、現状を解決する手段は何もなかったわけだが。

　そうして雪乃が、一人忸じく怩じたる思いでいると、入口のドアが開いて、その当事者が店の中にやって来た。




「こんにちは。雪ゆき乃のちゃん、颯さつ姫きちゃん」




　トートバッグと紙袋ぶくろを手にした、穏おだやかで柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべた女性。

「あ、笑え美みさん、こんにちは」

「……」

　今まさに感じている、雪乃の忸じく怩じたる思いの元げん凶きようである四し野の田だ笑美は、「何か変わったことはなかった？」などと気さくに雪乃たちに近きん況きようを訊たずねながら、椅い子すに荷物を置いて、紙袋ぶくろから可愛かわいい袋入りの洋菓子を取り出した。

「これ、おみやげよ」

「はい！」

　元気に受け取る颯姫に笑いかけ、笑美は手早くエプロンをつける。

　そして、

「お茶入れるわね。夢ゆ見み子こちゃん連れて来てくれる？」

　と頼み、颯姫を奥にやって、手際よくお茶の準備を始めた。

「雪乃ちゃんは、どれがいい？」

「……何でもいいわ」

　可愛いパッケージの袋を開けて焼菓子を見せながら訊たずねる笑美に、雪乃は平へい坦たんに答える。

　あれから笑美は、純粋な善意で、頻ひん繁ぱんにこうして〈ロッジ〉の世話をしに、せっせとここまで通って来ていた。

　その頻ひん度どは、雪乃の目の前にある消費しきれていない茶菓子の器に現れている。今までは顔を合わせるたびに笑美のことを忘れていた颯姫も、今では完全に、よどみなく憶おぼえているほどだった。

「……」

　鼻歌を歌いながらお茶を入れる笑美の背中を、雪乃は黙だまって見つめた。

　この背中の、世話好きで優しい雰ふん囲い気きそのものが、いま真ま綿わたのように、雪乃の動きを完全に縛しばっている。

　この背中に、手も足も出ない。

　雪乃はしばらくその『壁』を眺ながめた後、ぽつりと短く、声をかけた。

「神か狩がり屋やさんは、見つかったの？」

　鼻歌が止まって、「ふぅん……」と思案するような声が聞こえた。

　そしてそのあと返ってきたのは、雪乃の予想と、全く変わらない答えだった。

「いいのよ。雪乃ちゃんは心配しなくて」

　優しげに。

「雪乃ちゃんたちは、今は休むのがお仕事。大人おとなに任せておきなさい。ね？」

「……」

　雪ゆき乃のは笑え美みの背中を睨にらむ。もう何度も同じやり取りを繰くり返し、思わず激げつ高こうした時さえあったのだが、そうなった時でさえ笑美はこの調子で、子供の戯たわむれ言ごとをあしらうように雪乃の抗議を流すのだ。

　沈ちん黙もくが降りた。

　雪乃は無言の圧力のつもりだったが、笑美がそう感じているのかは、こうして見ていてもまるで分からなかった。

　笑美の鼻歌が、やがて再開する。

　雪乃はその間も、じっと無言で見つめていたが、しばらくして痺しびれを切らして、話題を変えて声をかける。

「入いり谷やさんが帰って来たわ」

「……」

　再び鼻歌が止まって、笑美が振り向いた。

「……いつ？」

「昨日きのう」

　笑美は少し考えるように眉まゆを寄せ、口元に指を当てた。

「そう……今、いるの？」

「いいえ」

「どこにいるか聞いてる？　あと、何か言ってた？」

「知らないわ。自分はお守もりなんか御ご免めんだから、しばらくこのお店は置いておくって。その間に潰つぶすなり何なり好きに決めろ、って」

「うーん……」

　雪乃の答えに、笑美は困ったような顔をして、目を宙に向ける。

　入谷は、名義とお金の上で神か狩がり屋やの共同経営者で、今となってはこの店の持ち主だった。

　つまり蒼あお衣いが思ったように、本来なら次の資格者として、入谷がこの〈ロッジ〉の世話役になったとしても、決しておかしい話ではないのだ。

　もっとたくさんの成人メンバーがいて、話し合いで方針を決めているような〈ロッジ〉ならば、話し合いのメンバーの中から次の世話役が選ばれるのが大半だろう。もっとも今ここが置かれているように────それどころか笑美のような他ほかの〈ロッジ〉の支援を受けることさえなしに、外からも内からも現状把は握あくもできないまま離り散さん消滅してしまう〈ロッジ〉も、もちろん少なからず存在していた。

「入谷さんは世話役にならないのね。どうしようかしら……」

　笑美は溜ため息いきと共にお茶を入れる作業を再開し、背を向けたまま言った。

「私が説得した方がいいかしら？　一人だけの大人おとななんでしょう？」

「無む駄だよ。入いり谷やさんがやるはずないわ」

　雪ゆき乃のは笑え美みの親切めかした提案に苛いら立だちを感じて、少し強い調子で言った。

　そんな雪乃の答えに、「うーん……」と再び困ったように笑美。そして困った人をたしなめるような調子で、そんな入谷に対する意見を述べた。

「それって、無責任だと思うのよ……」

「！」

　雪乃は思わず、きっ、と笑美の背中を睨にらんだ。

「その責任とやらで自由にさせてもらえないよりは、私は無責任の方がましだわ！」

「落ち着いて。雪乃ちゃんは疲れてるのよ」

　思わず声を荒げたが、それでも笑美は意に介かいさなかった。

「疲れてるから興こう奮ふんするの。心を休めないと。落ち着いたらちゃんとお話ししましょう？　それまで待ってるから」

「……っ！」

　あくまでも優しく。あまりの話の通じなさに、雪乃は歯は嚙がみした。

　そうしていると、カウンター奥の戸から、颯さつ姫きが戻って来た。

「夢ゆ見み子こちゃん、連れて来ました！」

　そしてわたわたとサンダルをつっかける横から、蒼あお衣いが夢見子の手を引いて、店の方に出て来る。

　夢見子の着ている服は人形のドレスのようだったが、今までとは違って、全体的にやや簡素になっていた。髪かみやリボン、服の着付けなどが、人形の手入れをするように世話をしていた神か狩がり屋やの手から、颯姫と三み木き目め老人の手に移ったからだった。

　大きな『不思議の国のアリス』のウサギのぬいぐるみと、大きな絵本を、今にも落としそうに片手に抱かかえて。そしてもう片方の手を蒼衣に引かれて、夢見子はぼんやりと宙を見るような目で、ゆっくりと歩く。

「あらあら」

　笑美がそれを見て、目を細める。

「可愛かわいい兄妹みたいね」

「……こんにちは。四し野の田ださん」

「ええ」

　にこやかに笑美はティーセットを乗せたトレイを手に、蒼衣たちを促うながす。

　蒼衣はその促しに、どこか複雑そうな表情で、テーブルの上に置きっぱなしにしていた書籍類を片付ける。その手には今日きよう持ち帰って来て、書しよ斎さいに返しに行ったものとは別のノートが、一冊さつだけ新しく混じっていた。

　雪乃は、笑美と話しているよりは気が紛まぎれるので、蒼衣に訊たずねた。

「それは？」

「！」

　訊たずねられた途と端たん、蒼あお衣いは何故なぜかぎょっとした表情になって雪ゆき乃のを見た。

「あ……えー……と？」

「…………何よ」

「え、いや……」

「私が関心持ったのがおかしい？」

　雪乃は憮ぶ然ぜんと言う。言ってから、また余計なからかいの材料を与えてしまったのではないかと後悔したが、蒼衣はそれに反応せず、ぼそぼそと答えた。

「あ……うん……まだ、ちゃんと読んでないから」

「……？」

　口を濁にごす様子の蒼衣。

　雪乃は不ふ審しんに感じて、眉まゆを寄せる。

　蒼衣はそのあと一いつ瞬しゆん、何かを言おうか迷うような様子を見せた。しかし一度笑え美みの方を窺うかがうように見ると、結局何も言わずにそのままノートをバッグに仕し舞まって、息を吐はいた。

　そして次に雪乃を見た時には、蒼衣は元の疲れた笑いを浮かべた蒼衣だった。

　蒼衣は神か狩がり屋やの本が詰つまったバッグに手を置いて、雪乃に言った。

「雪乃さんも、一いつ緒しよに調べる？」

「……何で私がそんなことしなきゃいけないのよ」

　眉まゆをひそめる雪乃。

「共通の話題ができたら嬉うれしいなあ、と思って」

「お断りだわ。白しら野の君と長々話なんかしたら、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが何本あっても足りないわ」

「あはは……」

　何か誤ご魔ま化かされたような気がしていたが、雪乃はとりあえず雪乃なりに気を遣つかって、今はそれ以上追及することはしなかった。
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　　　二章　　二人目の『小人／はや』
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　壁に外国の町並みの風景写真のジグソーパズルの大きな額が飾かざられている以外、ろくな飾り気も遊びもない、高校生らしからぬ殺風景な部屋。




「…………」




　蒼あお衣いは、夕方遅くに帰宅して自分の部屋に入ると、まず重たいバッグを床ゆかに下ろして、その前に神しん妙みような顔で座り込んだ。

　そしてそのままの顔で、バッグのファスナーを開ける。そうしてバッグの中から、まるで盗ぬすんで来たものでも出すような怯おびえた様子で取り出したのは、神か狩がり屋やの書しよ斎さいで見つけた、あのスクラップブックのノートだった。

　結局タイミングを逃して言い出せず、黙だまって持って来てしまった。

　別に雪ゆき乃のたちに対して隠かくそうと思ったわけではない。ただ今日きようは、〈ロッジ〉を訪ねて来た笑え美みが夢ゆ見み子この世話を焼いたりして、妙みように長く居座って、蒼衣が帰る時間になっても帰らなかったからだ。

　笑美には、神狩屋の書斎の鍵かぎのこと自体、秘密にしてある。こんな物のことを秘密にしたからといってどうにもならない気もするのだが、今のところ数少ない笑美を出し抜いている材料でもあるし、それに何しろ笑美のことなので、どんな『善意』で難なん癖くせがつくものか、用心してし過ぎることはないと思ったからだ。

　その結果が、目の前にある『これ』。

　神狩屋の書斎にあった本の一部は、昨日きのうさっそく親に見せて架か空くうの『郷土史研究会』の活動をしている証しよう拠ことして利用させてもらったが、いま蒼衣が手にしているこれは、とてもではないが親に見せるわけにはいかなかった。

　それどころか、こうして持っているだけでも怯おびえにも似た嫌いやな気分になるのだ。何しろこれにスクラップされているのは蒼衣のトラウマになった事件そのもので────またそれと同じくらい不ぶ気き味みで恐おそろしいのは、神狩屋がいつの間に、何の目的で、一体どれほど詳くわしく、この事件について調べていたのかということだった。

　────溝みぞ口ぐち葉は耶やの、行方ゆくえ不明事件。

　タイトルの書かれていない、このノートに切り抜きを貼はり付けただけの大おお雑ざつ把ぱなスクラップブックは、あの書しよ斎さいにあった同様の、どれもこれも倍以上に厚みが膨ふくれ上がっていた他ほかのノートに比べれば、明らかに小物だった。

　使われているページは半分ほど。しかし蒼あお衣いの感覚では、それは十分多かった。

　事件の当事者の一人である蒼衣の感覚では、たった一人の変わり者の少女がいなくなってしまったあの事件のスクラップとしては、異常に多く見えるというのが、偽いつわりのない正直な感想だった。

　大体、少しだけ開いてから恐きよう怖ふで閉じてしまったが、その時に見た葉耶の目もく撃げき情報を募つのるチラシのコピーは、事件当事者の蒼衣が憶おぼえのないものだった。

　トラウマとして事件の記き憶おくを無意識に封印してしまっていたくらいなので当然かもしれないが、今こうなってみて思い返してみると、蒼衣にとって葉耶の事件は二人だけのもので、それが世間でどう扱われたかについては全くといっていいほど記憶がなかった。

　報道、顚てん末まつ、その他、全く知らない。

　ひょっとすると当時、そういうものに対して意識を閉とざして、見ないようにしていたのかもしれない。

　どうだったのだろう？　じっ、とノートを見つめる。

　好こう奇き心しんではなかった。むしろ見るのは怖こわかったのだが、いま自分を脅おびやかしている自分の過去について、少しでも知らなければいけない、見なければいけないという使命感のようなものと言った方が正しい、そんな感じの思いがあった。

　どういうわけかひどく緊きん張ちようして、机に向かうという発想が浮かばなかった。

　蒼衣は本で膨らんだバッグの前に、ノートを手にしたまま、正座で座り込んでいる。

「……」

　もう日が落ちてしまった外から、夜にさしかかった住宅地の虚うつろな生活音。そんな音が聞こえるばかりの、部屋の蛍けい光こう灯とうの明かりの下で、蒼衣は緊張の面おも持もちで、ノートの表紙を開いて最初の一ページを見た。







　もしも白しら野の君がこのノートを見つけたなら、

　すぐに閉じること。

　絶対に読まないように。

　君の断だん章しように関わることです。


神か狩がり屋や。　　






　ページにはいきなり、そう万年筆の文字で書かれた紙切れが、セロハンテープで貼はり付けてあった。

「…………」

　完全に出で鼻ばなを挫くじかれる形になって、蒼あお衣いはその注意書きに、怯ひるむ。今の状況では、まるでこれが神か狩がり屋やの陰いん謀ぼうの一いつ環かんのように思ってしまいそうになるが、普通に考えればこれはもっと以前に書かれた注意書きで、蒼衣がうっかりこのノートを見つけてしまった時に自分のトラウマにまつわる事件について読んでしまうことで〈断だん章しよう〉に影響が出ることを用心して、警告を書いたものだろうと思われた。

　仮にこの時点で神狩屋が蒼衣を使った自殺を考えていたのだとしても、同じだ。

　神狩屋が目的を達するためには蒼衣を操そう作さする必要があるのだから、神狩屋が監かん督とくしていないところで蒼衣がこれを読むことは、神狩屋も望まないはずだ。

　だとすれば、今なら神狩屋の手のひらの上でない可能性は、かえって安心できる。

　そして雪ゆき乃のたちにこれの存在を知らせなかったことは、逆によかった気がした。もしもこれで〈断章〉が暴発して蒼衣が死んだとしても、近くに雪乃たちはいない。知らせていたら、蒼衣がこうして一人でこのノートを読むことは、許されなかっただろう。

　笑え美みがいるせいで皆みなに言えずに、ずっとこのことを考えていた。そして蒼衣の記き憶おくの中に、『事件』としての葉は耶や失しつ踪そうの記憶がないことに気がついた時、知らなければいけないと、そう思った。

　それにもしかすると、蒼衣について調べたこのノートの中に、神狩屋の自殺計画について、何か情報がある可能性だってあるのだ。

　そして、

　蒼衣は。

　葉耶の失踪から始まる、事件のスクラップを読み始めて、

「………………!!」

　読み終わった時、真まっ青さおな顔をして部屋を飛び出し、台所に駆かけ込んだ。

　そして夕食の準備をしていた母親の所に行くと、顔を強こわ張ばらせて、驚おどろいた顔をしている母親に訊たずねたのだった。




「母さん────葉耶ちゃんのこと、憶おぼえてる？」

「……憶えてるわよ。もちろん。仲良しだったのよね。お母さんの虐待で死んじゃったなんてニュースになって、びっくりしたっけ。でも急に何で？」




　…………………………

　………………







　　　　２




　ふと気がつくと、家の中に人の気配がなかった。




「………………」




　気配と、音がない。そのせいか見慣れているはずの自分の家の廊ろう下かが、何故なぜだかひどくよそよそしく、生活感のない書き割りか何かのように感じた。

　蒼あお衣いはそんな廊下を歩いて、自分の部屋に向かう。

　静か過ぎて何だか現実感がない。うっすらと違和感に包まれたような感覚のまま、蒼衣は廊下を、歩いて進んでゆく。




「………………」




　何だかおかしい。そんな感覚がずっとわだかまっている。

　家の中を歩いているはずなのに、霧きりの中を歩いているような感覚。

　いや、というよりも、五感にうっすらと霧がかかっているような、そんな感覚。

　寝不足のせいだろうか？　頭の端はしで思う。思いながら、ぼんやりと部屋へ向かって、のろのろと歩いてゆく。




「………………」




　自分の部屋の、ドアの前に立つ。

　相変わらず音はない。世界が、あまりにも静かだ。

　ドアノブを握にぎる。握った感覚もあまりない。

　五感が鈍にぶい。鈍いまま、ドアを開ける。




　自分の部屋の床ゆかは、真まっ赤かな血溜だまりになっていた。




　装そう飾しよくといえば壁にジグソーパズルの額がかかっているだけの、色彩に乏とぼしいぼんやりとした部屋には、不自然なほど鮮せん烈れつな色の赤が、床一面に広がっていた。

　何だかおかしい。

　おかしい。

　そして鮮せん烈れつに広がった、真まっ赤かな血の中には、もっと鮮烈に白く、中身のないワンピースと靴下が人の配置をしたまま浮かんでいた。




「………………」




　何だかおかしい。

　おかしい。

　赤い血の海の中に、葉は耶やの白いワンピースが、まるで着ていた人間が溶とけてしまったかのように、へたりと潰つぶれて横たわっている。

　何だかおかしい。

　何だかおかしい。




「………………」




　何だかおかしい。

　何だかおかしい。

　何だかおかしい。

　何だかおかしい。

　何だか……







「………………………………………………!!」







　びっしりと汗を浮かべて、目を覚ました。

　勉強机づくえの椅い子すに座すわったまま、いつの間にか意識が途と切ぎれていて、いつの間にか悪夢を見ていて、椅子に座すわったまま目を覚ました。

「う……」

　目の前には、スクラップで膨ふくらんだノートの表紙。

　蛍けい光こう灯とうの明かり。静かな部屋に入って来る、カーテンの外からの遠い車の音と、深夜の住宅街の、息いき遣づかいにも似た人の音。

「……」

　蒼あお衣いは、その中で何度か荒い呼吸をして、心臓が落ち着くのを待つ。

　そしてその後で背後の床ゆかにゆっくりと目を向けて、何もないのを確かく認にんして、ひとつ安あん堵どの溜ため息いきをついた。

　夢であったことへの安あん堵どと、夢の中だけであったことへの安堵。蒼あお衣いは額に浮いた汗あせを手のひらで拭ぬぐって、ぎ、と椅い子すの背もたれに寄りかかり、目を閉じて天てん井じようを仰あおいで、大きく長く、胸の底から息を吐はいた。

　だが。

「う………………」

　すぐに胸の中の安堵は揮発するように消えてなくなって、代わりに元の重苦しい悩みが、圧迫するように広がった。

　思い出したのだ。うっかり眠ねむって悪夢を見たその直前まで、自分が何をしていたのか。

　蒼衣はずっと、悩み、考えていたのだ。




　────どういうことだ？




　蒼衣はさっき見た悪夢の原因にもなった、机つくえの上のスクラップブックの表紙を、居い眠ねむりする前と同じように見つめて、そしてそのまま同じ悩みのループに引き戻されて、再び思考の沼にずるずると沈しずんでいった。

　疑問はただ一つ。




　────葉耶ちゃんが虐待で死んだって、どういうこと？




　ただ一つ、それだった。

　神か狩がり屋やがいつの間にか、どうやってか集めていた、このスクラップ。それには蒼衣がほとんど憶おぼえていない溝みぞ口ぐち葉耶行方ゆくえ不明の顚てん末まつが、地方紙の失しつ踪そう記事が載のった最初から終結まで、詳しよう細さいに収集されていたのだ。

　葉耶はある日、行方不明となって。

　家族から捜そう索さく願ねがいが出され。情報提供が求められ。

　そして────数日後、死体が自宅の庭から見つかった。

　葉耶は虐ぎやく待たいがエスカレートした母親に、口答えにかっとなった拍ひよう子しに手で強く首を絞しめられ、ぐったりとなったところを放置されて死亡し、庭の倉庫の下に埋うめられた後、何食わぬ顔をした母親によって捜索願が出されたのだった。

　それが、スクラップブックにあった葉耶行方不明の顚末だ。

　死体が見つかってから幾いく分ぶん大きな事件となり、週刊誌などが加わって、その後のスクラップの量が爆ばく発はつ的てきに増えたが、それは蒼衣にとって大きな意味はなかった。

　問題なのは、葉耶が虐待によって殺されて、死体が見つかったという事実。

　それは、蒼あお衣いが持っているトラウマの記き憶おくと、盛大に矛む盾じゆんするのだ。




　そう、葉は耶やは蒼衣が殺したのだから。




　溝みぞ口ぐち葉耶は、蒼衣が拒きよ絶ぜつしてしまったせいで〈泡ほう禍か〉に喰くわれ、なりたかった『何か』はおろか何者にもなることができずに、あの『王国』のあった場所で出で鱈たら目めに変形して溶とけ崩くずれて死に、死体も残らなかったはずなのだ。

　蒼衣は雪ゆき乃のと出会い、〈ロッジ〉と出会って、〈断だん章しよう〉の目覚めと共にその記き憶おくを思い出したのだ。そして今、その記憶の証しよう拠ことして〈断章〉をその身に宿し、〈断章〉に浸しん食しよくされて、こうして苦しんでいるのだ。

　どういうことだ？

　蒼衣は汗あせばんだ額に手をやって、必死で考える。

　この記憶は間違ってる？　確かにこうして改めて確認されると、考えれば考えるほど、だんだんと自信がなくなってくる。

　だがそれは、今こうしている蒼衣の存在と人格の、全すべてを覆くつがえすものだ。いま蒼衣の中には、混乱と自信のなさと、疑問と探求心と、それから不安と恐きよう怖ふが、ぐるぐると頭の中でどす黒く渦うず巻まいていたのだった。




　────これは、自分は、一体？




　本気で、蒼衣は自問する。

　本来ならとても信じられないが、目の前のスクラップブックに貼はられた大量の記事が、全すべて偽にせ物ものだなどとは、とても思えなかった。

　記事という、絶望的なまでに客観的な現実。

　少しでも自分の記憶の正しさを補強しようと、蒼衣は必死で記事にあったようなことが記憶にないか思い出そうとしたが、蒼衣が思い出せる葉耶のことは、ひたすらたった二人だけの世界以外になかった。




　あの、『王国』。




「…………………………」

　不安と混乱に頭と胸の中をかき回されて、喘あえぐように息をしながら、蒼衣は思った。

　この矛む盾じゆんの真相を、知らなければならないと。

　自分の記憶を。

　自分の根こん拠きよを。

　この異常を知ることへの不安や、知ったせいで何か恐おそろしいことが起こるのではないかという不安も頭の中を巡めぐってはいたが、しかしそれ以上に自分の記き憶おくと存在がでたらめではないかという不安が蒼あお衣いの中では大きく────それを無視して抱かかえたまま、心安らかでいることなど蒼衣にはできなかったのだ。




　ぞっ、




　とその瞬しゆん間かん、背中が気配を感じた。

「っ!!」

　がば、と蒼衣は弾はじかれたように顔を上げ、身を捻ひねって、背後を見た。

　振り返った部屋の中には、何もいなかった。

　振り返った瞬しゆん間かん、一いつ瞬しゆんだけ視界の端はしにちらと白いものが見えた気がしたが、それから部屋をいくら見回しても、ただ部屋の中央の空からっぽの空間の中に、異い様ような静せい寂じやくがわだかまっているだけだった。

「…………………………！」

　蒼衣は荒い呼吸をしながら、しばらくじっと、部屋の中を見つめていた。

　そして何もないことを、もう何も起こらないことを執しつ拗ように確認した後、ようやく机つくえを向いて椅い子すに座り直し、机の上に腕うでを置いた。

　だが脱だつ力りよくした腕は、置いたというよりも投げ出したようになり、うっかり机の上のものを乱暴に薙なぎ払はらった。借り物の本とノートがばさばさと音を立てて床ゆかに落ち、慌あわてて蒼衣は椅子を立ち上がり、床に散らばった神か狩がり屋やの本とノートを、机の上へと拾ひろい上げた。

　そしてその中の、例のスクラップブックを手にした時。

「……うん？」

　床に落ちたせいで、表紙とページが折れ曲がってしまったノートを慌あわてて元に戻そうとしていると、ふと今まで見ていなかった中ちゆう途と半はん端ぱなページの隅すみに、小さく何かの書き込みがしてあるのが目に入った。

　めくって見る。神狩屋の字だ。

　万年筆の文字。それはたった三文字、走り書きでこう書いてあった。




『白しら雪ゆき姫ひめ』




　ただ、それだけ。

　どういうことかと思いながらもう一度ノートを開いて、全すべてのページをめくってみたが、あるのはやはりスクラップばかりで他ほかに書き込みは見当たらなかった。

　どういうことだ？　葉は耶やの事件に、何か関係が？

　蒼あお衣いは呆ぼう然ぜんと考えるが、納なつ得とくのいくような答えが出るわけでもなく、ただ重い沈ちん黙もくが、部屋に降りるばかりだった。




「…………………………」







　　　　３




　　　『雪ゆき白しろ姫ひめ』




　昔々、冬のさなかのこと。雪がふわふわと、空から降っていました。

　そのとき、ある国のおきさきが、黒こく檀たんの窓ぎわに腰こしをおろして針仕事をしていました。

　ところが縫ぬい物をしながら雪を見上げたとたん、ちくりと指を針でついて、ぽたぽたと血が三滴てき、雪の中に落ちました。その白い雪に落ちた赤い色が、とても美しかったので、おきさきは「この雪のように白くて、血のように赤くて、窓枠わくの黒檀のように黒い子供があったなら、さぞ嬉うれしいことでしょう」と思いました。

　その後、まもなく、おきさきは女の子をもうけました。その女の子は雪のように白く、血のように赤く、それから黒檀のように黒い髪かみの毛だったので、「雪白姫」と名前がつけられました。そしてこの子供が生まれると、おきさきさまはお亡なくなりになってしまいました。

　一年がたって、王さまは新しいおきさきをめとりました。それは美しい女でしたが高こう慢まんで、美しさで人に負けることが我が慢まんならない質たちでした。おきさきは不思議な鏡をもっていて、その前に立ってじぶんの姿を映すたび、




「鏡や、壁の鏡や。

　国じゅうで一番のきりょうよしはだあれ？」




　とたずねます。すると鏡は、




「それはおきさきさま。

　おきさきさまこそ、この国で一番のきりょうよし」




　とこたえます。それを聞くとおきさきは安心するのでした。鏡は本当のことを言うのです。

　さて、雪ゆき白しろ姫ひめは大きくなっていきましたが、それにつれてどんどん美しくなり、七つになるころには晴れの日のように美しく、おきさきよりも美しくなりました。ある日、おきさきが鏡に向かって、




「鏡や、壁の鏡や。

　国じゅうで一番のきりょうよしはだあれ？」




　とたずねると、鏡は、




「ここではおきさきさまが一番のきりょうよし。

　けれども雪白姫はおきさきさまの千倍も美しい」




　とこたえました。

　これを聞くとおきさきは驚いて、ねたましさのあまりに真まっ青さおになりました。このときからおきさきは、雪白姫を見るたびに心の臓があばれるほどこの女の子が憎にくくなりました。妬ねたみは日に日に草のように伸のびて、おきさきは昼も夜も落ち着かなくなりました。そしておきさきは狩人かりうどを呼び出して、

「あの子を森の中に連れ出しなさい。そして二度とわたしの目に入らないように、あの子を殺して、肺と肝きもを証しよう拠こに持って帰りなさい」

　と命令しました。

　狩人はしたがって、雪白姫を森に連れ出しました。そして狩人がナイフをぬいて、罪のない雪白姫の心の臓を突つこうとすると、雪白姫は泣き出して、

「命だけは助けてください。森の中に行って、二度と戻ってはこないから」

　と言いました。雪白姫はそれは美しかったので、狩人もかわいそうになりました。

　そして「すぐに獣けものに食べられてしまうだろうなあ」と思いながら逃がしてあげましたが、ともかくじぶんで殺さなくて済んだので、ほっとしました。そこに折おり良よく猪いのししの子供が飛び出してきたので、それを刺さし殺して肺と肝をえぐり出しておきさきへの証しよう拠こにしました。命令されたお料理番がそれを塩づけにすると、悪魔のようなおきさきはそれをたいらげて、雪白姫の肺と肝を食べたのだと思い込んでいました。

　かわいそうな雪白姫は、森の中でひとりぼっちになりました。こわくて駆かけ出して、とがった石やいばらの藪やぶを抜けました。いろいろな森の獣が通りましたけど、雪白姫には何も害を加えません。そうやって日が暮くれそうになった頃、ちょうど小さな家を見つけました。そして休ませてもらおうと思って、家の中に入りました。

　家の中のものは何もかも小さかったですが、とても立派できれいでした。部屋には白い布をかけた食卓に、小さなお皿が七つ乗っていて、小さなスプーンと、小さなフォーク、小さなナイフ、それから小さなコップが七つずつありました。壁ぎわには小さな七つのベッドがありました。そして真っ白なシーツがかかっていました。

　雪ゆき白しろ姫ひめは、おなかはぺこぺこ、のどはからからだったので、それぞれのお皿から少しずつ野菜とパンを食べて、それぞれのコップから少しずつぶどう酒を飲みました。そしてくたくたに疲れていたので、小さなベッドに寝転がってみたのですが、どれも短かったり長かったりで体に合いません。それでも七つめのベッドはちょうどよかったので、そのベッドの上で、すやすやと眠ねむってしまいました。

　真っ暗になって、この家のあるじたちが帰ってきました。それは鉱山で仕事をしている七人のツヴェルクという小こ人びとたちでした。小人たちはそれぞれ小さなランプを灯ともしました。そして家の中が明るくなると、家の中は小人たちが出かけた時のようにきちんとはしていなかったので、だれか入ったものがあると気がつきました。

　一人めが、「誰だい？　おいらの椅い子すに座ったのは」と言いました。

　二人めが、「誰だい？　おいらの皿から食べたのは」と言いました。

　三人めが、「誰だい？　おいらのパンを取ったのは」と言いました。

　四人めが、「誰だい？　おいらの野菜を食べたのは」と言いました。

　五人めが、「誰だい？　おいらのフォークで刺さしたのは」と言いました。

　六人めが、「誰だい？　おいらのナイフで切ったのは」と言いました。

　七人めが、「誰だい？　おいらのコップで飲んだのは」と言いました。

　それから一番めが部屋を見回すと、じぶんのベッドにくぼみがあるのを見つけました。

「誰だい？　おいらの寝ね床どこに入ったのは」

　と言うのを聞いて、ほかのみんなも集まってきました。そして、

「おいらの寝床にも、誰か寝たぞ」

　と騒さわぎはじめました。

　七人めがじぶんのベッドを見ると、雪白姫がすやすやと寝ていました。七人めがほかの仲間を呼んだので、小人たちは不思議がってがやがやと騒ぎながら集まって、じぶんたちの小さなランプで雪白姫を照らしました。

「こりゃ驚いた！　こりゃたまげた！　なんてえ綺き麗れいな子供だろう！」

　そう言って、みんな嬉うれしくなって、女の子を起こさずに寝かせておくことにしました。おかげで七人めの小人はほかの仲間のベッドにそれぞれ一時間ずつ入れてもらっているうちに、朝になりました。

　朝になって、雪白姫は目を覚ましました。雪白姫は七人の小人をみてびっくりしましたが、みんな親切で、

「おまえはなんという名前なんだい？」

　と雪ゆき白しろ姫ひめにたずねました。

「わたしは、雪白といいます」

「どうして、おいらたちの家に来たんだい？」

　雪白姫は、じぶんが継まま母ははに殺されそうになったことや、狩人かりうどに助けてもらったこと、それから一日じゅう走り回って、このかわいらしい家を見つけたのだということを話しました。

　小こ人びとたちは、

「それじゃ、おまえがおいらたちの家のめんどうをみて、料理や掃そう除じや洗せん濯たくや針仕事をして、家をきれいにしておいてくれるなら、ずっといてもいい。不自由はさせないよ」

　と言いました。

「やります」

　雪白姫はそう言って、小人たちの家に住むことにしました。

　小人たちは毎日朝になると鉱山に入って、日が暮れると戻ってきます。それまで雪白姫は家をきれいにして、食事の用意をしておくのです。

　雪白姫は一日じゅう一人でいたので、小人たちは、

「継まま母ははに気をつけるんだよ。おまえがここにいることはじきに知れるだろうから、誰も家に入れるんじゃないよ」

　と言い聞かせておきました。

　そのおきさきは、雪白姫の肺と肝きもを食べたと思い込んでいたので、自分はまた一番の美しい女だと考えて、鏡の前に立って、




「鏡や、壁の鏡や。

　国じゅうで一番のきりょうよしはだあれ？」




　とたずねました。すると鏡は、




「ここではおきさきさまが一番のきりょうよし。

　けれども山の向こうのその向こうの、

　七人の小人の家にいる雪白姫は、おきさきさまの千倍も美しい」




　とこたえました。

　それを聞いたおきさきは驚きました。鏡は本当でないことを言わないと知っているので、狩人にたばかられたことと、それから雪白姫がまだ生きていることを知ったのです。おきさきはどうやって雪白姫の命を取ろうか、考えに考えました。じぶんが一番の美人でない限りは、心が休まりません。

　やがておきさきは、自分の顔に絵の具を塗って、小物売りのばあさんに化けました。そして誰にも見破られないその姿で山を七つもこえて、七人の小こ人びとの家に行くと、トントンと戸を叩たたきました。

「きれいな小物はいらんかね？」

　雪ゆき白しろ姫ひめは窓からのぞいて言いました。

「どんなものを売っているの？」

「上等な品物、綺き麗れいな品物さ。たとえばこの、色とりどりの胸ひも」

　ばあさんは、五色の絹きぬ糸いとで編んだひもを出して見せました。

　雪白姫は、こんな人の良さそうなおばあさんなら家に入れてもかまわないだろうと思って、戸の鍵かぎを外して、その綺麗な胸ひもを買いました。

「まあかわいいお嬢じようちゃんだこと。ばあちゃんが綺麗にむすんであげようかね」

　ばあさんが言うと、雪白姫は人を疑う心を知りませんから、ばあさんの前に立って新しい胸ひもを締しめてもらいました。するとばあさんは、ひもをすばやく力いっぱい締めたので、雪白姫は息が止まって、死んだように倒れてしまいました。

「これでわたしは、また元通り国一番の美人だ」

　そう言って、ばあさんは家を出て行きました。

　それからまもなく日が暮れて、七人の小人が帰ってきましたが、雪白姫が倒れているのを見てびっくりしました。死んだようになっている雪白姫をみんなで抱かかえ上げてみると、胸がひどく強く締しめ上げられていることに気がついて、胸ひもを切りました。そうすると雪白姫は息をしはじめ、だんだん良くなって生き返りました。小人たちは留る守す中のことを聞くと、

「そのばあさんは神を恐おそれぬおきさきにちがいない。おいらたちの留守中は気をつけて、どんな人間でも中に入れるんじゃないよ」

　と言いました。

　悪魔のようなおきさきは、帰ってから鏡の前に立ちました。そして、




「鏡や、壁の鏡や。

　国じゅうで一番のきりょうよしはだあれ？」




　とたずねました。すると前と同じように鏡は、




「ここではおきさきさまが一番のきりょうよし。

　けれども山の向こうのその向こうの、

　七人の小人の家にいる雪白姫は、おきさきさまの千倍も美しい」




　とこたえました。これをきいたおきさきは、からだじゅうの血が心の臓に流れ込んだように思いました。雪ゆき白しろ姫ひめが生き返ったことが分かったのです。

　必ずや雪白姫の命を奪うばう方法を考えずにおくものかと、おきさきは魔ま術じゆつで毒の櫛くしをこしらえました。そして先のばあさんとは別のばあさんの姿になって、山を七つ越えて、七人の小こ人びとの家に行って戸をトントンと叩たたきました。

「上等な品物はいらんかえ？」

　雪白姫は外をのぞきました。

「お帰り下さい。誰も家には入れられないの」

「でも見るだけならいいでしょう？」

　ばあさんは言いながら、あの毒の櫛を取り出して見せました。そうすると、まだ子供の雪白姫は櫛が欲しくなって、戸を開けてしまいました。そして買うことがきまると、ばあさんは言いました。

「じゃあ、このばあさんが綺き麗れいに髪かみの毛をすいてあげましょう」

　かわいそうな雪白姫はなにも疑うたがわず、ばあさんの言う通りにしましたが、ばあさんが髪かみに櫛を刺さしたとたんに、あっというまに毒が回って倒れてしまいました。

「さあ、こんどこそおしまいだね」

　悪者はそう言って、家を出ていきました。しかし幸運にもまもなく日が暮れて、七人の小人が帰ってきました。小人たちは雪白姫が倒れているのを見てあちこち調べると、毒の櫛がありました。それを抜き取ると雪白姫はたちまち息を吹き返し、皆に留る守す中ちゆうのことを話したので、小人たちはよく気をつけるようにと、どんな人も中に入れてはいけないと、雪白姫に言い聞かせました。

　おきさきはお城に帰り、鏡の前に立って、




「鏡や、壁の鏡や。

　国じゅうで一番のきりょうよしはだあれ？」




　とたずねました。すると前と同じように鏡は、




「ここではおきさきさまが一番のきりょうよし。

　けれども山の向こうのその向こうの、

　七人の小人の家にいる雪白姫は、おきさきさまの千倍も美しい」




　とこたえました。おきさきは怒いかりのあまり、ぶるぶると震ふるえました。

　雪白め、何をやってでも殺してやる、こちらの命がなくなろうがかまうものかと、おきさきは誰もしらない秘密の離はなれに行き、猛もう毒どくの林檎りんごを作りました。それはきれいで、真っ白な地じをしていて頰ほおが赤く色づいて、見れば誰でも食べたくなるのですが、ひとかけらでも食べれば、まちがいなしに死にいたるものでした。

　毒林檎ができると、おきさきは百ひやく姓しようのおかみさんの姿になって、山を七つ越えて七人の小こ人びとの家に行き、戸をトントンと叩たたきました。雪ゆき白しろ姫ひめは窓から、

「どんな人でも家には入れられないの。七人の小人に言われてるから」

　と言いました。

「ああ、かまわないよ」

　おかみさんは言いました。

「持ってる林檎をぜんぶ片付けちまうつもりでね、ほら、お嬢じようちゃんにも一個あげるよ」

「もらえないわ」

「毒でも入ってると思うのかい？　じゃあこの林檎を半分に切って、この白いほうをおばさんが食べよう。お嬢ちゃんは赤い方を食べるといいよ」

　この林檎にはうまく細さい工くがしてあって、赤い方だけに毒があるのでした。おかみさんが半分を食べるのを見ると、雪白姫はこのみごとな林檎を食べたくなって、窓から手を出して、その半分の林檎を受け取りました。しかしそれを雪白姫がひとくち食べると、そのとたん、お姫さまは息が絶えて、倒れてしまいました。

　それを見ていたおきさきは、笑い出しました。

「こんどこそ小こ人びとだって、おまえの目を覚まさせることはできないだろうね」

　そしてお城に帰って、




「鏡や、壁の鏡や。

　国じゅうで一番のきりょうよしはだあれ？」




　と鏡にたずねました。すると鏡はやっと、




「それはおきさきさま。

　おきさきさまこそ、この国で一番のきりょうよし」




　とこたえました。これを聞いて、おきさきはやっと、心が落ち着きました。

　小人たちは日が暮れてから帰ってきて、雪白姫が倒れているのを見つけました。お姫さまは息をしていません。死んでいました。小人たちは雪白姫の体に何か毒のあるものがないか探したり、胸ひもを解いたり、からだを水やぶどう酒で洗ったりしましたが、どうにもなりませんでした。雪白姫は死んだままでした。

　雪ゆき白しろ姫ひめを棺ひつぎの台の上に寝かせて、七人はそのそばで悲しみました。泣いて泣いて、三日も泣いて、それから埋まい葬そうしようとしましたが、お姫さまの姿は頰ほおにも赤味があって、生きているかのようでした。

　これはとても埋うめられない、と小こ人びとたちは、透とう明めいなガラスの棺を作らせて、その中に雪白姫を寝かせました。そして金文字で棺に名前とお姫さまであることを書いて、棺を山の上に据すえて、一人ずつ棺の番をしました。森の動物も雪白姫の身の上を悲しんで、さいしょに梟ふくろう、つぎに鴉からす、さいごに小こ鳩ばとがやってきました。

　雪白姫はこうして長いあいだ棺の中に横たわっていましたが、ずっと雪のように白く、血のように赤く、黒こく檀たんのように黒いままで、眠ねむっているかのようでした。

　あるとき、どこかの国の王おう子じが森に迷い込んで、小人たちの家に泊めてもらおうとやって来ました。王おう子じは山の上で、棺と、その中の美しい雪白姫に目をとめ、金文字で書かれていることを読んで、小人たちに言いました。

「この棺を売ってください。いくらでもお金は出しましょう」

　小人たちは言いました。

「この棺は、世界中の金貨をもらったってあげられないよ」

　それを聞いた王子は、

「それなら、このひつぎをわたしに下さい。わたしはもう雪白姫を見ずには生きていられません。わたしはお姫さまを、いちばん大切な宝物として、このうえなく大切にしましょう」

　と言いました。

　心のやさしい小人たちは、王子の気持ちを思って棺をあげました。王子はけらいたちに棺をかついで運ばせましたが、運命とは不思議なものです。けらいが背の低い木につまづいて棺がゆれたとたん、雪白姫の喉のどから食べた林檎が飛び出して、まもなく雪白姫は目を開けて生き返ったのでした。

「まあ、ここはどこ？」

　と雪白姫は言いました。王子は嬉うれしくて、

「あなたは、わたしのそばにいるのです」

　とこたえました。そして、今までのことを話してきかせ、

「わたしは、あなたを世界一の宝物よりも大切にしましょう。わたしの父の城にきてください。わたしと結けつ婚こんしましょう」

　と言いました。

　それを聞いた雪白姫も、王子のことをいとしく思って、王子といっしょに行きました。そしてふたりの婚こん礼れいが、それはそれは立派にととのえられました。

　しかしこのお祝いには、あの大悪党のおきさきも招まねかれていました。おきさきはお祝いに出かけるために立派なドレスを着てから、あの鏡の前に立って、




「鏡や、壁の鏡や。

　国じゅうで一番のきりょうよしはだあれ？」




　とたずねました。すると鏡は、




「ここではおきさきさまが一番のきりょうよし。

　けれども、あたらしいおきさきさまは、おきさきさまの千倍も美しい」




　とこたえました。

　これをきくと悪あく魔まのようなおきさきは、悔くやしさのあまりにわけがわからなくなりました。婚こん礼れいの席に行かないでおこうかとも思いましたが、やはり見ないでは落ち着きません。

　そうしてお城に出かけてみると、あたらしいおきさきは雪ゆき白しろ姫ひめでした。驚いたのと恐おそろしいのとで動けなくなったおきさきの前には、炭火で焼かれた鉄の上うわ履ばきが、火ひ箸ばしではさんで持ってこられました。おきさきは、その真まっ赤かに焼けた靴くつを無む理り矢や理りにはかされました。そして踊おどって踊って踊るうちに、とうとう命が尽つきて倒れてしまいました。




　………………




　　　　†




　一夜経たった、昼下がり。




「ここがそうなの？」

「多分……」




　蒼あお衣いと雪ゆき乃のは、そんなことを言いながら、蒼衣の住む町の一角にいた。

　頭上は曇り空。しかし空気は湿しめっぽく、温度も高い。まれに雲の切れ目から日が射すたびにうんざりする、そんな天気の下、制服姿の二人が並んで立っている。

　二人の目の前にあるのは、年季が入って表面がぼろぼろのブロック塀べい。

　それからペンキが剝はげて錆さびに覆おおわれた、入口の鉄てつ柵さく。

　鉄柵の隙すき間まから見えるのは、風化して罅ひび割われ、その隙間から草が生はえた狭せまい敷地。そして入口から見て横向きに建っている、錆さびたトタン壁で囲んだ箱のような、どこかの町工場のものと思われる、やたらと大きな倉庫だった。

「うん、ここだ。変わってないと思う」

　蒼あお衣いはしばらく鉄てつ柵さくの間から中を見て、言った。

「周りが変わっちゃったから、印象が違って、自信なかったけど」

「そう」

　雪ゆき乃のは蒼衣の言葉に気のない返事をしながら、人ひと気けのない道を慎しん重ちように見張っている。

　蒼衣の家がある住宅地から大きな国道を跨またいだ先にある、古いオフィスや工場や倉庫などの敷地が目立つ人通りの閑かん散さんとした地域。両隣どなりにあった建物と空あき地が、それぞれ別の建物になってしまったために印象が違ったが、ここは確かに、あの倉庫だった。

　そう、ここが────葉は耶やと蒼衣の、『王国』だった。

　幼い頃の葉耶と蒼衣が、忍しのび込んで遊んだ倉庫。

　その頃はこの辺あたりにはもう少し空き地が多く、危険だからと禁止されながら、近きん辺ぺんの子供たちはみんなこの辺りで遊んでいた。その中でも葉耶が見つけた、特別の秘密の遊び場。

　蒼衣は今日きよう『神か狩がり屋や』で雪ゆき乃のに全すべてを話し、この場所を調べるために、わざわざここまでやって来たのだった。

　雪乃に同行を頼んだ時、蒼衣は正直断られたり怒おこられたりすることも覚かく悟ごしていた。

　しかし雪乃は話を聞くと、すぐさま「わかったわ。付き合ってあげる」と答えて、あっさりと丸テーブルの席から立ち上がった。そうして少しだけ道に迷って、ここに辿たどり着いた。蒼衣は葉耶の事件があったあの時から、この倉庫はおろか、国道を跨いだこの地区にさえ、一度として足を踏ふみ入れなかったのだ。

　おそらくは、ほとんど無意識のうちに。

　おかげで蒼衣がこの場所に立つのは、六年ぶりか七年ぶりか、大体そのくらいになる。

　下手へたをすると、倉庫自体がなくなっている可能性さえあっただろう。それにまだ残っていたとしても人が使っているのだから、普通に考えて、六年前に忍しのび込んだ子供のものなど何も見つかるわけもない。

　別に蒼衣も、そんなものがあるとは思っていない。

　蒼衣はここに、『自分の記き憶おく』を探しに来たのだ。

　蒼衣のトラウマの根源である、葉耶の最後の現場。それをもう一度この目で見ることで、スクラップブックにあった事件記事とのどうしようもない矛む盾じゆんを埋うめる何かを思い出せないかと、それを期待してここまでやって来たのだ。

　だが、いざ倉庫の敷地を覗のぞき込んだ蒼衣は、思わず口にした。

「なんか……中は昔のままな気がするなあ……」

　隣に新しい倉庫が建ち、敷地の境に木を植えたりされていたので一見の印象は変わっていたが、中だけを覗のぞき込むと、その様子はほとんど変わっていないように見えた。

　だが蒼衣のその感想の言葉は、正確ではない。

　蒼あお衣いは首を捻ひねっていた。蒼衣の言った『当時のまま』とは、今の見た目が当時のまま変わっていないと言っているのではなく、まるで蒼衣が忍び込んでいた当時のままこの倉庫が放置されていて、誰も入らず手をつけずの状態でこれまでの年月が過ぎたような、そんな風に見えたのだった。

　ブロック塀べいの風化は進み、鉄てつ柵さくの錆さびも増えている。

　敷地内を舗ほ装そうした地面のコンクリートは当時から罅ひび割われて草が生えていたが、その背せ丈たけも密度も罅の大きさも順当に増えていて、まるであれから誰もこの倉庫の手入れをしていないように見えるのだ。

　そしてその疑惑は、鉄柵の鍵かぎを調べてますます強くなった。鉄柵は昔から鎖くさりと南なん京きん錠じようがかけられて開かないようにされていたが、鎖は錆で真っ黒に固まっていて、鍵を動かそうとしてもびくともしないほどに一体化してしまっていたのだ。

　見れば砂と錆で、鍵穴も隙すき間まも埋うまってしまっている。

　一年や二年程度の放置では、多分だが、ここまでにはならない。

「…………」

　これが異常なのか僥ぎよう倖こうなのか判断がつかず、蒼衣はしばらく躊ちゆう躇ちよして、鉄柵に手をやったまま立ち尽つくした。中からは砂すな埃ぼこりと草の匂におい。この砂埃の匂いは子供の頃と、それからいま見ている悪夢を思い出すものだ。

「……で、どうするの？」

　そうしていると、雪乃が蒼衣の背中に訊たずねた。

「あ……うん。入れるなら入ろうと思うけど……どうだろう」

「早めにね」

　雪乃が見張る中、蒼衣は気を取り直して鉄柵を摑つかみ、開こうとする。

　この柵は昔、開けようとすると伸のびた鎖くさりの分だけ隙すき間まができたのだ。蒼衣たちは、その隙間から敷地に入って、倉庫の壁にあるかなり大きなトタンの破れ目から、建物の中に侵入していたのだ。

「せーの……」

　蒼衣は力を入れて、子供の頃にそうしたように、全身で力の限りに鉄柵を横に引いた。

「……んっ！」

　するとその瞬しゆん間かん、ばきん、と物が壊こわれる音がして、固まっていた鎖が錆を飛び散らせながら伸びて、ぴんと張り詰めた。

　そしてその直後────鎖をブロック塀に留めていたＬ字の鉄板が、ぽっきりと折れた。その拍ひよう子しに重い鉄柵は、砂で埋うまったレールに沿ってガリガリと半ばほどまで開き、折れた金具を先せん端たんにつけた鎖が鉄柵にぶら下がって、じゃりんと音を立てて砂埃にまみれたコンクリートの地面をしたたかに叩たたいた。

　開いて、がくん、と止まる鉄てつ柵さく。

「あ……わ……！」

　思ってもみなかった事態に、蒼あお衣いは体勢を崩くずして、慌あわててたたらを踏ふんだ。

　壊こわしてしまったことと、思いのほか大きな音が立ってしまったことに、蒼衣は立ち竦すくむ。だがその途と端たん、雪ゆき乃のが間かん髪はつ入いれずに蒼衣の手を摑つかんで中に引っ張り込み、鉄柵を閉めてから、塀へいの陰に蒼衣を引きずり込んだ。

「……！」

「ぼさっとしてたら、誰かに見つかるわ」

　雪乃は兵士か何かのような冷静さで周囲を窺うかがいながら、言った。

「う、うん……」

「中に入るんでしょう？　どこから？」

「えーと……昔のままなら、こっちに……」

　蒼衣は動どう揺ようしながら周りを窺い、やはり放置の形けい跡せきがある南なん京きん錠じようのかかった大きな扉とびらが聳そびえる、倉庫の正面に向かう。

　そして正面側の壁に立てかけてある、壁と同じ材質のトタン板を、引っ張ってずらした。錆さびでざらざらになり、地面に接している部分が砂と風雨で固まった、子供の背せ丈たけより大きいトタン板は、記き憶おくよりもずいぶんと重かった。

　そうして、ずりずりという音と共に横にずらされた、トタン板の下には。




「あ……」




　雨水が垂たれた形に赤あか錆さびが浮いて蜘蛛くもの巣が張り、不ぶ気き味みさを増した壁の破れ目が、ぽっかりと口を開けていた。

　それを前に、立ち竦すくんだようになる蒼衣。

　頭では色々と分かっているし、覚かく悟ごもして来たつもりだった。だがいざこの光景を前にしてしまうと、心の中に冷たいものを流し込まれたようになって、破れ目を見つめたまま、目も離はなせずに立ち尽つくしてしまった。

　これが、『王国』の入口だ。

　かつて一人の女王と一人の国民がいた、今はもうない、滅びた『王国』の入口だ。

　そこに数年ぶりに戻って来た、最後の国民が蒼衣。女王を殺し、国を滅ぼして逃亡した最初で最後の国民が、いまこうして、戻って来る羽は目めになったのだ。

「……白しら野の君」

　また動かなくなった蒼衣を、雪乃が冷たい声で促うながす。

「う、うん……わかってる」

　大型車か何かで引っかけてもぎ取ってしまったらしい、大きな破れ目は、かがんだ大人おとなが易やす々やすと通れるほどのもので、蒼衣は頭を下げて覗のぞき込む。

　倉庫の天てん井じようが半透とう明めいの材質なので、中は外を数段薄うす暗ぐらくした光量。今は曇っているので、覗き込んだ中の様子は日中にカーテンを閉め切った部屋くらいで、中に積み上げられた物品の形が影のようになって窺うかがえた。

「…………」

　それを見て、喉のどの奥で空気を吞のみ込んだ。

　理り屈くつではない、得体の知れない怯おびえが、目に映った暗い景色けしきから染しみ込んで来るように、黒く胸の中に広がって、だんだんと息苦しくなってきた。

「行けそう？」

　途と端たん、背後からの、雪乃の声。

「危険そうなら無理する必要はないわ。今である必要はないものだし、意味もなく〈断だん章しよう〉を刺激するのも考えものだしね」

　淡たん々たんと意見する雪乃。だがその言葉で蒼衣は何とか、覚かく悟ごを決めた。

「いや、だったら……やっぱり今いかなきゃ」

「そう？」

「昨日きのうからずっとこのことを考えてたんだ。こんな気になることを放っといたら、もっと危ない気がするんだ」

「…………そうね」

　少し考えて、雪乃も同意した。

　実際、あのスクラップブックを読んでから、蒼衣の頭はこのことで一杯だった。〈断章〉を落ち着かせるためには当然できるだけ考えないようにするべきで、この疑問を抱かかえたまま放置することは、蒼衣の〈断章〉に悪影響なのは明らかだった。

「それに、せっかく雪乃さんが来てくれてるんだし」

　そして蒼衣は、無理をして軽口を叩たたく。

　だが雪乃は、それに対して意外にも頷うなずいた。

「そうね」

「え？」

　自分で言っておいて、驚おどろく蒼衣。だが雪乃は平然と、思わず振り返った蒼衣を見下ろして、にこりともせずに言った。

「もし白しら野の君が自分の過去に触ふれたせいで狂ったら、殺してあげる人が必要だものね」

「……」

　蒼衣はそれを聞くと、溜ため息いき混まじりに笑い、そして心が決まった。

　あまり奥を見ないように下を向いたまま、血を流したように赤あか錆さびに装飾された『入口』を、砂すな埃ぼこりでざらざらとしたコンクリートの床ゆかに軽く手を突つきつつ、ゆっくりとくぐる。

　入るや否や、強くなる乾かわいた埃の匂におい。

　そして弱いながらも太陽光に炙あぶられた倉庫の、温度の高い空気の中で、蒼あお衣いは立ち上がって、顔を上げて周りを見回した。







「…………………………」







　高い天てん井じように、澱よどんだ空気が満ちていた。

　周り中にうず高く積まれた、おそらくは建材と工作機械が埃を被かぶっている大きな倉庫の中は、埃っぽい熱された空気と、それから薄うす暗くらがりが、閉じられた空間に満ちて、しいん、と静かに澱んでいた。

　波打った半透明の板でできた天てん井じようは、鈍にぶく明かりを透すかし、ぼんやりと明るい。

　そして薄明るい天井から、ぼろぼろになったコンクリートの床ゆかに近づくにつれて、影と埃が濃こくなり、大量に置かれた物品の足下には、ほとんど暗くら闇やみと言っていい影が、どんよりと落ちている。

　動くものは、自分の心臓と呼吸だけ。

　その中で、無意識に動いた微かすかな身じろぎに、靴くつの下が、ざり、と微かな音を立てる。

　傷いたんで凸おう凹とつになったコンクリートの表面を、砂と埃が埋うめている状態の床。それは確かに、ここのところずっと見ている悪夢に出てきた光景と同じだったが、やはり夢は夢に過ぎないようで、実際に見ているこの光景とは何か印象が一致しなかった。

「…………うん」

　蒼衣はそんな埃の匂い中で、怯おびえとも緊きん張ちようともつかない呼吸をしながら、ここに立っても何も起きていないことと、入る前に想像していたよりも自分が落ち着いていることに、幾いく分ぶん胸を撫なで下ろしていた。

　そうしていると、蒼衣と同じように壁の穴から入って来た雪乃が、立ち上がって手の砂を払はらいながら、警けい戒かいするように周りを見回す。

　そして、

「どう？　何か分かりそう？」

　と訊たずねる。

　蒼衣は、

「いや、まだ調べてないけど……思ったより落ち着いてる。この調子だと、ここじゃ何も思い出せないかも」

　と答えて、止まっていた足を進め、倉庫の奥へと向かった。

　この先にある積み上がった物の間は、縫ぬうようにして奥へ行けるのだ。

　そしてその向こうには少し開けた空間があって、その場所こそが葉は耶やと蒼あお衣いの『王国』の舞台になっていた、あの秘密の地だった。

　懐なつかしさと不安を同時に感じながら、蒼衣は奥へ。

　子供の頃の記き憶おくと比べてずいぶん狭せまく感じる、その荷物の隙すき間まの通路を体を横にして通り、そして抜ける。

　抜けた途と端たんに広がる、空間。

　そこに立った時、蒼衣の心の中には、暗い郷きよう愁しゆうとでも言うべき感情が、さーっ、と風のように広がっていた。




「…………変わってないや」




　ぽつりと、蒼衣は呟つぶやいた。

　そこにあったのは、蒼衣が憶おぼえている最後の記憶とほとんど変わらない、あの『王国』の姿だった。

　木き枠わくが嵌はめられた段ボール箱の『城壁』。

　埃ほこりっぽい布がかけられた工作機械と思しき『調度』。

　葉耶がよく座すわっていた、セメント袋が積み上げられた『玉ぎよく座ざ』。

　そして魔ま方ほう陣じんを書いた石灰のせいで、他ほかの場所よりも白っぽい、砂すな埃ぼこりの積もった、コンクリートの『国土』。

　何も。何も変わっていなかった。

　そして、現実の『王国』を前にした蒼衣の心は、思いの外に静かで、動どう揺ようもフラッシュバックもなかった。

「……何でかな」

　蒼衣は、呟く。

　呟いたその瞬しゆん間かん、俯うつむいた蒼衣の視界の外から、くすくすと暗い笑みを含んだ少女の声が、突とつ然ぜんにかけられた。




『それはね、〈アリス〉。もう「王国」は、あなたの心の中にしかないからよ』




　ぎょっとして顔を上げると、『玉座』の上に、亡ぼう霊れいが座っていた。

「！」

『ここはただの廃はい墟きよ。悪夢の抜け殻がら。空想の王国の国土は、空想の中にしかないわ。悪夢も、人の頭の中にしかないのよ』

　かつては生身の白い女王が座っていた『玉ぎよく座ざ』に、亡ぼう霊れいの黒い女王。その亡霊、時とき槻つき風かぜ乃のは雪ゆき乃のそっくりの貌かおに艶えん然ぜんとした微笑ほほえみを浮かべて、そのゴシックロリータの衣装をまとった体を前に乗り出して、絡からみつくような言葉で蒼あお衣いに話しかけた。

「風乃さん……」

「姉ねえさん」

　続いてやって来た雪乃が、風乃を見て、嫌いやそうな顔をする。風乃はそんな雪乃にも意地悪くうっすらと笑って見せ、そして蒼衣への言葉を、楽しそうに続けた。

『ねえ、〈アリス〉。国って、どこに宿ると思う？』

　風乃は、問う。

「え？」

『王様？　国民？　歴史？　思想？』

　試すように蒼衣を覗のぞき込みながらの問い。蒼衣は答えに詰つまったが、風乃は答えを求めていたわけではなかったらしく、微笑んで、そのまま続けて答えを口にした。

『私はね、心だと思うわ』

　そう、風乃。

『私たちの住んでる国は、頭の中から溢あふれ出した国を出し合って、作って混ぜて形にしてるだけだと思うの。他ほかは、全部その結果できたものだわ』

「…………」

　蒼衣は、風乃が何を言いたいのか分からず、言葉がない。

『王様も、国民も、歴史も、思想も、法律も、国土も、全部そうやってできたものだわ。だから一度できてしまえば、滅びても残るの。

　王様や、国民や、歴史や、思想や……滅びても残った何かがその心を宿して、延々と残るの。それが幸せも、悲劇も生むの。あなたはその、残った最後の国民なのよ。王様が死に、それと共に法律も思想も消えてなくなり、国土も捨てられて────だから残ってるのは国民あなただけ。あなたの探してる王国は、もうあなたの心の中以外の、どこにもないのよ』

　風乃は言う。そしてそこまで聞いた時、蒼衣はどういうわけか唐とう突とつに、風乃の言いたいことが理解できた。

「……〈悪夢〉？」

『よくできました』

　蒼衣の言葉に、風乃は目を細めた。

『だから、あなたが捨てて、一度忘れ去ってしまった時点で、もうこの場所そのものは抜け殻がらだわ。もうここには何もない』

「そうですか……」

「……」

　蒼あお衣いは肩かたを落とす。怪け訝げんな顔の雪ゆき乃の。

『あなたが探すべきは、王国じゃないわ。王様の死の真相を探すのでしょう？』

　風かぜ乃のは、楽しげに。

『だとしたら、探すべきは王様そのものだわ』

　風乃は要するに、蒼衣の探している『王国』の形をした〈悪夢〉を探しても無む駄だだという、ただそれだけの例たとえ話をしているのだ。

　蒼衣は〈悪夢〉の記き憶おくであるせいで惑まどわされていたが、事件との矛む盾じゆんを探すなら、葉は耶やそのものを探さなければいけないと。改めて言われてみれば、道理ではある。

　溜ため息いきをつく蒼衣の横で、話について行けない雪乃が不ふ機き嫌げんに眉まゆを寄せたが、どうせ馬鹿馬鹿しい話に巻き込まれるだけなのでいつものように何も言わなかった。蒼衣はそんな落らく胆たんの空気の中で、ゆっくりと周りを見回して、この現実の『王国』の姿をけじめとして記憶に焼き付けながら、一つだけ思った。




　だとしたら────だとしたらあのスクラップブックにあった、神か狩がり屋やの『白しら雪ゆき姫ひめ』の書き込みがどういう意味かも、葉耶のことを調べれば分かるのだろうか？




　と。

　蒼衣たちにとって、童話のタイトルは今や〈泡ほう禍か〉以外の何ものも指さない。

　ここに蒼衣が来た目的のうちの一つがそれだった。葉耶が死んだあの事件が、『白雪姫』になぞらえた〈泡禍〉だったというのだろうかという、そんな疑問。

「…………」

　もっとよく考えなければ。そう考えた時、蒼衣はふと疑問に思った。

　蒼衣は────




　蒼衣は、自分の〈断だん章しよう〉について、本当に理解しているのだろうか？




　と。

　蒼衣はふと、そんな疑問が頭に浮かんで、思わず強く眉まゆを寄せて。何もない荒こう涼りようとした国土の床ゆかに、しばし無む為いに目を落とした。
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　　　三章　　三人目の『小人／ひめ』







　　　　１




　壊こわれかけに見えるほど古い玄げん関かんドアの外に、人の足音と、気配が立った。

　キーホルダーの音と、鍵かぎを差し込む音。そしてがちゃがちゃと鍵を開ける音と共に、古くなったせいで取り付けの怪あやしいドアノブが、小こ刻きざみに揺れた。

　もう鍵自体も怪あやしいようで、少し手こずったような気配の後で、ようやく鍵が回る。ドアノブが回され、絵に描かいたようなボロアパートのドアが開くと、外の明かりと生温い外気が、古い１ＤＫのキッチンに流れ込んで来る。




「！」

「よう」




　そうしてアパートに入った神か狩がり屋やを出迎えたのは、狭せまいベランダに続く奥の窓を開け、そのサッシの段差に腰こし掛かけた、表情の乏とぼしい入いり谷やの姿だった。

　玄関のドアが開いたせいで、数秒遅れて部屋の中を風が通り始め、カーテンと入谷のジャケットが、窓を背にばたばたとはためく。

　咥くわえ煙草たばこの煙けむりが室内に向かって流れ、部屋の中に煙草の匂においが巡めぐる。座った入谷の足元に置かれた何本もの煙草がねじ込まれたアルミの灰皿から、灰がちらちらと、風に煽あおられて日焼けした畳たたみの上にこぼれる。

「遅おそかったな」

「……来ましたか。入谷君」

　入谷の平へい坦たんな呼びかけに、神狩屋は困ったような調子で、しかしどこかふてぶてしく、若白髪しらが混まじりの寝ね癖ぐせ頭を搔かいた。微かすかに苦笑気味の口。その姿は、よれよれのシャツに、渋しぶい色のベストを着込んだ、いつもの様子の神狩屋だった。

　だが────この状況で普段通りであることは、異常と言えた。

　ここは方面こそ違うものの『神狩屋』と最も寄より駅を同じくする、決して遠いとは言えない場所であり、蒼あお衣いたちに対してあのような事件を起こしておきながらなおこんな近くで平然と暮らしている神経は、明らかに異常な行為だった。

「直接顔を合わせるのは、久しぶりかな」

「……」

　そして入いり谷やを前にしてなお、このような平然とした反応をする、異常。

　入谷は言うまでもなく、神か狩がり屋やにとって追っ手だった。

　それに対する、神狩屋のあまりにも平然とした、日常的な反応。

　しかし入谷は見ていた。時代がかった丸眼鏡めがねの奥に見える、神狩屋の目は────もはや感情を偽ぎ装そうする気もなく、ガラス玉じみた虚うつろだけを宿していて、入谷の方を無感動に眺ながめているのをだ。

　いや……もう偽装もできないほど、摩ま耗もうしたのだろうか？

　いずれにせよ神狩屋は、今まで通りの優ゆう柔じゆう不ふ断だん気味の男を外側だけ機械的に演じながら、入口のドアを閉める様子も見せずに、玄げん関かんに立ったまま、部屋で待ち構えていた入谷と相対している。

「入谷君は、朝からここに？」

　世間話のように話しかける、神狩屋。

「ああ」

　入谷は咥くわえていた煙草たばこを灰皿にねじ込みながら、淡たん々たんと答えて、最後に吸い込んだ煙けむりを、口からゆらりと吐はき出す。

「待ちぼうけにならずに済んで助かった」

「それはご苦労様」

「お前が自由に使える物件だからな。一応調べてみたら生活の跡あとがあったから、とりあえずこうして張ってみた」

　ここは築ちく二十年を超える古いアパート。入居者はいない。

　訳ありで立地も不便な、この無人の物件を、縁えんがあって買い取ることになり、建物をそのまま『神狩屋』の倉庫として使っている。この部屋以外は、床ゆかに未整理の古こ道どう具ぐなどがずらりと並べてある。

　ここは唯一の完全な空あき部屋だ。玄関のドアは、一部表面が剝はがれて中の安っぽい合ごう板はんが見えているような酷ひどい有様だったが、寝泊まりくらいは問題なかった。

　部屋の隅すみには、いくばくかの私物とインスタント食品などが寄せてある。

　たった今まで入谷が使っている灰皿も、その中にあったものだ。

「お前、煙草はやめたんじゃなかったか？」

　入谷はそれを視線で示しながら、神狩屋に。

「体に悪いぞ」

「……酷ひどい冗じよう談だんだなあ！　それは」

　無表情で言ったその入谷の言葉を聞いて、神狩屋は眼鏡の向こうで目元をしかめて、初めてポーズではない苦笑を漏もらした。

「そもそも僕ぼくは死ねない自殺志願者だし、ヘビースモーカーの君には言われたくない。まあ一応理由を言えば、必要なくなったからだね。僕は過去に二度禁きん煙えんしたれども、一度は志し弦づると暮くらし始めた時で、次が店を始めた時だ。もうヤニを気にしなきゃいけない相手はいない。寿じゆ命みようが減るならむしろ望む所だよ」

　神か狩がり屋やは大おお袈げ裟さに肩かたを竦すくめて冗じよう談だんめかし、それによって張り詰つめた空気が一いつ瞬しゆんゆるんだような気がしたが、しかし当の二人には、そんなつもりなど毛もう頭とうなかった。

「で、入いり谷や君」

　神狩屋は言ったのだ。




「君は────僕を殺してくれるのかい？」




　ぞっ、とその言葉が出た瞬しゆん間かん、神狩屋の雰ふん囲い気きが、酷こく薄はくなまでの狂気を宿して、一気に温度を下げた。

「……」

　空気が凍こおった。弦げんのように張り詰つめた。

　それは普段の神狩屋の様子からは想像もできない、目まの当たりにした途と端たんに震ふるえ上がるほど酷薄な声と目だったが、それを向けられた入いり谷やは窓際に座ったまま、意にも介かいさない無表情で神狩屋の顔を見返した。

　そして入谷は、低い平へい坦たんな声で。

「ああ。俺おれが来たということは、そういうことだ」

　そう応こたえて言う。

「できるのかい？」

「さあな。努力はするさ」

　神狩屋は懐かい疑ぎ的に目を細める。

　そして、




「何人も〈騎士〉が寄って集って、まだ飯田さんも死なせてあげられないのに？」




　そう、問いかけた。

　その懐かい疑ぎの言葉には、何の感情もなく、ただ実験で得た事実を陳ちん列れつして疑問を述べているだけの、無む慈じ悲ひな実験者のもの、それ以外の何物でもなかった。

「それなのに『死ねない悪夢』の大元である僕ぼくを、殺せるのかい？」

「ああ。やるさ」

「君一人で？」

「関係ない。それが俺おれの『役目』だからな。『役目』がないと生きていけないくらいに壊こわれた人間が〈騎士〉だ。それはお前も分かってるだろう」

　ほとんど責めるように懐かい疑ぎを口にする神か狩がり屋やと、ひたすらに淡たん々たんとした入いり谷やの返答。

　そんな言葉と会話が重ねられるに従って、二人の間の空気がじりじりと冷え込んでゆく。少しずつ、少しずつ、みしみしと音を立てて凍こおりついてゆく氷のように、密度を増して、張り詰つめてゆく。

「君の『役目』、ね……」

　そしてその末に、神狩屋は無表情に言った。

「君がその『役目』を決めた時、僕ぼくは誰かがやるべきことだと賛成したね。あの時はこんなことになるなんて、思いもしなかったけど」

「そうか？　俺はいつかこうなると思ってたがね」

「そうかい？　そんな風に思われてたのは、正直心外だなあ。〈異い端たん〉や、反社会的な行為に至った〈保持者〉の排はい除じよを積極的に請うけ負う『人狩りの騎士』。僕はきちんと殺してくれるのなら、別に君でも構わないんだよ？　できるならね」

　挑ちよう発はつ的に言う神狩屋。対する入谷は、あくまでも淡々としていた。

「三日くらい不ふ眠みん不ふ休きゆうでお前をバラし続けたら、死ぬかね？」

「それはもう、僕が自分でやったよ」

「ま、それで無理なら、バラバラにした後で二度と出られねえように頑がん丈じような棺かん桶おけに閉じ込めてやる。金庫とかな」

「……それは御ご免めんだな。やっぱり君には任せられない。白しら野の君じゃないと」

「我が儘ままな奴やつだ」

「わがままで構わないよ」

　そうして神狩屋が外へと一歩足を引こうとしたその時。

　突とつ如じよ入谷を中心として、張り詰めていた空気の温度が、ぞわ、と背筋が縮み上がるほど一気に下がった。

　そして直後、




　ばしん!!




　と恐おそろしい音を立てて、入口のドアと入谷の背後の窓が、勢いよく閉しまる。

「！」

　誰も触ふれていないのに一いつ斉せいに。神狩屋はドアノブを回したが、鍵はかかっていないにも拘かかわらず、ドアは壁に接着したかのように、びくとも動かなかった。

「────〈一いつ緒しよに死のうか〉。簡単に逃げられると思うなよ」

　入いり谷やが、低く、低く、言った。

　その言葉と同時に、空気の変質は決定的なものとなり、みしり、と異様な家鳴りがして、入谷の背後の窓ガラスに、




　べた、




　と一つ、脂あぶらじみた白い手形が浮かんだ。

　そして、




　べた。




　ともう一つ、手形が。

　そして、




　べた。べた。べたべたべたべたべたべたべたべたべたべたべたべたべた、




　手形、手形、手形、手形、手形。

　みるみるうちに窓ガラスの表面が一面、下から這はい上がるように浮かんだ無数の手形に、白くびっしりと、覆おおい尽つくされていった。




　みし、




　と木造の建物が、音を立てた。

　みし、

　みし、

　まるで凄すさまじい数の人間が歩き回っているかのように、畳たたみがたわんで、押し入れの襖ふすまが微かすかに揺ゆれる。

　部屋中に気配が、ひしめいてゆく。そこに至って────神か狩がり屋やが追い詰つめられたように、ドアに背中をつけて、冷や汗あせを浮かべて口元を笑みの形に引き攣つらせた。

「………………っ！」

　だが、その時だった。




　ぞ、




　と手形で真っ白に濁にごった入いり谷やの背はい後ごの窓ガラスに、白い服を着た少女の影が、いつの間にか音もなく立っていた。

「!!」

　背筋が凍こおった。瞬しゆん時じに入谷は飛び退のき、ばっ、と振り返った。その刹せつ那な、弓を引き絞しぼるように限界まで張り詰つめ膨ふくれ上がっていた入谷の〈断だん章しよう〉の気配が、均きん衡こうを破って、爆ばく発はつするように窓ガラスへ牙きばを剝むいた。

　瞬しゆん間かん、




　ばんっ!!




　耳が壊こわれそうなほどの大音おん響きようが、部屋の中に部屋の中で炸さく裂れつした。

　窓ガラスが粉々に砕くだけ、そして壁紙が、カーテンが、襖ふすまが、畳たたみが、天てん井じよう板いたが────部屋の中のありとあらゆるものが同時に破は裂れつしたかのように、一いつ瞬しゆんにしてずたずたに引き裂さかれて飛び散り、部屋中に紙と木と土と布の細片が、前も見えなくなるほど大量に空気の中に撒まき散らされた。

「ちっ……!!」

　入谷の舌した打うちさえも、それらに吞のみ込まれ、打ち消される。部屋の中のものを、いや、部屋そのものを打ち砕き引き裂いた暴風じみた破は壊かいは、もはや神以外の何の制せい御ぎよも受け付けずに、狂ったように暴れ回る。

　壁を砕くだき、天井板を引き剝はがし、畳を毟むしって、粉々に破壊する凄すさまじい音。

　そして猛もう烈れつな、埃ほこりと黴かびのにおいと共に、もうもうと部屋の中を飛び散って舞う、膨ぼう大だいな量の部屋の残ざん骸がい。

　それらは危なくて身動きが取れないほど激しく、延々と続けられた。そうしてひどく長く感じる時間の後、何もかもが収まった時には、天井は抜け、壁は崩くずれ落ちて、構造材が剝むき出しになっている、完全な廃はい墟きよの姿が現れていた。

　ぼろぼろに引き千ち切ぎられた畳の上に、残ざん骸がいが積もっている。

　窓はカーテンもガラスも失われ、サッシはひどく曲がっている。

　そして玄げん関かんのドアも、同様に失われていた。恐おそろしい力で引き千切られたように、金具とドアの一部を残し、かつてドアだったものは単なる真っ二つのぼろぼろの板になって、惨むごたらしく玄関の外に投げ出されていた。

「………………」

　入谷はそんな中、無言で立ち上がる。

　この有様の中にいたにも拘かかわらず、身につけているダークスーツは、不自然なほどに汚よごれていなかった。

　窓の外を見たが、そこにはガラスの破片が散乱するのみで、何もいた痕こん跡せきはない。

　そして玄げん関かんに飛び散った血けつ痕こんと、そこに神か狩がり屋やの姿がないのを見て、窓の方へと目を戻もどし、強く眉まゆを寄せて、ぼそりと呟つぶやいた。




「今のヤツは、何だ？」




　………………

　…………………………







　　　　２




「雪ゆき乃のさん……無理して付き合わなくても、大だい丈じよう夫ぶだよ？」

「うるさいわね。気にしないで」




　半ば戸と惑まどいと共に言う蒼あお衣いと、不ふ機き嫌げんに言う雪乃。

　あれからまた、『神か狩がり屋や』にて。調べに行った倉庫で、葉は耶やについての手がかりをほとんど得られなかった蒼衣は、再び『神狩屋』に戻って来て、神狩屋の書しよ斎さいを開けて、童話とその解かい釈しやくに関わる本を新たに調べ始めていた。

　葉耶の事件をスクラップしたノートの神狩屋の書き込み、つまり、『白雪姫』に関して。結局、ずっと気になっていたこの『白雪姫』が、葉耶に関係があるのかは、何も分からなかったからだ。

　可能性として一番考えられるのは、葉耶の死の原因になった〈泡ほう禍か〉が『白雪姫』を元型アーキタイプにしていたという可能性だ。

　少なくとも神狩屋が、そう考えていたという可能性。

　しかしスクラップブックを読んだ限りでは、そんな様子は読み取れなかった。というよりもスクラップブックを読む限りでは、世間的に見た事件しか書かれていないため、蒼衣の記き憶おくしている〈泡禍〉が本当に起こったのかということさえ、自信がなくなるくらいだった。

　そもそも、そのせいで現場である倉庫を調べに行ったのだから。

　そして結局、調べに行ってもなお、その自分の記憶への疑惑は、払ふつ拭しよくできていない。

　だから蒼衣は、こうして残った手がかりを掘り下げることにしたのだ。ただ、今、こうして蒼衣が戸と惑まどっているのは、その場にどういうわけか、雪乃がいることだった。

「雪乃さん、こういうの嫌きらいだったんじゃ……」

　蒼あお衣いは困こん惑わくも露あらわに、言う。

　そもそも狭せまい書しよ斎さいに二人で座っているので、蒼衣がいる座ざ椅い子すの背もたれのすぐ後ろに雪ゆき乃のがいる状態で、狭せまい以上に非常にやりづらかった。

「……何もすることがないのよりは、こっちの方がましだわ」

　雪乃が答える。

「店のテーブルに座ってぼーっとしてるか、姉ねえさんのたわごとを聞かされるか、笑え美みさんと嚙かみ合わない話してイライラするしかやることがないのは、もううんざりなのよ」

　雪乃はそう言うと不ふ機き嫌げんな表情のまま、蒼衣を見み据すえて、

「何すればいいの？」

　と仕事を要求した。

　蒼衣は困った。

「あー……」

　実のところ、神か狩がり屋やの残した童話の考察ノートの中には『白雪姫』のものも含まれていたので、二人がかりで資料を総当たりするような大がかりな仕事は必要なかったのだ。

　はっきり言ってしまうと、雪乃に手伝ってもらって助かるような仕事はない。ないのだが、床ゆかに正座して怒おこったような表情でじっと蒼衣を睨にらんで指示を待っている雪乃を見ると、とてもではないがそんなことは言えなかった。

「え、えーと……じゃあ、この神狩屋さんのノートに、本のタイトルとページだけがメモってある書き込みがあるから、その本を探してくれない？」

「わかったわ」

「あ、でもそのノート、僕ぼくもないと困るから……先にその書き込みだけ探して、書き写してからお願い」

「ん」

　表情は怒ったまま、素直にノートとメモ用紙を受け取って、黙もく々もくと作業を始める雪乃。

　それを見てから、蒼衣は仕方なく『白雪姫』の考察ノートが返ってくるまでグリム童話の本を読むふりをする。そうして蒼衣は、すでに読んでいるノートの中身を思い出しつつ、『白雪姫』と葉は耶やについての、考えを巡めぐらせ始めた。




「……」




　そもそも、もし神狩屋が葉耶の事件を『白雪姫』だと考えてあの書き込みをしたのだとしたら、何故なぜそう思ったのだろうか？

　何か『白雪姫』と共通点があったのだろうかと昨日きのうから考えてはいたのだが、スクラップされた記事に書かれていた出来事からは、葉耶が母親に絞しめ殺されたという部分しか、符ふ号ごうらしい符ふ号ごうは思いつかなかった。

　そしてその記事の出来事も、蒼あお衣いの記き憶おくとは違う。とはいえ、その辺りをどれだけ神か狩がり屋やが認識していたかは正直疑問だが、他ほかにもいくつか記事と記き憶おくには齟そ齬ごがある。

　例えば、蒼衣が葉は耶やとどうやって知り合ったのか……とか。

　蒼衣は、まず両親同士の仲が良かったから幼おさな馴な染じみだったのだと思おもい込こんでいたが、蒼衣の母親の口ぶりからすると、大して面識があった風には感じられなかったのだ。葉耶のことも、あくまで蒼衣から「仲良しの友達」として、存在を聞いていただけのような印象。ならば、いつどうやって葉耶と知り合ったのか改めて思い返すと、どう考えても物心つく前からとしか思えず、その頃の友達はみんな親同士が知り合いだったので、葉耶もそうなのだと思い込んでいた可能性が非常に高かった。

　思い返せば思い返すほど、蒼衣の中の葉耶の存在がぼやけてゆくように感じた。だが、それがどういうことなのかという疑問の答えは、こうしていても、簡単には出そうもない。

　そんなものと、童話との符ふ号ごうについてなど、なおさらだ。それでも蒼衣は、考えるしかできることがないので、黙だまっていると疲ひ労ろうと眠ねむ気けが襲おそってきて目と頭が重くなる中、頑がん張ばって頭を巡めぐらせた。

「……」

　蒼衣は、神狩屋の書いた童話についての分ぶん析せきノートについて、ぼんやり思い返した。

　あのノートには、童話から「姫」「鏡」などのキーワードが抜き出されて順番に列挙され、その項目ごとに、象徴的意味を中心とした関連知識が書き込まれていた。

　神狩屋の蔵書には『シンボル学事典』などと題された分厚い事典もあり、そこから抜き書きされているのも確認している。この事典は三万項目以上の項目について、それが象徴として何を意味するかを編へん纂さんしてあるという蒼衣から見れば凄すさまじいとしか言えない事典だったが、それだけ項目があっても目的のキーワードとは上手うまく重ならないようで、ノートに列挙されたキーワードのうち事典の引用があるのは半分ほど。さらには三分の一ほどは空白で、書き込みさえされていないような状態だった。

　この事典を見つけた時は「これさえあれば」と思ったものだったが、少し調べただけで、これだけでは無意味に近いということが分かってしまった。そしてそれを知り、色々と思い返すにつけ、神狩屋の持っていた知識というのがいかに多た岐きに亘わたっていたかというのを、つくづくに思い知らされた。

　その神狩屋の書いた、『白雪姫』の分解と分析。

　蒼衣はグリム童話の本に無む為いに目を落としながら、ノートに書き込まれていたそれらを、ゆるゆると頭の中に巡めぐらせた。




「血」

　生命いのちをもたらす、神の宿る物質と考えられたため、供く犠ぎなど儀ぎ式しき的準備のある場合を除のぞき、血を流すことは多くの文化圏でタブー視しされた。旧約聖書には「生き物の命は血の中にある」と書かれ、血は命であるから食べてはならないと説かれている。そのためユダヤ教では戒かい律りつとして特定の儀式の元に屠と殺さつされ、完全に血抜きされたものではない肉を口にすることは禁じられている。

　古代では、精液と経血によって人間が作られると考えられた。

　バビロニアの伝説────神の血と土が混ざって生命が創造された。

　血を白い雪に注ぐ＝生命の創造の暗あん喩ゆ？

　血と精液＝ホムンクルス？




　……概おおむねノートの中身は、こんな調子で書かれていた。

　抜ばつ粋すいされたキーワードに、本の引き写しか、思い出した知識か、思いついたことのメモ、あるいはそれらのうちのいくつかが書き込まれている。

　多分これは冒ぼう頭とうの、お妃きさきが窓際で指に針を刺さしてしまったシーンについてだ。血についての象徴的知識と、まつわる神話や伝説についての覚え書き、それから、白い雪に血が落ちたシーンについて、思いついた連想を、半ば走り書きのように適当に列れつ挙きよしてある。

　神か狩がり屋やの知識と連想の流れが見えて、なかなか興味深い。

　赤い血に対比した白い雪の部分から、神狩屋は経血と精液から人が作られるという、古代の考えを連想し、そこからホムンクルスを思いついたようだ。

　ホムンクルスは知らなかったので調べた。温めて腐ふ敗はいさせた精液に、馬の血を与えて育てる錬れん金きん術じゆつの人造人間。それはそれで興味深いが、順当に考えるなら、このシーンはこれから生まれる白しら雪ゆき姫ひめの美しさを予言すると共に、お妃が新しい命を宿すことを暗示しているシーンであると……多分神狩屋ならば、そんな感じで分ぶん析せきを口にするだろうと、蒼衣はふと思って、何となく複雑な気分になった。

　なお同じシーンについては、こんな風に記述されていた。




「黒こく檀たん」

　かつて黒檀は恐きよう怖ふから守ってくれる素材であるとされ、ゆりかごを黒檀で作った。

　またギリシャの冥めい王おうプルートは黒檀の玉ぎよく座ざに座る。その黒は死を象徴。




「窓」

　光を取り入れる開口部。来きたるべき栄光の暗示。ステンドグラス。

　そのものが輝くのではなく、神の光を受けて輝くので、聖母マリアのシンボルとされた。

　月？




「針」

　針を刺さすというのは魔ま女じよ判定の手段。血が出る者は魔女ではない。




　……そしてその後に「血」の項目。「針」と「血」の間には、「雪」の項目もあったが、そこは何も書くことがなかったのか、空白のままにされていた。

　ノートはこのような感じで興味深くはあるのだが、神か狩がり屋やとの会話で聞くのと違って、流れのようなものが欠けているので少々頭に入って来づらかった。生なまの会話に比べるとノートの書き込みは明らかに事件とは関係のない余計な情報が多く、憶おぼえづらかったし、頭の中で有機的な繫つながりにもなりづらかった。

　そんな中で、昨日きのうからの蒼あお衣いが集中的に読んだのは、やはり死因についてだ。

　葉は耶やの死くらいしか、ぱっと『白しら雪ゆき姫ひめ』との符ふ号ごうが思いつかないので、姫の死因になる部分の解釈を、蒼衣は何度も読み返していた。




「絹きぬ紐ひも」

　紐は縛しばるものであり、キリスト教において縛るとは司法権を象徴する。

　縛る紐は鍵かぎとも密接に関係。門、ひいては天国や冥めい界かいと関わりの強いシンボル。

　古代中国では貴人に死し刑けいが下されると、皇帝より紐が贈おくられた。これを使って自死せよという意味。




「櫛くし」

　聖ブラシウスのエンブレム。ブラシウスは斬ざん首しゆ刑けいに処される前に、羊よう毛もうの櫛で体をずたずたにされる拷ごう問もんを受けた。

　日本において櫛は不思議な力を持つと考えられた。ゆえにお守りでもあった。

　櫛の歯は降り注ぐ光に似ているとされ、同一視された。また先せん端たんは剣けんと同義とされる。




「林檎りんご」

　ギリシャ神話では愛の女め神がみアフロディテの持ち物。しばしば乳ち房ぶさに例えられたり、二つ割りにした芯しんの部分を女性の陰いん部ぶに見立てたりとエロティックなシンボル。その関係もあって豊ほう穣じようのシンボル。

　古代アテネでは新郎新婦が初めて寝室に入る時に一つの林檎を分け合って食べる風習。

　林檎を贈ったり投げたりするのは求愛の行こう為い。

　争いの女神エリスが神々の宴えん席せきに投げ入れた黄おう金ごんの林檎の伝承により、不和や争いの種としての象徴も持つ。

　北ほく欧おう神話には、女め神がみイズンの守る、食べると永遠の若さが授かる「不老の林檎りんご」。

　ケルトでは、林檎は古くから伝わる知恵の象徴。

　古代中国では、病と類音のため病人に林檎を贈おくるのは禁物だった。

　キリスト教────ヨーロッパでは、エデンの園の逸いつ話わから誘ゆう惑わくと原罪の象徴とされ、アダムとエヴァの堕だ落らくの図像では、しばしば林檎をくわえた蛇へびが描かれる。ただし聖書では果実と表記され、林檎であるとの記述はない。幼おさな子ごキリストが林檎に手を伸のばす絵画は、イエスが現世の罪を一心に背負うことの象徴。

　バロック絵画では、罪への誘ゆう惑わく。誘惑＝林檎を手にしている。報むくいである死＝骸がい骨こつ、が同時に描えがかれる。

　魔ま女じよ狩がりの頃、魔女は悪あく霊りようを食物に宿らせ、それを食べさせた相手に憑つかせる力があると信じられた。これを係けい争そうする裁判の記録も複数有り。その訴えの中で、まじないの媒ばい体たいとされた大半が林檎。




　……分かっていたつもりだったが、神か狩がり屋やの知識の片へん鱗りんをこうして見るにつけ、蒼あお衣いは感心することしかできなかった。

　そして同時に感じたのは、今まで神狩屋が教えてくれた知識は、すでに神狩屋の中でかなり取しゆ捨しや選せん択たくされた後のものだったのだという、改めての確認だった。

　死因にまつわるこの三つの項目は、ほとんど憶おぼえてしまったくらい、昨日きのうから何度も眺ながめ見ている。しかし、この無む作さく為いとも言える羅ら列れつを蒼衣が生かせるのかと考えると、自信があるとは正直言い切れなかった。

　葉は耶やの死因に最も関係があるのは「紐ひも」だが、せいぜい紐自体が死にまつわるシンボルらしいということくらいしか、見て取れない。

　これでは最初から、つまづいているようなものだ。

　しばらく考えて、しかし何も思い浮かばず、蒼衣は溜ため息いきと共に手元の本を閉じる。そうした時、後ろの雪ゆき乃のが蒼衣の顔のすぐ横に、先ほど渡したノートを突つき出して、愛あい想そのない声で蒼衣に告げた。

「写したわ。返す」

「う……うん。ありがとう」

　何故なぜか礼を言って、蒼衣はノートを受け取った。

　そしてメモを手に本棚だなを調べ始めた雪乃を横目に、返ってきたノートを、半ば無む為いにぼんやりと開く。

　開いた先で目に留まったのは、『白しら雪ゆき姫ひめ』の版違いについて書かれた覚え書きだ。他ほかの『グリム童話』と同じく、『白雪姫』も版を重ねる間に改変を受けていて、この話が最終版である七版と、それ以前の版でどう違うのかということに関するメモと、それから類話についてのメモだった。

　何度も『白しら雪ゆき姫ひめ』を読んだので、今の蒼あお衣いは、版違いについてはもうほとんど把は握あくしていると言ってよかった。

　とはいえ今でこそそうだが、最初は蒼衣も、子供向け絵本の内容しか知らなかった。

　お妃きさきが焼けた靴くつを履はかされたことも、姫がお妃に三度も殺されたことも、お妃が狩人かりうどに姫の肺と肝きもを持ってこいと命令してそれを食べたことも、蒼衣は知らなかったのだ。

　現代の絵本では残ざん酷こく性が排はい除じよされていると言うが、あまりにも削さく除じよ部分が多く、しかもシーンがショッキングだ。蒼衣は最初、『グリム童話』七版の『白雪姫』を読もうとした時、絵本の物語の記き憶おくに対して異様にページが多いので、それにびっくりしたくらいだった。

　そしてこれだけ残酷性が七版に残されているにも拘かかわらず、初版から改変されている部分があるというのも、また驚おどろいた。明らかな改変点は一つ。確か他ほかの童話にも同じ改変がされていたと記憶しているが、初版では白雪姫に嫉しつ妬として殺害に及んだのは、継まま母ははではなく、実の母親だったということだ。

　黒こく檀たんの窓辺で縫ぬい物をしながら子供を願った、あの幸せそうなお妃が、そうして授かった娘むすめを嫉しつ妬とのあまりに殺すのだ。そして殺して肺と肝かん臓ぞうを抉えぐり出させ、狩人に欺あざむかれたとはいえ、それを満足げに平らげるのだ。

　蒼衣は残酷な描写そのものよりも、その落差の方にぞっとした。

　どうしてそうなってしまったのか、何がそうさせたのか。

　白雪姫のためだけではなく、お妃のためにも、姫は王おう子じに救われて国から離はなれるべきだったと思った。焼けた鉄の靴を履かされて殺される以前に、すでにその段階で、蒼衣はお妃が哀れだった。

　そしてその王子が、白雪姫を助けに現れないバージョンについても記述があった。

　グリム童話には、文学者のクレメンス・ブレンターノから童話集出版の話を持ちかけられたグリム兄弟が、ブレンターノに貸し出し、紛ふん失しつされてしまった初版以前の草そう稿こうがあった。それは後世にエーレンベルク修道院で見つかったため、エーレンベルク稿と呼ばれている。そこにはいくつかの類話が収集されていて、王子ではなく留る守すにしていた父王が帰り道に森を通りがかり、王の連れていた医者の呪じゆ文もんによって姫が蘇そ生せいするというバージョンが書かれていたのだそうだ。

　王子はただ姫の素敵な結けつ婚こん相手として最後に登場するだけ。

　そしてこの場合も、お妃は婚礼の席で焼けた靴を履かされ、死ぬまで踊おどらされる。

　このバリエーションでは、王子は話の流れにほとんど関係がない。話は王国の中だけで完結してしまい、姫の逃げ場はもちろん、お妃の逃げ場も存在しないのだ。




「……」




　鬱うつ々うつとそんなことを考えていると、不意に蒼あお衣いの視界の端はしが、冷たく翳かげった。

「!!」

　ぎょっとして見ると、いつの間にか風かぜ乃のが目の前の文ふ机づくえに腰こしをかけていて、蒼衣の脇わきにスカートの足を投げ出して、うっすらとした笑みで蒼衣を見下ろしていた。

『白しら雪ゆき姫ひめの物語に、何か不満でも思った？』

　そして風乃は、そう言って目を細める。蒼衣は狭せまい中で、思わず身を引きそうになったが、本棚だなを探している雪ゆき乃のの足にぶつかりそうになったせいで、ほとんど身じろぎ以上のことはできなかった。

「う……」

『私は好きよ？　白雪姫』

　風乃はそう言って、笑う。

　雪乃はそんな風乃を迷めい惑わくそうに一度横目で見た後、無視して作業を再開した。

　見み捨すてられたような形になった蒼衣は、一人で風乃の相手をすることになる。仕方なく蒼衣は、おずおずと風乃に訊たずねる。

「……残ざん酷こくだからですか？」

『ふふ、近いけど、それじゃあ正確じゃないわ』

　蒼衣の問いに、風乃は答えた。

『正解は「罪」だから。「親殺し」と「人食い」と「近きん親しん相そう姦かん」が世界の三大タブーだけれども、白雪姫は最初からそれを二つも含んでるわ』

　風乃は、その真っ白な細い指で罪を指折り数えながら、楽しげに説明する。

『それに、ある作家はグリム童話を元ネタにした本で、王おう妃ひが白雪姫を殺そうとしたのは父王が美しくなった白雪姫に近親相姦に及んだからだと想像してるわね。そう解釈するなら三大タブーはコンプリート。あと白雪姫の死体に執しゆう心しんして城に持ち帰るまでした王おう子じを、死体愛好者とするのも有名な解釈ね。

　子殺しに親殺し、絞こう殺さつに毒殺、嫉しつ妬と、魔ま女じよ、拷ごう問もん、近親相姦にネクロフィリアにカニバリズム。悪徳の見本市なのよ、白雪姫の物語は。グリム兄弟は、いくつかの類話を一つの話に繫つなぎ合わせて子供のための物語を作ろうとしたのだけど、その結果こんな悪徳の物語が出来上がったの。エーレンベルク稿こうの物語で満足していれば良かったのに、わざわざ子供たちのために、なんて考えながら、毒を濃のう縮しゆくしたのよ。皮肉よね。

　それで、そんな悪徳にまみれた物語なのに、子供たちはこの物語が大好き。大人も必死で改変して子供に聞かせられるように仕立て上げたけど、毒殺も死体愛好も、隠かくしようがなく残ってる。死体にキスなんかさせて、悪化させたりね。この「白雪姫」の物語と、その成立と変化と、親が子供に読み聞かせる構図は、全すべてが人間の罪の縮図だわ。罪と皮肉と愚おろかさの縮図。だから私はこのお話が好きなのよ』

　世にも楽しげに説明する風かぜ乃のに、蒼あお衣いは気け圧おされるような気分になったが、しかし今この状況でこの風乃の話は、皮肉なことに示し唆さに富んでいた。

「……詳くわしいんですね」

　それでも手放しで褒ほめたり感謝したりする気分にはなれず、言葉を選んで、そうなった。

『嗜たしなみ程度よ。ゴシック・ロリータのね』

　風乃は胸に手を当てて、微笑ほほえむ。

『それで、〈アリス〉はこのお話を、どう思ったの？』

　そして風乃は、訊たずねる。

　最初の問いに戻った。蒼衣は、その問いの答えを風乃に言うことに何となく忌き避ひ感かんを感じたが、やむなく思うところを口にした。

「お妃きさきが……最初の縫ぬい物をしてた時の幸せそうな様子と、その後で白しら雪ゆき姫ひめを殺そうとする時の落差がひどくて」

『ふうん？』

「もうその時点で悲劇だな、って。最後にお妃が死ぬのも、もう罰ばつとか復ふく讐しゆうとかじゃなくて、胸がすくとかじゃなくて……悲劇が行き着くところまで行ったような感じがして、むしろ可哀かわい想そうに思ったな、と……」

『そう、〈アリス〉は優しいわね』

　くすくすと風乃は笑う。

　蒼衣は恐きよう縮しゆくするというか、萎い縮しゆくする。だが風乃はそんな蒼衣に、一つ諭さとすように、指摘を口にした。

『でもね、お妃には焼けた鉄の靴くつを履はかされる理由があるわ』

「……うーん」

　目を合わせずに、俯うつむいて蒼衣は言う。

「まあ……未み遂すいとはいえ、三回も殺そうとしたんですしね」

『違うわ。そんな理由じゃない』

　納得しようとする蒼衣の呟つぶやきに、しかし風乃は、首を振った。

「え」

『お妃は、「魔ま女じよ」だわ。それが理由』

　思わず顔を上げた蒼衣に、風乃は言った。

『鏡かがみ占うらないをして、魔術で毒の櫛くしや林檎りんごを作る魔女だからよ。占いはもちろん、悪魔の林檎を作るような魔術を行う「魔女」は、キリスト教の社会では────告発されて、異い端たん審しん問もんにかけられて、拷ごう問もんされて、火ひ炙あぶりにされるのが当たり前。他ほかには何の理由も必要ないわ』

「……！」

　これまで考えもしていなかった方向から理由を指し摘てきされて、蒼あお衣いはその一いつ瞬しゆん風かぜ乃のを見て、呆ぼう然ぜんとなった。

　そしてその呆然から、立ち戻る間もなく。




「あの」




　急に開けっ放しの書しよ斎さいのドアに颯さつ姫きが顔を出して、中に声をかけてきた。

「！」

　珍めずらしい状況の書斎の中の様子を、これまで颯姫はちょくちょく覗のぞきに来ていた。だが話しかけてきたことはなく、颯姫は振り返った蒼衣と雪ゆき乃のに邪じや魔まにならないかと気にしながら、おずおずと用件を口にした。

「あの……お客さんです。リカさんと、男の人が」

「え」

　蒼衣は動どう揺ようを押し殺しながら、頭を切り換えて、答える。

「あ……うん。わかった。すぐ行く」

「お茶出しておきますねー」

　ぱたぱたと颯姫が店の方に戻って行き、蒼衣が目を戻した時には風乃の姿は消えていて、蒼衣は雪乃と顔を見合わせた。

「……行こうか」

　蒼衣はとりあえず、言う。

　雪乃は仕方なさそうに短く溜ため息いきをつき、取り出していた分厚い本をメモと共に、文ふ机づくえの上に置いた。
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「や。入いり谷やサン帰ってきたんだって？」




　蒼衣が雪乃と共に店の方に顔を出すと、リカは軽く手を上げて、開口一番にそう言った。

　眼鏡めがねをかけて髪かみを長く伸のばした、背の高い中学生にも背の低いＯＬにも見える年ねん齢れい不ふ詳しようのリカは、いつものように我が物もの顔がおで来客用の椅い子すに座すわり、口の端はを引き伸ばすような微び妙みような笑みを浮かべて蒼衣を出迎えた。

「……みんな同じこと言いますね」

　蒼衣は、靴くつを履はきながら、リカにそう応じる。

「ん？　どゆこと？」

「いや、入いり谷やさんが帰ってきてから、来る人はみんなそのことを言うなあ、って」

「あー、まあねー。行く末を決めなきゃなんない〈ロッジ〉の最後の大人おとなだから、一応動向は聞いとかなきゃね。関わっちゃった世話役としてはさ」

　言いながらリカは、テーブルの上のクッキーの小袋をがさがさと開けて、遠えん慮りよする様子もなく口に運んだ。

　ネットで全国に薄うすく広く広がっている〈ネットロッジ〉の世話役であるリカは、〈ロッジ〉が日本中をどの程度、どんな風にカバーしているか把は握あくしている数少ない人間だ。ほとんどの構成員は、せいぜい周囲の市町村や、県だけ、良くて隣となりの県くらいまでしか〈ロッジ〉の状況を把握していない。

　そのため〈ロッジ〉の立ち上げや解散に関して、リカのような人間の意見は貴重だ。ただリカは本人が曲くせ者ものなのと、〈ネットロッジ〉が普通の〈ロッジ〉のような近所づきあいに向いていない問題児が多く所属しているせいで、ひどく周りからは胡う散さん臭くさく見られているか、最悪嫌きらわれていた。

　現に神か狩がり屋やも、リカのことをかなり嫌っていた。

　それでも今となっては、頻ひん度どは高くないものの何かあるたびに訊たずねて来て状況を交換して行くリカの存在は、蒼衣にとってはかなりありがたい存在だ。

　人格的には、やはり多少苦手ではあるけれども。

　それでも何かあれば力になってくれる気ではあるらしい。リカはクッキーを一つ咀そ嚼しやくすると、もう一つに手を伸のばしながら、蒼衣に質問した。

「で、期待しないで訊きくけど、アイツ世話役やるの？」

「……いえ」

　その質問に、答える蒼衣。

「やっぱりね。まあ入谷サンが『やる』って言ったとしたら、それはそれで不安だから別にいーんだけどさ」

　言って、リカはもう一つのクッキーを口にくわえる。

　あまりに自然体で、そしてその態度がやけにはまっている。リカは以前に一度見た、軽くパンク風な格好をした大おお柄がらの中年男を連れていたが、リカの横で妙みように大人おとなしく座っているその男は、外見の割にリカと対比すると完全に空気のようだった。

「よく知ってるんですか？　入谷さんのこと」

　蒼衣は訊いた。

「そりゃね。あんだけあちこちでやってる〈騎士〉は、ウチみたいな〈ロッジ〉の方が絡からみは増えるからね」

　答えるリカ。

「ありゃ向いてないよ。本人がどうこう以上に、〈断だん章しよう〉がさ。アイツの〈断章〉、家族同然につるむとか、地じ雷らいなんだよね」

「そうなんですか？」

「一家心中がアイツのトラウマだから」

　肩かたを竦すくめるように、リカ。

「ま、どうするかねー。正直ここの〈ロッジ〉、なくなっちゃうと結構周りの負ふ担たん、キツいんだよね」

　そうしてリカは、手についてクッキーの欠片かけらを舐なめ取りながら、思案げな表情をする。

　するとその時、レジカウンターに半ば腰こし掛かけるようにして寄りかかっていた雪ゆき乃のが、どことなく剣けん吞のんなものを含ませた声でリカに言った。

「それなら、笑え美みさんをどうにかしてくれない？　私たちのためとか言いながら何もさせてくれなくて、すごく迷めい惑わくしてるんだけど」

「あちゃあ……」

　雪乃の訴えを聞いたリカは、大おお袈げ裟さに困った様子で眉まゆを寄せて、こめかみに指を当てた。

「そりゃ迷惑だ。でもあたしゃパス。あの人、心の中じゃ私のこと嫌ってるもん。あんまり煩うるさいこと言ったら殺されちゃう」

　あっさりと拒きよ否ひ。

「何万回も死んでるんでしょ？　今いま更さら死ぬのが怖こわいの？」

　雪乃が嫌いや味み混まじりに挑ちよう発はつする。しかしそう言われたリカは肩かたを竦すくめ、少しだけ真面目まじめな口く調ちようで、それに応こたえた。

「もちろん怖いよ。何万回死んでもね」

「む……」

「あたしゃ何回死んでも、いや、何回も死んでるからこそ、死ぬのは怖いね」

　リカの眼鏡めがねの奥おくの目が細まって、雪乃が少し気まずそうに黙だまる。

「死ぬのが怖くないヤツなんか、私に言わせりゃ甘あまいね。そいつは人間として何も積み上げて来なかったんだ。だからまあ、あたしゃ神か狩がり屋やサンとは相あい容いれないね。死んだら楽になるなんて浅はかな考えだね。もし死んだ人間が幽ゆう霊れいになって、永遠に存在できるなら、絶対に自分が死んだことを一度は後悔するはずだ」

　辛しん辣らつに言うリカ。そしてそこまで言うと、何もなかったように、澄すました顔で紅茶を啜すすって話題を変えた。

「……で、いま君ら、どうなってる？」

「え、えーと……」

　その質問に、蒼あお衣いは迷った。

　何をどこまで教えていいか、判断がつかなかったのだ。

　蒼あお衣いたちは今、蒼衣の過去────葉は耶やのことについて調べている。だがそんなものをリカに説明したところで迷めい惑わくなような気もするし、そうでなかったらそうでなかったで、相手はリカなので、藪やぶ蛇へびになるのは正直怖こわかったのだ。

　だが蒼あお衣いは、少し悩んだ後、教えることにした。

　少しでも、世話役としての力がある、『味方』が欲しかったのだ。

　笑え美みにはとても教えられない。邪じや魔まされる可能性があまりにも高かった。リカはその点、藪蛇になる危険度は高かったが少なくとも邪魔はしないし、世話役としての能力は申し分ないものだった。

「……実は────」

　蒼衣は、リカに状況を説明した。

　神か狩がり屋やの残したノートのこと。そして葉は耶やの事件について調べていること。

　リカはそれらを聞いて、神狩屋のスクラップブックに目を通す。そして一通り読み終わると、そのスクラップブックを隣となりの男に渡して、当然のように命令した。

「大おお隅すみ、これ検けん索さくしな」

「……へ？　うぇ!?」

　暇ひまそうに辺あたりの棚たなを見回していた大男は、いきなり名前を呼ばれて頓とん狂きような声を上げて、慌あわててリカの方を見た。

「検索」

「へ？　え？　あ……う、うっす、姐あねさん」

　数秒の混乱の後ようやく把は握あくした大男は、ごついシルバーリングだらけの手で、慌あわててスクラップブックをめくりながらスマートフォンを操そう作さし始める。

「ま、なんか分かるかもしれないし、わかんないかもしれないし」

　涼すずしい顔でリカ。蒼衣は急な展開に戸と惑まどいながら、一応礼を言う。

「あ……ありがとうございます……」

　そうして、しばし。

　何となく気まずい沈ちん黙もくが続いた後、蒼衣はふと気になっていたことを思い出して、リカに訊たずねた。

「……そういえば、勇ゆう路じ君、見つかりました？」

「あー」

　リカは、頰ほおを搔かく。

　結局、前回の事件のあと、馳はせ尾お勇路は姿をくらまして、全く消息が知れなかった。

　笑美は教えてくれないし、そもそも訊きく気にもならなかった。笑美がリカを嫌きらっているというのも、この件が決定的な悪影えい響きようになった可能性は十分にある。

　前回の『ラプンツェル』の巨きよ大だいな〈泡ほう禍か〉を殺さつ戮りくしたのが勇路らしいということも、リカから聞いたのだ。リカは、そんな蒼あお衣いの問いに対して、少しバツが悪そうに、肩かたを竦すくめて答えた。

「いやー、全然見つかんないんだわ。お手上げ」

「そうですか……」

　蒼衣は俯うつむく。

　実は蒼衣はこの期ごに及んでも、勇路を敵視し切れていなかった。

　今こうして訊きいたのも、自分が命を狙ねらわれているからではない。いや、本来あるべきそれへの警けい戒かいもないではなかったが、それ以上に勇路のことが心配だった。

　雪ゆき乃のには甘あまいと言って怒おこられると思うので、この辺りについては言っていない。

　しかしすでに、感づかれているような気もする。

　そんな雪乃の視線を気のせいか背中に感じながら、再び沈ちん黙もく。そうしていると、やがて大男がリカを呼よんで、スマートフォンの画面を見せた。

「姐ねえさん」

「ん？」

　リカは身を傾けて、差し出された画面を覗のぞき込む。

　そして、蒼衣の目を見るとやや真面目まじめな顔で、口を開いた。

「……キミさ、葉は耶やちゃんの家、どこにあるか知ってる？」

「え？」

　蒼衣はその質問をされて、初めてそのことについて考えた。

　そして盲もう点てんに驚おどろきながら、もちろん知っているはずだという漠ばく然ぜんとした確信と共に、思い出そうとして────葉耶の家がどこにあるか全く思い出せないことに気づいた。

「あ……」

　忘れたのか、それとも最初から葉耶の家を知らなかったのか。

　そして今まで葉耶の家に行くことについて考えなかったことは、不ふ覚かくだった。

「実はさ、その住所が、ネットで出た」

　リカは、大男の手にあるスマートフォンを指差す。

「ネットって怖こわいね。……どうする？　知りたい？」

「……」

　蒼衣はリカと、それから何故なぜだか蒼衣以上に気まずそうな表情をしている大男の顔を見て、おずおずとそれへの答えを口にした。
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　　　四章　　四人目の『小人／きみ』
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　入いり谷や克かつ利としは、一家心中事件で生き残った二人の子供の片割れだった。

　そして最後の生き残りだ。その心中事件から十年後に起きた〈泡ほう禍か〉によって、当時十七歳さいの入谷は残された妹と、自分たちを引き取った祖父母、叔父おじ叔母おば、従兄弟いとこ二人、それから友達三人を、まとめて失ったのだ。

　忘れもしない、ちょうど今頃のような夏休みの日だ。高校最後の夏休みのある日、友人たちが泊とまりこみで遊びに来た夜、十年間入谷たちを育はぐくんだ祖父母の家は、中にいた人間全員を二度と外へ出さなかった。

　夜中になっても起きて遊んでいた入谷たちの目の前で、誰も触さわっていないのに突とつ然ぜん部屋の窓が閉じたのが、始まりだった。驚おどろいて四人が顔を見合わせたその時には、家から出入り可能な扉とびらと窓は亡ぼう霊れいによって閉じられて、そしてまず眠ねむっていた祖父母が布ふ団とんに入ったまま頭を叩たたき割られて────それから夜が明けるまでのうちに、入谷を残した全すべての人間が亡霊の手で殺さつ戮りくされた。

　それは地じ獄ごくの光景だった。

　血。

　血。

　血。

　居間が、風ふ呂ろ場ばが、廊ろう下かが、玄げん関かんが、家中のありとあらゆる場所で恐おそろしい殺戮が次々と行われて、飛び散り、滴したたり、流れる、血の海と化したのだ。

　そしてその血の海の中で、入谷の家族と友人が、次々と命を失って、物言わぬ骸むくろに変わっていったのだ。夜の間、あちこちの照明が壊こわされて光と闇やみの斑まだらになった閉へい鎖さ空間の中を、亡霊はうろつき、潜ひそみ、現れ、這はい回って、次々と入谷の最も親しい者たちをその手にかけていったのだ。

　その亡霊は────入谷の両親と、弟。

　心中事件で死んだ両親と弟。寝ていた入谷たち兄弟三人の部屋に、血ち塗まみれの包ほう丁ちようを手に襖ふすまを開けて入って来た父親と、その手にかかった母と、一番下の弟だったのだ。

　十年前に殺された家族が、新しい家族を皆殺しにした。

　これは入いり谷やにとって、十年前の事件を拡大して再現したものに他ほかならなかった。

　そしてこの再現を〈泡ほう禍か〉と呼ぶのだと教えられた時、入谷はその悪夢をさらに拡大して再現するという〈悪夢〉を、その身の内に宿していた。

　その〈断だん章しよう〉は、〈軍勢レギオン〉と名付けられた。

　入谷の周囲には、かつて入谷の家族と、そして彼らによって殺された新しい家族、友人たちが、常に亡ぼう霊れいとして存在している。

　影に、隣となりに、背後に、視界の端はしに現れ、入谷の精神を追い詰つめる。そうして入谷を脅おびやかす物言わぬ亡霊たちは、ひとたび〈断章〉として活性するや、ありとあらゆる出口を施せ錠じようしてその場にいるものを閉じ込め、残ざん虐ぎやくに殺さつ戮りくし、そして亡もう者じやの〈軍勢〉一員としてその末席に加えるのだ。

　今や、入谷の〈軍勢〉の数は五十を超えていた。

　殺せば殺すほどに〈軍勢〉は拡大し、その影響範はん囲いと殺戮力を増加させてゆく。

　いつか、増加しきった〈軍勢〉は、自分を殺すだろう。

　入谷はそう確信している。血ち塗まみれの家族と、友達と、それから後に〈断章〉の暴発によって死なせてしまった恋人によって────根こん拠きよなど何もないが────今度こそ最後の心中が実行されるだろう。




「…………ちっ」




　そして、そんな入谷は。

　今、半ば走っているも同然の早足で、寂さびしい住宅地の裏うら通どおりを舌した打うちしながら、厳けわしい表情で突つき進んでいた。

　右手をボタンを外した襟えり元もとに突つっ込み、首に走った古い傷きず跡あとを揉もむようになぞりながら。入谷の首には、かつての心中事件で父に刺さされた傷が二十年を経へても残っていて、今も後こう遺い症しようの不快な鈍どん痛つうを発して、このように入谷を悩ませているのだ。

　特にこんな、〈断章〉を脳の底から引き出した後は。

　じくじくと染しみ出して神経に障さわる痛みを揉んで散らし、舌打ちで誤ご魔ま化かしながら、入谷は鋭く視線を周囲に走らせ、手がかりを追う。

「鹿か狩がり……」

　血の痕あとを、追う。

　あのアパートで、一人で片かたをつけられればと思っていたのだが、残念ながらしくじった。

　だがまだ終わりではない。傷は負わせたようだ。神狩屋の傷はすぐに塞ふさがるだろうし、現に出血の痕はすでに見られなくなってしまっているが、血ち塗まみれになったらしい服や靴くつの残す痕こん跡せきは簡単にはなくならず、ましてやそんな状態で逃げるためには人目を避さける必要があるので逃走する経路は自然と限定されて、それが入いり谷やの追つい跡せきの続行を許していた。

　入谷と神か狩がり屋やは、〈神狩屋ロッジ〉の立ち上げメンバーだ。

　この町に住みながら、遠く離はなれた〈群むら草くさ工こう房ぼうロッジ〉の構成員扱いになっていた神狩屋と、今はもうない近きん隣りんの〈ロッジ〉の接せつ触しよくを受けながらも距きよ離りを置いていた入谷。同じ町にいながら孤立状態で、さらにはそれなりに危険性の高い〈保持者〉だった二人は、周囲の相談の結果引き合わされて、二人が擬ぎ似じ的な〈ロッジ〉として互ご助じよするように便べん宜ぎがはかられた。

　神狩屋は恋人を失って抜け殻がらとなっており、入谷は家族を失って恋人と暮らしていた。

　当時の入谷は、〈ロッジ〉が派は遣けんした〈騎士〉によって地じ獄ごくと化したあの家から救い出された後、その後数年かけて立ち直り、何もかも忘れて社会復帰をしようと望んで、それをほぼ達成しかけていた頃だ。

　入谷は事件のことなど早く忘れたかったし、だからこそ〈ロッジ〉とやらとも付き合わないようにしていた。なので正直〈ロッジ〉から接触されるのも、ましてや心を病んだ自分より年上の〈保持者〉を押しつけられるのも、大いに迷めい惑わくだったのだが、残念ながら入谷は本質的に文句を言いながらも面倒見のいい人間だった。

　結果、周囲の目もく論ろ見み通り、食事も身の回りのことも構いつけない神狩屋の社会復帰を、入谷は支援することになる。

　だが同時に入谷にも得るものがあった。入谷は〈悪夢〉との決別を望みながら、実態は頻ひん繁ぱんに視界を亡ぼう霊れいがよぎる制せい御ぎよさえ不十分な生活を長く強しいられていたわけだが、神狩屋は〈保持者〉としてのキャリアが長くないにも拘かかわらず〈悪夢〉と〈断だん章しよう〉についての洞どう察さつに長じていて、入谷とその生活を脅おびやかす〈断章〉を抑制する方法論について相当に効果的な助言をすることができたのだ。

　神狩屋の助言は的確で、入谷の〈断章〉は劇的に鳴りを潜ひそめ、これは入谷の精神に余よ裕ゆうをもたらした。そしてその余裕が入谷のスタンスを変化させ、数度の人助けと、神狩屋を支援しての古こ物ぶつ商しようとしての独立や世話になった近きん隣りん〈ロッジ〉壊かい滅めつなどのいくつかの事件を経て、入谷は〈ロッジ〉の立ち上げを決心するに至った。

　最初は、入谷が世話役をするつもりだった。

　世話役の入谷と助言者の神狩屋。二人の立場はまさしくそのままで、このままいけば、これで適材適所のはずだった。

　しかし、そうして活動を開始しようとした、矢先。

　そんな活動の傍かたわらで、順調に関係を育んでいた恋人が、もはや肉親同然となっていたのを引き金にして────ある日、入谷の〈悪夢〉が突とつ如じよとして三たび牙きばを向き、入谷の自宅で、入谷の目の前で、入谷の『家族』によって、頭部が半分になるほど凄すさまじい力で叩たたき潰つぶされて残ざん虐ぎやくに殺害されたのだった。

　それを境に、立場が逆さかさまになった。

　抜け殻がらの入いり谷やと、それを支し援えんする神か狩がり屋や。進めていた〈ロッジ〉の立ち上げは頓とん挫ざするのではないかと思われたが、意外にも神狩屋が引き継ついで、また意外にも適性を見せて、そのまま立派に形になり、〈神狩屋ロッジ〉がこの町に成立した。

　入谷は、そんな立場の入れ替わった神狩屋の保護を受けながら、今度は一年かからずに立ち直った。

　いや、『元のように』立ち直ったかと言われると明らかに違う。以来、入谷は今や最後の家族と言ってもいい神狩屋に対して壁を作り、全すべてを乾かわいた目で見る、荒すさみきった人間に成り果てていた。

　入谷はようやく悟さとったのだ。自分の〈悪夢〉が、どういうものであるか。

　入谷の家族は全すべて〈悪夢〉によって破は壊かいされ奪うばわれた。入谷はもはや、金こん輪りん際ざいこの世に家族は作らないと心に刻み、自分の持つ唯一の家族が、この亡ぼう霊れいたちなのだと認めるしかなかったのだ。

　そしてやがて、入谷は〈騎士〉の道に踏ふみ出した。

　だが入谷が〈騎士〉となったのは、人を助けるためではなかった。

　自分を助けるためでもない。もちろん、つまるところ己の心の救きゆう済さいである復ふく讐しゆうでもない。

　必要になったのだ。ずっと忘れようとして、必死で目を逸そらしていた自分の〈断章〉と向き合わざるを得なくなった入谷は、自分の悪夢が生いけ贄にえを求める悪あく霊りようの群れであることを知ってしまい────死なせてはならない人間を『事故』で死なせないために、死なせても構わない人間の存在が必要になったのだ。

　本当のところは、どうか分からない。

　だが少なくとも、入谷の認識は、それを確信していた。

　その確信が、〈悪夢〉のもたらす狂気と悲劇である可能性もある。だが、それを試す恐きよう怖ふよりも生贄を探す方が入谷にとっては遥はるかに気が楽で────それからの入谷は自分の抱かかえる悪霊に生贄を捧ささげ続ける、祭さい祀し者しやにして殺人者となっていた。

　もちろんそのことは、外部にはひた隠かくしにしている。

　神狩屋以外に、そのことを知るものはいない。

　そして、ほとんどの者が躊ちゆう躇ちよする『役目』を請うけ負う、人殺しの〈騎士〉として活動を始めた入谷は。今、最後の友人である神狩屋を、こうして『役目』を果たすために、延々と執しつ拗ように追つい跡せきしていた。

「……」

　いつかこうして神狩屋に〈断だん章しよう〉を向ける日が来るのではないかと、入谷は何年も前から、内心で予感していた。

　そして神狩屋にもそう言いはしたが、実のところこのような状況になることは、ほとんど予想していなかった。

　入谷は自分の〈断だん章しよう〉の不ふ始し末まつで、いつか神か狩がり屋やに危害を加えることになるのではないかと予感し、恐おそれていた。しかし先に神狩屋が道を踏ふみ外し、逆の立場で対たい峙じすることになるとは可能性はともかく、現実になるとは思っていなかった。

　とはいえ神狩屋が道を踏み外したこと自体には、驚おどろきはない。

　かつての抜け殻がらの神狩屋を知っている入いり谷やからすると、世話役としての神狩屋が薄うすっぺらい表面上のものでしかないことは火を見るよりも明らかなので、空からっぽのまま年月を過ごす神狩屋の精神にそのうち限界が来るであろうことは容易に想像がついていた。

　しかし、殺人者の道に足を踏ふみ入れ、殺すたびに人数を増やす〈軍勢レギオン〉というカウントダウンに常に追いかけられていた入谷は、自分の方が先に限界を迎えるだろうことを少しも疑っていなかった。〈目め醒ざめのアリス〉────白しら野の蒼あお衣いのことを聞いた時には確かに危ういものを感じたが、それでも自分が先に壊こわれるだろうという予想は、揺ゆらいでいなかった。

　だが、現実は。

　予想以上に白野蒼衣の存そん在ざいは、神狩屋の中の空くう洞どうを揺ゆさぶり、崩ほう壊かいを早めた。

　そして神狩屋離り反はんの事実を応おう援えん先さきで伝えられた時、入谷は僅わずかな驚おどろきを感じた後に、すぐに心を決めた。

　自分の手で片をつけるべきだと。それは自身の〈断章〉を自覚した時に神狩屋から距きよ離りを取り、神狩屋へ〈断章〉を向けてしまうことを意識し続けてきた、神狩屋を最後の友人とした入谷にとって、けじめをつけるような意味合いがあった。

　いずれにせよ、入谷は最初から神狩屋の有り様を、哀あわれに思っていた。

　神狩屋は死後への希望を捨てた人間だ。その死者の霊れいに悩まされている入谷にとってさえ、その在り方は不幸に見えた。

　出会って最初にした口論も、そのことだ。

　今でも思い出せる。自分に取り憑つく家族の亡ぼう霊れいを抑よく制せいできずに悩む入谷に、神狩屋は言ったのだ。




「それは〈泡ほう禍か〉だよ。君の弟も妹も友達も、もうどこにも存在しない」




　忠告するように。

「入谷君。君はわざとつらい考え方をしようとしてる。君の家族が、君の家族を殺したんだってね」

　最初は、慰なぐさめの言葉かと思った。

「……いや、いいんだ。事実は事実だ」

　だから入谷は、そう答えた。だが神狩屋はその入谷の答えに、静かに首を横に振って、否定したのだ。

「違う。僕ぼくが言ってるのは、君の家族はもう消しよう滅めつして、もうどこにもいないってことだ」

　入いり谷やの言葉と、入谷の全すべてを。

「…………何を言ってる？」

「君は、なくしたものの絆きずなに縋すがろうとしてるだけだ。死んだ人間は亡ぼう霊れいになんかならない。ただ完全に消えてなくなるんだよ」

「……っ!?」

「それは〈泡ほう禍か〉が見せているだけの罠わなだよ。認めた方がいい。君の〈悪夢〉と心が見せているだけの鏡像だ。そんなものに、迷うべきじゃない」

　その断言は、理り屈くつの上では分からなくもないが、家族が家族を殺したのだという諦あきらめが心の一部を支えている入谷にとっては、到底受け入れられないものだった。

　当たり前のように、死後の存在に悩まされ、死後の存在を信じている入谷には。

　死後の実在を信じることなしに、心安らかに一生を暮らせる人間が、一体どれほどいるだろうか？　少なくとも入谷はそんな人間ではなかった。死後がないならば、弟も、妹も、祖父母も叔父おじ叔母おばも従兄弟いとこも友達も、その死が、別れが、あまりにも無む為いだった。入谷には耐えられないのだ。

　反論し、口論になった。

　だが口の立つ方ではない入谷では、それこそお話にならなかった。

　結局最後には思わず手が出て、一発殴なぐって終わった。以来、二人はタブーのようにその話をしていないし、神か狩がり屋やも思うところがあったようで、他ほかの人間に対してもこの話はしていないようだった。

　ただ、入谷はそれ以来、予感していた。

　きっと神狩屋はいつか、その心に限界を迎えるだろう。

　そしてその時は、きっと神狩屋が陥おちいっている不幸を、周りに撒まき散らすだろう。

　死後を信じない自殺志願者とは、多分そういうことだ。死後に幸福になることも信じず、生まれ変わることも信じず、先に死んだ者、後に残した者と再会することも信じられない人間が自らの消しよう滅めつを願った時、一体何に遠えん慮りよや配慮をするだろう？

　そんなものは、ない。

　自分が世話した白しら野の蒼あお衣いを道具にするために追い詰つめ、さらには飯いい田だという世話役に神狩屋がしたことを知った今、入谷はその確信を強めていた。

　入谷は人でなしだ。自分の『家族』の生いけ贄にえにするために、人を殺している。

　それを言い訳するつもりはない。だが、それゆえに道を踏ふみ外し、それ以上の人でなしと化した神狩屋を始末するのは、自分であるべきだと思った。

　付き合いはそれなりに長いので、そのよしみがある。

　それから────こんな人でなしは、人でなし同士で潰し合うのが、きっと道理で、似合いで、一番の解決に違いない。

　自分よりも先に神か狩がり屋やが壊こわれたのも、きっとそんな巡めぐり合わせだ。

　入いり谷やはそう思った。そしてそんな決心と共にこの町に戻って来て、こうして神狩屋を追つい跡せきしているのだ。




「……」




　無言で入谷は、足を進めてゆく。

　進むほどに神狩屋の痕こん跡せきは薄うすくなり、血の痕あとはもうほとんど判別できなくなって、今や追跡が困難なほどになっていたが、入谷の足取りは異様なほどに迷まよいなく、むしろ進むほどにはっきりとしていった。

　そうする入谷の視界に映る景色けしきは、逆にうっすらとくすんでいる。入谷の〈断だん章しよう〉が滲にじみ出し、曇くもり空の下でもなお鮮せん烈れつなはずの夏の景色の色彩が、薄うすくフィルムを重ね焼きしたかのように、鈍にぶく滲にじんでいる。

「……」

　そしてもはや痕跡もなくなった、路ろ地じの先に、人影が立っていた。

　喉のどが深く裂さかれ、骨が見えるほどぱっくりと赤黒い空くう洞どうを晒さらし、そこから流れ出した血でパジャマの胸を真まっ赤かに染めた小さな子供が、細い路ろ地じに立ってＴ字路の一方向を微び動どうだにせず指差していた。

　二重映しのフィルムがずれるように、ちりちりと揺ゆれる霞かすんだ景色の中で。

　軽く目め眩まいがしそうなその揺らぎに、合わせるように浮き上がる、首の傷きず跡あとの痛みを押さえながら、ひどく冴さえた意識でその子供の方へと歩いてゆく。

「……」

　母親に刺され、死んだ弟の横を。

　血の匂においが鼻をくすぐるのを感じながら、入谷は早足ですり抜けて、指差していた方向へ路地を曲がり、その先へと目を向ける。

　その路地の先で、また、人影が立っている。

　口から血を溢あふれさせ、首に不ぶ格かつ好こうなマフラーのようにカーテンを巻き付けて、そのカーテンの中に折れた首を埋うめるようにして支えている少女が、やはり真まっ直すぐに路地の先を指差して微動だにせず立っている。

「……」

　亡霊に殺された、妹が。

　その姿を見み据すえ、首の痛みに歯を食いしばりながら、彼ら亡霊の指し示す方向へと、ひたすら無言で歩いてゆく。

　その指し示す方向に、神か狩がり屋やは逃げた。

　例え逃げても手がかりが途と切ぎれても、入いり谷やの〈断だん章しよう〉は、どこまでも追ってゆく。ひとたび〈軍勢レギオン〉に意識を向ければ、どこまでもその追つい跡せきの列は続く。ひとたび〈軍勢〉が標的にしたものは、いつまでも追跡されてゆく。

　まるで心中から逃れられないように縛しばる、血の繫つながりのように。

　そうして入谷はくすんだ世界で妹の横を通り過ぎて、その指差す先に目を向ける。

　その先には顔を半分叩たたき潰つぶされ、半身を血みどろにした恋人が、また彼方かなたを指差して立っていた。

　そしてそれを見つめた時、入谷は不意に立ち止まって、周りの景色けしきを見回して────こうして向かっている、神狩屋の逃げた方向が、明らかに『神狩屋』に向かっている方角だということに気がついて、不意に嫌いやな予感に襲おそわれた。




「……!!」




　　　　２




　蒼あお衣いと雪ゆき乃のは、その民家のインターフォンの前に立ち、しばし無言でそのボタンと、小さく点ともっている赤い電源ランプの光を見つめた。




「……どうする？　知りたい？」

「…………………………はい」




　リカの問いかけに、長い躊ちゆう躇ちよをして頷うなずいたその後。もう夕方になった頃に、再び蒼衣の家がある町に戻って来た二人は、住宅地のかなり奥まった場所に位置しているその家の前にやって来て、揃そろって門の前に立っていた。

　立派な家だった。

　この辺りにはそんな家が集まっているが、敷地が広い家。

　今は築ちく年数相当に古びているが、それが味になっているモダンで大きな家と、広い庭が、高い塀へいに囲まれている。厚い木板の門もん扉ぴには屋根を作っておらず、大きいながらも威い圧あつ感かんはない。

　その代わりというわけではないだろうが、門の隣となりには、庭に繫つながる大きな四角の近代的なアーチがあり、表面に木を貼はったシャッターが閉まっている。おそらくは、庭が駐ちゆう車しや場じようを兼ねているか、中にガレージがあるのだろう。

　蒼あお衣いたちが辿たどり着いた家は、そんなそれなりの裕ゆう福ふくさとセンスのある生活を想像させる家だった。しかしその造りに反して、どういうわけか一見して奇き妙みような寂さびしさと生活感のなさを感じさせる家だった。

　無人というわけではない。ただ、まるで息を潜ひそめて暮らしているかのような印象。

　そこで気づいたが表札が見当たらない。だがこの家こそが、確かに溝みぞ口ぐち家────かつて葉は耶やが住んでいた家で、間違いないのだった。

「……うん、多分、間違えてないと思う」

　蒼衣はメモを手に、どこか自分に言い聞かせるように、そう言った。

　ここは、葉耶の事件記事を元にネットを検けん索さくした結果、当時の報道からどういうわけか特定されていた、葉耶が両親と共に暮らしていた家だった。

　葉耶の事件が起こった、現場の家。

　そして何より、この場所こそが、葉耶の遺い体たいが見つかった、蒼衣の記き憶おくと事件との決定的な矛む盾じゆんを代表している場所なのだった。

「ていうかさ、住所までバレて公開されるんだね」

　蒼衣は複雑な思いで、言う。詳くわしくは見せてもらっていないが、どうやら過去にあった事件について話題にしていた掲けい示じ板ばんで、事件報道の内容や報道に使われた写真などの断片を繫つなぎ合わせて、場所が特定されていたらしい。

　住宅地で腐ふ乱らん死体が発見されたという衝しよう撃げき性と、それから母親が自分で殺しておきながら捜そう索さく願ねがいを出し、いけしゃあしゃあとメディアの前で泣いて見せたために、それなりに憶おぼえている者がいるくらいには印象深い事件だったらしい。おかげで話題は盛り上がり、情報が持ち寄られてその結果、住所の特定に至ったというわけだ。

　正確には住所そのものが書き込まれていたわけではなく、地図サービスの空くう撮さつ写真だったようだが。それでもネットに繫つなげる機器は携帯電話くらいしか持っていない、いまいちネットに疎うとい生活をしていた蒼あお衣には、軽く衝しよう撃げきというか不ぶ気き味みというか感心するというか、何とも表現しがたい思いが浮かぶ。

　その辺りは大差ない雪ゆき乃のだったが、雪乃の言い様はもっと乾かわいていた。

「そんなものでしょ」

　ただそれは、分かっていて言っている発言というよりも、単に突つき放しているような、そんな感じの言葉に聞こえた。

「で、どうするの？」

「うん……」

　そして突つき放しついでに、雪ゆき乃のは言う。

　促うながされてなお蒼あお衣いは戸と惑まどう。家が当時そのままであることは、ネットの空くう撮さつ写真によってすでに分かっていたが、そこに葉は耶やの両親が未いまだに暮らしたままでいるとは、蒼衣はあまり考えていなかった。

　居づらくなって、とっくに引っ越しているものだと。

　だがこうして現場にやって来て、目まの当たりにした今は、まだ住んでいる可能性が高いかもしれないと認識を改めていた。

　根こん拠きよはこの様子。それから表札がないこと。

　ただここに来るまでは、もし無関係な人が住んでいたらさぞ迷めい惑わくだろうという躊ちゆう躇ちよがあったが、そうでない可能性が高くなった今も、残念ながら払ふつ拭しよくとはいかず、また別の躊躇が蒼衣の中に生まれただけだった。

　過去の悲ひ惨さんな事件を遺い族ぞくに蒸むし返すことへの、当たり前な躊躇。

　そしてまた、それだけではなかった。この家の前に立った時、蒼衣は、こんな家には来たことがないという思いと共に、何だかひどく不ふ吉きつな────この家に対する怖おそれのような、そんな印象を感じ取ったのだ。

「…………」

　何だか本能的に、この家を訪ねることが、ひどく気が進まなかった。

　それは、いま見ている光景や印象とは何故なぜだか全く関係なく、もっと心の奥底からじわりと染しみ出してくる、得体の知れない拒きよ否ひ感かんだった。

　それはトラウマに踏ふみ込むことへの、忌き避ひだろうか？

　それ以外には考えられない。もう夕方で迷惑になるので、明日あしたにした方が……などと、引き延ばしの言い訳さえ頭に浮かぶ。

「……何してるの？」

　雪ゆき乃のがインターフォンの前で動きの止まった蒼衣に、訊たずねた。蒼衣は半ば深呼吸するように息をしてから、答えた。

「心の準備を……ちょっと」

「そう」

　やり取りのあと顔を上げる。感情はひどく忌避しているが、ここで帰るなど全くもって意味がなかった。

　自分の感情が、道理に合わない。どうしてこんなに嫌いやなのだろう？　大体こうして前に立ち、こうして見ていても、この家に見覚えは全くなかったのだ。

　初めて見る家にここまで拒否感が出るのは、理り不ふ尽じんとしか言いようがない。

　葉は耶やの事件の核心に近づいてゆくことに対して、それほどまでに意識の深いところが拒きよ否ひしているのだろうか？

　とにかく、覚かく悟ごは決めなければ。

　蒼あお衣いは何度か深呼吸し、心臓がばくばく鳴り出しているのを抑おさえながら、やっとのことで決心を固めて、インターフォンのボタンを押した。




「……」




　チャイムが外側では鳴らないタイプだったらしく、予想に反して、カチャ、とボタンを押した小さな音だけがして、静せい寂じやくが落ちた。

　ランプが点滅していることだけを痕こん跡せきに、停てい滞たいと静けさが広がって、聞こえるのはどこかで走る遠い車の音だけの、静寂が続いた。

　ひどく長く感じる沈ちん黙もくの中、実は故こ障しようしているのではないかとか、もう一度押そうかと、不安が広がる。そしてその不安に、そろそろ負けそうになった時、ぶつっ、とスピーカーが入る雑音がやっと聞こえて、スピーカーから老年の女性と思われる声が聞こえてきた。

「……どなた？」

「あ……あのっ……！」

　蒼衣は、緊きん張ちようで吹き飛びそうになった、ずっと考えていた台詞せりふを思い出しながら、インターフォンに向かって話しかけた。

「急に伺ってすいません。あの……ここは、溝みぞ口ぐちさんのお宅で、いいんですよね？」

「……」

　蒼衣が問うと、スピーカーの向こうは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくして、それから警けい戒かいするような声色で言葉が返ってきた。

「……はい、そうですが……何か？」

「あの、僕ぼく、葉は耶やちゃんの、友達なんです！」

　蒼衣はほとんど必死の様子で、言った。

「僕、白しら野の蒼衣といいます！」

「……!?」

　蒼衣が名乗ると、ずっと警けい戒かいの雰ふん囲い気きがあったスピーカーの向こうで、一いつ瞬しゆん息を吞のむような気配がした。




　　　　†




「ごめんねぇ。失礼な態度じゃなかった？　昔は悪戯いたずらが酷ひどかったから……」




　インターフォンで応対したのは、葉耶の祖母を名乗る老女だった。

　母方の祖母で、この広い家に一人暮らし。言葉の端はし々ばしから垣かい間ま見みえる事情では、父方は完全に関わりを断たってしまい、もはや重大な瑕か疵し物件として取り壊こわすしか道のなかったこの家で、ほとんど訪ねる者もなしに、たった一人で暮らしているようだった。

「あの子も喜ぶと思うわぁ。もう何年もね、誰も手を合わせに来る人もいなかったから」

　雪ゆき乃のを家の前に待たせ、自分だけが家の奥に案内されながら、蒼あお衣いは本当に嬉うれしそうに話す葉は耶やの祖母の言葉を聞く。

　もう来客の存在など考こう慮りよもされていない、よれよれのＴシャツとズボンに慌あわてて薄うすい上着を引っかけた姿の老婆は、見たところ蒼衣の祖母よりもかなり若い様子だったが、立ち振る舞いはすり切れたかのようで、蒼衣の祖母の何倍も老ふけて見えた。

「……」

　広い玄げん関かんには埃ほこりが溜たまり、長く掃そう除じがされていないことが窺うかがえる。

　途と中ちゆうの廊ろう下かは、老婆に案内されている短い経路だけが比較的綺き麗れいになっていたが、そこから外れた廊下には真っ白に埃ほこりが積もっていて、どうやら掃除どころか足も踏ふみ入れていないようだった。

　そして蒼衣は仏ぶつ壇だんに案内されていたはずなのだが、老婆が先導していった先は仏間ではなくＬＤＫ。しかも仏壇は、そのダイニングキッチンの隅すみに置かれていて、さらにリビングとの間は戸が閉め切られて、その向こうからは見えこそしないものの湿し気けった布ふ団とんを想像させる埃っぽい生活臭しゆうが、手入れの行いき届とどいていないダイニングキッチンの脂あぶらじみた空気の中に、ありありと漏もれ漂ただよっていた。

　……どうやら老婆の一人暮くらしには家が広すぎ、来客もないため、生活のほぼ全すべてがこのＬＤＫにまとめられているらしかった。おそらくリビングは寝室にされていて、布ふ団とんが敷きっぱなしの万年床どこになっているので、見えないよう閉め切られているのだろう。

　仏壇の扉が開けられると、そこには葉耶の写真と、それからおかしなことに菊の造花が飾られていて、蒼衣は微かすかに眉まゆを寄せる。

　きっと生花を調達するのも年寄りには大変なのだと思うが、だからといって造花でいいなどといった話も聞いたことがなく、この頃には家の状況全すべてと合わせて、蒼衣はこの老婆に対して拭ぬぐいがたい違和感を感じていた。

　ダイニングテーブルの椅い子すに座って仏壇に手を合わせるという、これまた初めての経験。

　仏壇の真ん中に置かれた、小さな写真立てには、決して写りのいいとは言えない遠景の写真からトリミングされた、しかも蒼衣の知っている享きよう年ねんの頃よりもずいぶんと幼い、葉耶の写真があった。

　仏壇に置かれた葉耶の写真を見た時に、もっと心を乱されるかと蒼衣は思っていたが、そうでもなかった。

　いや、急に見ればきっと動どう揺ようしただろう。しかし生前の葉は耶やが写った写真を見て動揺するのは、スクラップブックを見た時にもう済ませてしまったため、全く思うところがなかったわけではないが、動揺するまでは心が動かなかった。

　そうしてインスタントコーヒーを出されて、蒼衣はダイニングテーブルで、葉は耶やの祖母と向き合う。

　お婆ばあさんは首から紐ひもでかけた眼鏡めがねをかけて、それこそ蒼あお衣いに対して手を合わせかねない様子で、じっと蒼衣を見つめている。

「…………」

　居い心地ごこちの悪い思いをしながら、無言でコーヒーの湯ゆ気げを見つめる蒼衣。

　そしてしばらく無言が続いた後、お婆さんは、もごもごと口を動かした後、そんな老いた動作とは裏うら腹はらの非常にはっきりした言葉で、蒼衣に向かって言った。

「葉耶ちゃんも生きてたら、あなたみたいに大きくなったんですかねえ」

「は、はあ……」

　蒼あお衣は曖あい昧まいに返事をするしかない。

　このまま繰くり言が続くなら辛つらい。葉耶の事件について聞きたいのだが、何をどのように訊たずねればいいのか決めかねて、蒼衣はただ口くち籠ごもるばかりだ。

　だが、その躊ちゆう躇ちよを破ったのは、お婆さんのこんな言葉だった。

「葉耶ちゃんより背が小さかった、あの男の子がこんなに大きくなってねえ……」

「!?」

　ぎょっとした。明らかにお婆さんは小さい頃の蒼衣に会ったことがある口ぶりだったが、蒼衣はそんな記き憶おくは全くなかった。

「す、すいません……！」

　蒼衣は思わず、言っていた。

「僕ぼく、お婆さんに会ったことあるんですか!?　ごめんなさい、よく憶おぼえてなくて……」

　失礼を承知の問いかけだったが、お婆さんはさもありなんといった感じの表情で、ゆっくりと頷うなずいて答えた。

「ああ、そうねぇ。二回くらい見かけただけだから、憶えてなくてもおかしくないわねえ」

「あ、そうなんですか……」

「でも葉耶ちゃんのお友達は、蒼衣くん、あなたしか、見たことも、聞いたこともなかったから、よく憶えてるのよぉ」

　その言葉を聞いて、どこか外で見られたのだろうかと、一いつ瞬しゆん納得しかけたが、残念ながらそれでは済まなかった。

　お婆さんは、こう言ったのだ。

「この家に遊びに来てたあの子のお友達なんて、あなたしかいなかったしねえ」

「………………え？」

　聞いた瞬しゆん間かん、思考が止まった。

　納なつ得とくしようとした着地先が、ひっくり返った。自分がここに遊びに来ていた？　そんな馬ば鹿かな。憶おぼえがない。この家の外を見ても、中を見ても、空くう撮さつ写真を見ても、見覚えなど全く感じなかったのだ。

「…………………………！」

　そんなはずはない。顔から血の気が引くのを感じた。

　しかしお婆ばあさんは、にこにこしたまま懐なつかしそうに、そして残念そうに話す。

「あの頃は別のところに住んでてねぇ……たまたま様子を見に来た時に、ほら、あの庭で」

　言いながら指差す、閉まったままの一面のカーテン。

「庭で二人、遊んでるのを見てねぇ。聞いたらいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらだったけれども、小さく『蒼あお衣いちゃん』って。ああ、この取っつきづらい子にもお友達がいたんだって、その時は安心したんだけどねぇ……あんなことになるならねぇ、もっと早くなんとかしてれば……」

　お婆さんは色々と言っていたが、もうほとんど頭に入らなかった。蒼衣は指差されたカーテンを見つめ、半ば呆ぼう然ぜんと「ちょっと失礼します……」と断ことわって立ち上がり、庭に続いている大窓に近づいて、厚く埃ほこりっぽいカーテンを少しだけ開けた。

「……」

　見えたのは、荒れた芝しばの庭。

　伸のび放題の芝と、混在した雑草。そしてその向こうの、庭の奥まった部分に、倉庫というよりもガレージに近い、大きな箱形がシャッターを庭に向けていた。

　コンテナのような作りの鉄製の箱は、おそらく倉庫とガレージを兼ねていた。

　空撮写真で見た通りのものだったが、見せてもらったスマートフォンの画面は小さかったので、いまいちスケールが把は握あくしきれず、実際に見た全体像は想像していたものよりも、結構大きかった。

　そして────あの箱の下に、葉耶が埋められていたのだ。

　葉耶の墓ぼ標ひようと言い換えることもできるかもしれない箱形の倉庫は、元は真っ白で洒落しやれていたのだろうが、今は鉄板やシャッターの合わせ目に沿って錆さびが浮いている。

「……」

「どう？　お庭、懐なつかしい？」

　無言で庭を見る蒼衣に、声をかけてくるお婆さん。

「こんなおばあちゃんの一人暮らしでねぇ、草むしりもできてないから、ひどいことになってるでしょ。恥はずかしいわぁ」

「……」

　確かに荒れている。だがそんな理由とは関係なく、蒼衣はやはり、見覚えがない。

　ここで葉は耶やと遊んでいたと言われても、全く実感がない。もしかしたらお婆ばあさんが他ほかの誰かと勘かん違ちがいしているのではないかとも思ったが、だからといって葉耶に蒼あお衣い以外の、庭で一いつ緒しよに遊ぶような友達がいたのかと言うと、そんなことは想像もできないのだ。

　だがこの頃には、蒼衣はもう一つ、別の疑ぎ惑わくを抱いだいていた。

　本当に、ここに憶えがないのか？

　蒼衣は雪ゆき乃のに出会うまで、トラウマに対する自己防衛で葉耶のことを忘ぼう却きやくしていた。だとしたら、そんな蒼衣がいまさら他ほかのことを憶おぼえがないなどと言ったところで、それがどれだけ信用できるのか、はっきり言って疑問でしかないのだ。

　本当はあったのに、忘れているのではないか？

　葉耶の記憶を丸ごと封ふう印いんしていた人間が、他ほかに何を忘れていたとしても、おかしくなどないではないか。

　必死で考える。深く考えてゆくにつれて、脳の深い部分が拒きよ絶ぜつして、それ以上進めないような感覚に襲おそわれる。だが、いまさら何で？　とも思う。もう蒼衣は葉耶のことを思い出しているのだから、だったら何故なぜいまさら、葉耶の家で遊んでいたことなどを忘れている必要があるというのだ？

　必要？　何が？

　この場合、どうしてそれが必要になるのだ？

　考える。蒼衣はかつて自分の心を守るために、葉耶の悲劇を忘却していた。

　だとしたら考えられることとして自然なのは────まだ何か蒼衣は、恐ろしいことを忘れたままでいるのではないか？




　ぎし、




　と頭の中で、何かが軋きしんだ。

　庭を見つめ、その景色けしきに何も感じない自分の心の奥で、何かがずれる。

　心臓の鼓こ動どうが、少しずつ早くなる。お婆さんが、「葉耶ちゃんも喜んでるわ」などと、色々話しかけてくるのが背中に聞こえているが、蒼衣の意識には届いていない。

　そのお婆ばあさんの声が────すぐ隣となりから聞こえるまでは。




「────出てみる？　お庭」

「！」




　突とつ然ぜん、触ふれそうな距きよ離りで声が聞こえて、蒼あお衣いは思わず心臓が飛び出しそうなほどぎょっとして、慌あわてて自分の横に目を向けた。

　音も気配もさせなかったのか、それともただ呆ぼう然ぜんとしていた蒼衣が気づかなかっただけなのか。いつの間にか蒼衣のそばにやって来ていたお婆ばあさんは、蒼衣の懐ふところとカーテンの隙すき間まに、無む理り矢や理り体を押し込むようにして身を乗り出すと、思い切り近く窓に顔を寄せて、がたがたと窓の内うち鍵かぎを開け始めた。

「す、すいません！　そんな、別に……」

「いいえいいえ、出てくれた方が、きっと葉は耶やちゃんも喜ぶと思うわぁ」

　驚おどろき、慌あわてて弁解するように蒼衣は言ったが、お婆さんは構わず窓を開けた。

　錆さびか、それとも砂すな埃ぼこりの所為せいかは知らないが窓はザリザリと音を立てて、お婆さんのひどく苦労した様子と共に人ひとり分だけ開き、外の匂においと共にカーテンの吸っていた埃を部屋の中に吹き込ませた。

　植物の匂い。風雨に晒さらされた建物の匂い。

　それらの匂いが埃の匂いと混じって、部屋の中を巡めぐる。

「……ふう、大変だったわぁ。庭にはお台所の所にあるドアばかり使ってたから、もうすっかり窓まどが固くなっちゃって」

　おばあさんはにこにこと言って、それからどこからかスリッパを持って来て、窓の外に落とした。

「余分なサンダルはないのよぉ。このスリッパはもう捨てちゃうから、構わないからこれでお庭に出てね？」

「え……」

　勝手に話が進む上に、お婆さんの言うことも微び妙みようにおかしかったが、そんな状態のお婆さんの言うことに逆さからう気にもなれず、促うながされるままに履はいているスリッパから足を抜いて、落とされたスリッパを履いて庭に出た。

　庭に出れば、このお婆さんの世界の違和感から逃のがれられるかも知れないと思ったが、出ても大して変わらなかった。塀へいに囲まれて閉じ込められた芝しばの中に、台所から倉庫まで全く同じ経路を何度も何度も往復したと思しき、踏ふみ固められた道がたった一筋だけ延びているその光景は、家の中の奇き妙みように閉じたあの世界を少しだけ外に延ばしたに過ぎなかった。

　おそらく長い孤立と孤独のせいで、すっかりずれてしまった、老婆の生活と精神。

　それを体現した世界。過度に狭せまく小さく最適化され、澱よどんでしまったこの生活世界と精神世界は、まるで蒼衣を戸と惑まどいで塗り潰つぶそうとしているかのように浸しん食しよくしていて、さっきから嫌いやな考えが止まらない。

　スリッパを埋うめるくらいに伸びて、荒れた芝しば。

　その中から、庭に出てきた蒼あお衣いに驚おどろいて羽虫が飛び去り、視界の中をちらつく。

　そんな草くさ原はらの中に立っている倉庫は、やはり白く大きな、墓ぼ標ひようのように感じた。大きく、白く、そして錆さびついた、無機質な墓標は、葉は耶やには似合いのように思えた。

「……」




　ざわ、




　そしてその時、不意に、嫌いやな予感がした。

　ここに立ち、こうして白い倉庫を見ていた自分が、何だかひどく危あやういものに感じて、突とつ然ぜん意識が不安の中に投げ込まれた気がした。

　胸の中に得体の知れない危機感が広がって、足元の感覚が危うくなる。

　ここにいたくないと感覚が悲鳴を上げたが、それが何であるか、具体的には全く説明することができなかった。

　そして説明できず、立ち尽つくした蒼衣は、逃げる機会をもう失っていた。

「よっ……と。懐なつかしいわねぇ、思い出すわ」

　台所のドアから庭に降りてきたお婆ばあさんが、そう言いながら目を細めて庭を眺ながめて、そして蒼衣を手て招まねきしたのだ。

「こっちにいらっしゃいな」

「……」

　蒼衣はもはや顔がん面めん蒼そう白はくになっていたが、お婆さんはそんな蒼衣に気づく様子もなく、蒼衣にそう言った。

「倉庫、見せてあげる。あの倉庫であの子は見つかったのよ。手を合わせていってくれたら、あの子、喜ぶと思うわぁ」

「え……」

　みるみるうちに蒼衣の中に怯おびえが広がって、その場で一いつ瞬しゆん足が竦すくんだ。

「い、いや……」

「大だい丈じよう夫ふよぉ、綺き麗れいにしてあるから」

　思わず口を突ついて拒きよ否ひした蒼衣に、老ろう婆ばはにこにこと笑って言う。

　かつて死体が見つかった場所に、故人が喜ぶだろうからと平然と連れて行こうとする、そんなズレた老人特有の歪ゆがんだ『善意』に促うながされて、蒼衣は怯えを感じながらも、そこをあえて拒きよ絶ぜつする『悪意』を、目の前のお婆さんに向け続けることができなかった。

「さ、こっちよ」

「……！」

　何だろう？　何でこんなに怖こわいんだろう？

　蒼あお衣いは自分の顔が怯おびえで引き攣つっているのを感じながら、しかしここからいきなり逃げ出すような非常識に踏ふみ出せずに、お婆ばあさんの手て招まねきに応じて倉庫の方へ足を出した。

　芝しばの中にできた、きっかり決まった道を行く老ろう婆ばの、後を追って。

　意識が、感覚が全身全ぜん霊れいで拒きよ否ひする中、ただ普通を取り繕つくろっている自分が、ろくに感覚のない足を動かして倉庫の方に向かってゆく。

「こんな倉庫は壊こわしちゃえ、って何回も言われたけど、そんな気になれなくてねぇ、残してあるのよぉ」

　お婆さんはは先を歩きながら、のんびりと言う。

「でも、わたしみたいなおばあちゃんには、あんな大きな倉庫は要いらなくてねぇ。だからそのままにして、お弔とむらいをすることにしたのよ」

「……」

　さく、さく、と芝しばを踏ふむ音をさせて、先導するお婆ばあさんに、蒼あお衣は無言でついて行く。

　そうして大人おとなしく歩いている間も、必死で頭の中は、今からでもここを離はなれる言い訳を考えている。しかし自分がどうして逃げたしたいのかの説明もできない中、空転する思考では、自分を説得する言い訳さえ思いつかない。

　そしてそうする間にも、倉庫はみるみる近づいて。

　何も思いつかないまま、蒼衣は倉庫の前に辿たどり着いてしまった。

「さ、ここよ」

「……」

　嬉うれしそうに、お婆ばあさんは言う。

　そして倉庫の側面の、曇くもりガラスが嵌はまったアルミ製のドアの前に立たされた途と端たん、蒼衣の足はもう一歩も前に出なくなった。

「あ……」

　ただのよくあるドアが、蒼衣の目には、何故なぜだか妙みように大きく見えた。

　地じ獄ごくの門のごとく聳そびえているような、そんな錯さつ覚かくが、どこにでもある作りのドアに、何故だか重なったのだ。

　だがそんな蒼衣にも構わず、お婆さんは微笑ほほえんで。

　ドアノブに鍵かぎを差し込んで回しながら、世間話のように説明を続ける。

「この倉庫ねぇ、鉄でしょ？　夏になるとものすごーく暑くなるのよ」

　鍵を開ける。

「お日様の照ってる日は入れないくらいなのよ。今日きようは曇ってるから、多分大だい丈じよう夫ぶだと思うんだけど」

　鍵を引き抜く。

　ドアノブを握にぎる。

「それでね、わたし、葉耶ちゃんが寂さびしくないように……」

　そして益やく体たいもない話を続けながら、とうとうドアノブを捻ひねって。

　中に手を入れてスイッチを入れ、倉庫の中の明かりをつけると、そのままドアの傍かたわらで待って蒼あお衣いを促うながした。




「…………………………」




　開いたドアの前で、蒼衣は立ち尽つくした。

　どうしよう？　逃げ出したい。だが蒼衣は思い出していた。自分が葉耶の事件について調べていたのだということをだ。

　葉耶はここで見つかった。蒼衣の記き憶おくとの、致命的な矛む盾じゆん点てん。

　この場所はそういう場所だ。だとしたら、ここを調べることは必要なはずなのだ。例え心の奥底がどれだけ嫌いやがっていてもだ。

　いや────嫌がっているからこそ。

　ここには、蒼衣のトラウマの記憶に関する、何かがある可能性があった。

　矛盾を解消する、何かが。その何かを探さないことは、今の蒼衣には、あり得ない選択肢しなのだった。




「さあ」

「………………」




　もう一度促うながされ、蒼衣は、ごく、と音を立てて、口の中に溜たまった唾つばの塊かたまりを吞のみ込んだ。

　ポケットに手を当て、何かあったらボタンを押すだけで電話がかけられるように、雪ゆき乃のの携帯番号を表示した状態の携帯電話に触ふれて、心を落ち着ける。

　そして、ひどく重く感じる足を無む理り矢や理り動かして、倉庫の入口のドアに近づく。近づくと、開いたドアからは、倉庫の中の熱された空気が纏まとわり付くように溢あふれ出してきているのが、肌はだに触ふれて感じられた。

　炙あぶられた鉄板の熱だ。

　こんなに曇くもっているのにこの熱あつさでは、晴れの炎えん天てん下かでは、一体この中は何度になるのだろうと思った。

　そんな中に、葉耶は埋うめられていた。

　例え葉耶が、絞しめ殺されていなかったとしても、もしこの中に閉じ込められていたならば、ものの数分で熱ねつ射しや病びようにやられて死んだのではないだろうか。

　そんな地じ獄ごくの跡あとに、蒼衣は。

　一歩、一歩、近づいて、やがてドアをくぐって、中に足を踏ふみ入れた。

　入ると全身が、倉庫の中の熱に包まれる。中の空気は、熱あつく乾かん燥そうしたコンテナの匂においで、特に悪あく臭しゆうなどはなかった。

　床ゆかは、固められた土の地面。

　シャッターの位置などから、やはりガレージをとしても使われていただろうことが何となく窺うかがえたが、しかし今は車はおろか、何も物が置かれていなかった。

　ただ、がらんとした空間だけが、切れかけの蛍けい光こう灯とうに照らされている。拍ひよう子し抜ぬけしそうなほど何もなかった。単に奥の、倉庫の隅すみに、何かゴミのようなものが、少しだけ固めて放置してあるだけだった。

　だが。




「奥の隅に穴が見える？　そこにね、葉は耶やちゃんが、埋うまってたのよ」

「!!」




　そう背中からお婆ばあさんに言われて慌あわてて目を凝こらすと、確かにゴミの近くの地面には、かなり大きな穴が掘られているのが見えた。

　奥の蛍光灯は切れていて、全体的に薄うす暗ぐらくなっているので、影か何かのように見えて、一いつ瞬しゆん穴であると分からなかったのだ。

「中のものはお巡まわりさんが片付けちゃったらしくて、もう何もないのよ」

　お婆さんは言う。

「穴だけなのよ。だからそこに、手を合わせてあげてくれない？」

「は、はい……」

　蒼衣は引き攣つった返事をして、その倉庫の隅に向かって、足を踏み出す。




　ざり……

　ざり……




　広いコンテナの中に、スリッパと、土の足音。

　それから自分の呼吸の音。まるで倉庫の中の熱を呼吸しているようで、じんわりと肌はだに汗あせが滲にじみ出す。

　そうして一歩一歩近づいてゆくにつれて、ただ影のように見えていた穴が、穴として形を表し始める。そしてそのうちに、ただ熱された熱と土の匂においだけだった倉庫の空気の匂いに、急に別の匂いが混じって、蒼衣は微かすかに眉まゆを寄せた。

「……」

　有機的な匂においではない。プラスティックの匂いだ。

　溶とけたプラスティックの微かすかな匂い。不ふ審しんに思う。

　だがそんな蒼あお衣いをよそに、お婆ばあさんは蒼衣に声をかけてくる。背せ中なかかけられてくる声は、妙みような不安感があって、蒼衣の意識は嫌いやでもそちらに向く。




「なあんにもないでしょう？　葉は耶やちゃんも、寂さびしいわよねぇ」

「……」




　お婆さんは言う。蒼衣は答えないが、はっきりと聞いている。

　やめて欲しい。不安になる。だが『黙だまれ』と頼むのもおかしいので、蒼衣は止めることができない。




「寂しいと思うから、わたし、葉耶ちゃんにお人形を買ってきてるのよ」

「……」




　蒼衣は黙って進む。穴に近づいてゆく。

　お婆さんは構わずに、蒼衣に話しかけてくる。




「お人形をね、毎年、買ってきてるの」

「……」




　蒼衣は進む。

　お婆さんは続ける。




「毎年ね、一人ずつ、お人形を買ってきてお供えしてるのよ」

「……」




　蒼衣は進む。

　心の中で、不安が膨ふくらみ始める。




「そのお人形、だけどね」

「……」




　お婆ばあさんは言う。

　そして、蒼あお衣いは。

　ふと、お婆さんの言葉と同時にその存在に、気がついた。




「そこにあるんだけど、わかるかしら？」




　死体の埋うまっていた穴の傍かたわらに、手が、足が、顔が、出で鱈たら目めに混ざって転がっていた。

　そして目が合った。それに気づいた瞬しゆん間かん、心臓が跳はね上がって、声にならなかった。喉のどの奥で悲鳴が潰つぶれた。

「…………………………!!」

　そこにあったのは、溶け崩れた小さな人体が混ざった塊だった。最初はゴミに見えた塊かたまり。それはつやつやとした小さな手足、頭、胴どう体たいが飴あめのように溶とけて、ひしゃげ、くっつき合い、服と混じりながら床ゆかに広がっている怖おぞ気けを催もよおすオブジェだった。

　ただ、よく見ればそれは肉ではない。人形だった。

　プラスティックの人形が、おそらくは炎えん天てん下かの倉庫の熱に炙あぶられて、溶けて、くっつき、固まって、このおぞましいオブジェに変わったのだ。

　赤ん坊のような手足が、蠟ろうのように溶け潰つぶれた体から異様な角度で突つき出している。作り物の眼球が、鼻が、口が、溶けて髪かみの毛と混ざった顔面の上に、畸き形けいじみた不ぶ気き味みな配置で埋うまり、あるいは浮かんで、流れて、出で鱈たら目めに宙を見つめている。

　そしてそれらが複数、溶け、混ざり合っていた。

　混ざり合って一つの塊かたまりになり、遠目にはゴミの塊にしか見えない姿で、薄うす暗ぐらい倉庫に掘られた穴のそばに、横たわっていた。

　その全ぜん貌ぼうに気がついた瞬しゆん間かん、息も心臓も、止まるかと思った。もはや声も出せずに硬こう直ちよくし、立ち竦すくんだ自分の体の中で、心臓が今にも割れそうに、早はや鐘がねのように鳴っているのがはっきりと聞こえていた。

「…………………………!!」

　目を見開き、そのオブジェを見て、固まっていた。

　理解してもなお、金かな縛しばりにあったように身動きができず、今にも腰こしが抜けそうだった。

　ただの人形。必死で言い聞かせるが、一度萎なえた心と体は、なかなか元のようには動き出さない。今にも座り込んで、二度と立ち上がれなくなってしまいそうな恐きよう怖ふの残ざん滓しに、必死で抵抗して、立っているのが精一杯だった。

　だが、声も出せなかった蒼衣の状況には、お婆さんは全く気づいた様子がなかった。

　お婆さんは倉庫の入口に立ったまま、先ほどから蒼衣にかけていた、ある意味暢のん気きな言葉をそのまま続けていた。

「お人形ねえ、溶とけてるでしょう？」

　そうお婆ばあさんは、言う。

「この倉庫が暑すぎて、溶けちゃうのよ。でも仕方ないから続けてね、毎年一個ずつ……ひーふーみー……もう七年にもなるのねぇ。七つ、もったいないけど、仏ほとけ様さまに差し上げるつもりでね、ずっとここに置いてるのよ」

「……」

　蒼あお衣いは目を見開いて、その『人形』を見つめたまま、そんなお婆さんの話を聞く。

　溶とけてくっついた、七つの人形。

「…………」

　気味の悪いオブジェと化した、それらの人形を見ているうちに、蒼衣の中で不意に、厭いやな連想が働いた。




　七つ？




　穴の傍かたわらに横たわる、小さな七つの醜みにくい人形ニンギヨウ。

　今は一つになってしまったが、七つの人形ヒトガタ。




　────七人の、小人？




　不意に蒼衣がそんな連想をした時、後ろでバタンと、大きな物音がした。

「!?」

　振り返った。

　ドアが閉まっていた。

「あ……」

　蒼衣が足も動かせずに、呆ぼう然ぜんと閉まったドアに向けて無意味に手を差し出した時、視界の端はしの『穴』の中に満ちた暗くら闇やみの中で、




　ひた、




　と何かが冷たく、動いた。
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　ぞく、と背筋に、悪お寒かんが走った。




「!?」

『……気づいた？』




　雪ゆき乃のが弾はじかれたように顔を上げたのと、風かぜ乃のが囁ささやいたのはほぼ同時。そして振り返り、見上げたその家の様子は、すでに落ちた夕ゆう闇やみと共に異様なまでの静せい寂じやくに包まれていて、もはや家人がいる家とは到底思えない、廃はい屋おくのような暗い停てい滞たいが敷しき地ちそのものを覆おおっていた。

　遺族との話し合いに、単なる付き添いである雪乃が一いつ緒しよに行っても良くない影えい響きようが出るだろうと、蒼あお衣いだけ中に送り出した。

　そしてそのまま、雪乃は溝みぞ口ぐち家の前で待っていたが、そのあいだ門柱に寄りかかって目を閉じていて────そのためこの空気の『変質』が即座に皮ひ膚ふ感覚に触ふれて、電気に触れたように、門柱から身を離はなしたのだ。

　それは生暖かい鳥とり肌はだが立つ、冷たさとは違う、厭いやな空気。

　それは静寂だったが、肌と聴覚を切るような鋭するどい静寂ではなく、じわじわと耳から感覚と魂たましいを吸い出されるような、厭いやな感覚を催もよおす、重い粘ねん性せいの静寂だった。




　ぞ、




　と中に『何か』がいそうな、質量を伴った静けさだ。

　しかしその中にいるモノは明らかに人間ではない『何か』以外、想起できない、精神を侵おかすような畏おそれを含んだガスのようにまとわりつく静けさだ。

　そんな空気が、目の前にある光量の乏とぼしい家に、重く落ちている。

　つい先刻蒼衣が入っていった家は、夕ゆう闇やみ色いろに染まった曇くもり空の下、暗く、重く、厭いやな静寂に、完全に沈しずんでいたのだった。

「………………！」

　雪ゆき乃のは、それを見上げて。

　数すう瞬しゆん後、ほとんど無意識にカッターナイフの入ったポケットにやっていた手を改めて握にぎり直し、唇くちびるを引き結んで、鍵かぎの開いている門もん扉ぴを開けてその中へと飛び込んだ。

　入った瞬しゆん間かんに胸が悪くなり、軽い吐はき気に襲おそわれる。〈悪夢〉が敷しき地ち内の空気に、普通の人間ならば精神に影えい響きようが出るだろうほどの濃度で、満ちているのだ。

「っ！　これ、中に人が……」

『まずいかもね』

　鋭するどく呟つぶやく雪ゆき乃のと、言葉とは裏うら腹はらにどこか楽しげな風かぜ乃の。

　インターフォン越しに聞こえた声しか知らないが、この家の中には確かにあの老ろう婆ばがいて、仮に〈泡ほう禍か〉に巻き込まれていなかったとしても、この有様では確実に精神に異常をきたすに違いなかった。

　殲せん滅めつ。

　救出。

　目め眩まいのように〈悪夢〉が染しみ込んで来る頭の中で、雪乃はそれを振り払はらうようにして自分の『役目』を素早く固める。門から家の玄げん関かんへと早足で向かいながら、取り出したカッターナイフを後ろ手に隠かくすように持つ。ちきちきと少しだけ、刃はを露ろ出しゆつさせる。

「……」

　そして玄関の前で立ち止まり、中の様子を一いつ瞬しゆんだけ窺うかがって、ドアを開けた。

　開けると同時に身構えたが、玄関の中には何も動くものはなく、ただ薄うす暗ぐらさと重さを増した静寂だけが、




　ひし、




　と虚うつろな空間に満ちていた。

　全くの停てい滞たい。人の音も、気配もない。自分の呼吸の音さえ異物に感じるほどの虚うつろさが五感を覆おおうが、上がり口には蒼あお衣いの学校指定の革かわ靴ぐつが揃そろえて置いてあり、この家にまだ蒼衣がいることは間違いなかった。

　そして、




　茫ぼう、




　と、ほとんど夜よ闇やみと言っていい虚ろの奥に、ぼんやりと、明かりが。

　嵌はまった磨すりガラスと、四方の隙すき間ま。それらが四角く明かりを漏もらしているドアが、玄関から真まっ直すぐ先の、奥まった突つき当たりに、くすんで光っていた。

　何か亡ぼう霊れいじみた、鈍にぶい明かり。

　例えるなら深い真っ暗な森の奥に、ぽつりと点ともっているような、不安をかきたてる、ぼんやりとした明かり。

「……」

　雪ゆき乃のは、




　ごと、




　と音を立てて、ブーツを履はいたままの足で、家に上がり込んだ。

　細く静めた自分の呼吸を聞きながら、硬かたいブーツが廊ろう下かの床ゆか板いたを踏ふむ音をできるだけ潜ひそませて、耳が幻げん聴ちようを拾いそうな静けさの中を、身構えて進む。

　廊下は壁際に埃ほこりが積もっていて、ろくに掃除がされていない様子が窺うかがえる。雪乃が子供の頃に死んだ一人暮らしの祖母の家がこんな感じだった。体力的に辛つらいのでほんの時々しか掃除ができず、目も悪くなっているので汚よごれに気づかず、やっても行き届かなくなる。

　そんな、澱よどんだ生活臭しゆうのする中を、雪乃はゆっくりと進む。

　警けい戒かいと緊きん張ちよう。それらが胸の中で、じりじりと引き絞しぼられてゆく。

　そしてほどなく、明かりの漏もれる、ドアへ。雪乃はその前で気配を探りながら、左手を口元にやって、いつでも包帯が解けるように手首の包帯を咥くわえて────カッターナイフを持った手でドアレバーを押し下げると、次の瞬しゆん間かんには部屋に躍おどり込んでいた。




「……!!」




　中は、無人だった。

　ドアの向こうの部屋は、長く交換されていないためにすっかり薄うす暗ぐらくなった電灯が点ついているだけの、誰も居ないダイニングキッチンだった。

　無用に物が多く、雑然としている。

　そしてこの、モダンなデザインをしたフローリングのダイニングキッチンにはあらゆる意味で似つかわしくない、存在感のある仏ぶつ壇だんが置かれているのが、部屋の様子の異様さに拍はく車しやをかけている。

「………………」

　ダイニングテーブルの上には、二人分のコーヒーが置かれていた。

　手がつけられた様子はない。たった今までここに、蒼あお衣いと、おそらくあの老ろう婆ばの二人がいたことは、間違いがないように思われた。

　……どこに？

　雪ゆき乃のの心が焦あせる。

　ここにいないとなると、どこに？　何かあって部屋を出たのだろうかと部屋を見回したが、部屋には庭に出ることができる窓と、それからリビング部とを隔へだてていると思われる仕切り戸があるものの、どちらも閉じられていて、逃げ出したようには見えなかった。

　窓の外も、一見したところでは誰もいない。

　こうなれば手当たり次第しかない。まずリビングとを隔てる仕切り戸につかつかと歩み寄って、手をかけ、開け放った。

　開けた瞬しゆん間かん、湿し気けった寝具と人間の体たい臭しゆうが混じった、澱よどんだ部屋の匂においがむっと部屋から流れ出した。そして見えたのは、敷しきっぱなしの布ふ団とんと、大量の生活雑貨と衣類とゴミにフローリングの床ゆかが見えないほど覆おおい尽つくされ、カーテンも閉め切られてじめじめと暗い────何もかもが灰色にくすんだ、例えるなら老いた人間という生き物の生活を閉じ込めて発はつ酵こうさせたような、そんな部屋だった。

　だが、そこに雪乃が見たのは、それだけではなかった。

　雪乃はそれに気づいた瞬間、鳥とり肌はだが立つような思いと共に、思わず目を見開いて、思い切り息を吞のんだ。




「……っ!?」




　布団が、人の形に盛り上がっていた。

　硬こう直ちよくした。目を疑った。中身が空の布団が盛り上がっているわけではない。思わずよく見直すと、くしゃくしゃになったタオルや衣類に埋うもれてしまった枕まくら元もとに、それらとは別の質感を持ったものが、布の隙すき間まから僅わずかにはみ出ていた。




　髪の毛。




「…………………………」

　気づいた瞬間、思わずその場に無言で立ち尽くし、ただ無言で、それを見下ろした。

　冷たい汗あせが噴ふき出す寸前の嫌いやな感覚が、肌という肌に広がっていた。饐すえたような臭においのする、湿気た暗い部屋の中に、ぴくりとも動かない布団の盛り上がりがあって、そこから垢あかじみた髪の毛が、ぞろりとはみ出しているのだ。




　人？

　人なの？




　じっ、と息を詰めて、それを見つめた。

　布ふ団とんは周りのゴミと変わらずあまりにも静かで、どれだけ息を潜ひそめて気配を探っても、呼吸の気配すら感じることができなかった。伝わってくる体温のようなものさえ感じられない。その布団を被かぶった『塊かたまり』は、周りの湿し気けたゴミと変わらない、室温そのものに溶とけ込んで、ただ静せい寂じやくの中に横たわっている。

　まるで────死体のように。




　まさか。




　重い沈ちん黙もくを、飲み下す。

　気づけば、口の中がひどく乾かわいていた。ぐ、と強こわ張ばった顔の、そんな口元を引き結んで、細く緊きん張ちようした息を、無む理り矢や理りに吐はき出した。

「…………」

　そしてそのまま、息を殺して。

　床ゆかの『それ』を見下ろしたまま、雪ゆき乃のは、一歩、部屋の中へと踏ふみ込んだ。




　……みし、




　と厚い古着の層を踏んだせいで、ほとんど足音はしなかった。

　近づく。部屋に落ちる灰色の影の中に沈んだ『それ』は、なおもゴミの山以外の、何物にも見えない。

　汚よごれた古着とタオルと布団と、それから、脂あぶらじみた髪かみの毛が混じったゴミ。

　毛の長い黒犬か何かがゴミに埋うもれて死んでいたら、丁ちよう度どこんな風に見えるだろうと、そう思った。

　それでも、人間が寝ている布団に見える。

　そう見えて欲しくないにも拘かかわらず、まだそれは、人間にも見える。

　そして、やはりゴミにも見えるのだ。

　よく見れば汚きたならしい豆の薄うす皮かわのようなものまで、枕まくら元もとや布団の周りに、飛び散ったように落ちている。




　調べ……調べないと。




　必死で、そう自分に言い聞かせる。

　心の中の緊きん張ちようを押し殺して、そう決意し、もう一歩近づいて、そして────片膝ひざを折って、ゆっくりと『それ』へ顔を近づける。

「……」

　自然と息が止まる。

　顔を近づけてもなお、息遣づかいや体温は、やはり一切感じない。

　ただあまりにも静かに冷たい、古着と髪かみの毛の混合物。そしてそれを、ほとんど覆おおっている、垢あかじみた布ふ団とんへと、そーっと手を伸のばす。

　汚よごれた古着や、ゴミと混じった枕まくら元もとに。

　そしてよく見ればあの豆まめ殻がらのようなものがくっつている、髪の毛が混じっているゴミの山同然の枕元に。

「……」

　手を伸ばして、そして。

　その枕元に近い布団の端はしに手をやって────そっと、その湿し気けって冷たく重い布地を、つねるようにつまむ。

　それだけで、息が詰つまりそうになる。

　ぐ、と乾かわいた喉のどで、口の中の空気を飲み下す。




「……」




　そして、

　一いつ瞬しゆんの間があって。




「……」




　躊躇ためらって、

　意を決して。




「……」




　息を止め、

　覚かく悟ごを決めて。

　そして────




「……っ！」




　雪ゆき乃のは引き剝はがすように布団をめくった。その瞬しゆん間かん、埃ほこりと垢あかじみた匂においが、ぱっ、と布団とゴミの中から、部屋の空気に舞った。

　途と端たん────




　ばりばりと音がして、癒ゆ着ちやくしていた布ふ団とんがゴミの中から引き剝はがされた。




「!?」

　想像もしていなかった、重い手て応ごたえと異様な音。そしてそれと同時に、布団の中に大量に詰つまっていた、あの小さな豆の薄うす皮かわのようなものが大量に、枕まくらを引き裂さいて中身を撒まき散らしたかのように溢あふれ出して、ざあ、と乾かわいた音を立てた。

　そして飛び散り、舞う、土つち埃ぼこりのような粉。

　その土埃は、鼻や口に入った瞬しゆん間かん、猛もう烈れつに酸すっぱい腐ふ敗はい臭しゆうを発して、吐はき気と共に咳せき込みそうになった雪乃は、飛び退のくようにして後ろに下がった。

「うっ……!!」

　ぼさ、

　と手の離はなれた布団が、その内側を晒さらして落ちた。

　布団の内側は大量のヘドロを吸ったかのように完全に色が変わっていて、そしてそのヘドロのようなものが乾かん燥そうし、ごわごわに固まっていた。そしてその脂あぶらじみた土とも粘ねん土どともつかないものが、掛け布団と敷しき布団の間に詰まっていて、引き剝がした掛け布団からボロボロと剝がれてこぼれ落ちた。そして布団をゴミとを癒着させていたそのヘドロと共に、あの豆の皮のようなものが布団の中には一杯に詰まっていて、床に落ちた掛け布団に弾はじかれるようにして、周りに撒まき散らされた。

　そして────掛け布団には、タオルと共にへばりついた、髪の毛。

　あのばりばりと剝がれた音の一部は、確実にこの髪の毛が立てた音だった。

　張り付いた布団と共に、内側を晒さらしている。それは薄うす暗ぐらい部屋の中で、一見何だか分からなかったが、見る内に、やがて気がついた。

　布団に張り付いた髪の毛と一緒に剝がれた、頭皮の内側だった。

　半ばミイラ化した頭皮が髪の毛と共に剝がれ、真っ黒に変色した血管の痕あとを網あみ目めのように残した、内側を晒しているのだ。

　それが元あった枕の辺りは、凄すさまじい脂染みが、かつて枕とタオルだったと思しきものをどす黒く変色させていた。そしてそんな、血とも脂ともつかない染みの中に沈しずみ込むようにして、辛かろうじて皮ひ膚ふと髪の毛を一部残した頭ず蓋がい骨こつが、乾いた脂と泥どろによって半ば埋うずもれて、白い表面をのぞかせていた。

「………………!!」

　言葉を無くした。全すべてを理解した。

　布ふ団とんの中にあったのは、間違いなく人間の死体だ。

　粘ねん土どのようなものは、腐ふ敗はいして崩くずれ、水分と脂あぶら分ぶんを布団に吸われた肉と内臓。

　そして大量に詰つまった灰色の豆の薄うす皮かわのようなものは、死体に湧わいた蛆うじが蛹さなぎになり、それが羽う化かした後の抜け殻がらだ。

　布団の中で、凄すさまじい腐敗と蛆の生育が行われた、その残ざん骸がい。

　布団の中に閉じ込められたまま全すべてが終わり、その後も長く放置され、もはやこんな混合物に成り果ててしまった、人間の死体。

「う…………」

『……ふふ、懸け念ねんの一つは、解消したわね。少なくとももうこの人は、〈悪夢〉に当てられて発狂したりはしないわ』

　あまりのことに、口を押さえて立ち尽つくす雪ゆき乃のに、風かぜ乃のが囁ささやいた。

　そして、




『でもこれは、この家に住んでるお婆ばあさんのものよね？　だとしたら────アリスを招き入れたのは、誰？』

「………………!!」




　その風かぜ乃のの言葉に、雪乃は死人の眠ねむっていた灰色の影が落ちた部屋と、それからその隣となりの部屋でまだ湯ゆ気げが出ているコーヒーカップを共に見て、蒼あお衣いが一いつ緒しよにいるであろう『何か』のことを思って、




　ぞっ、




　と背せ筋すじに薄ら寒いものを走らせた。







　　　　２




　閉じ込められた暗い倉庫の中で、蒼衣は。

　穴の中で何かが動いた気がして、その瞬しゆん間かん、




　ぞっ、




　と背筋に悪お寒かんが走って、弾はじかれたように後ろを振り返った。

「……っ!!」

　ばっ、と心臓が縮むような思いと共に、目を見開いて振り返ったその先。しかしそこには何もなかった。倉庫の床ゆかに掘られた、ちょうど棺ひつぎを埋うめるのに適した様子の縦たて長ながの穴の中には、何も動くようなものはなく、ただ黒い闇やみを湛たたえているだけだった。

「……」

　いや、正確には、一つだけ、中にはあった。

　ただそれは、動くようなものではなかったし、事実動きもしなかった。

　蒼あお衣いの目は、しかし思わずそれに吸い寄せられる。穴に満ちた暗闇の中にぬめりと浮かぶ鮮あざやかな白。それはさして大きなものではない、円えん筒とう形けいの白い壺つぼが、ぽつんと一つ、納められているかのように穴の底に置かれていたのだった。

「!?　あ……!!」

　だがそれを見た瞬しゆん間かん、蒼衣の全身に、たった今まで感じていた悪お寒かんとは、全く別の種類の鳥とり肌はだが立った。

　それは骨壺だった。不ぶ気き味みな薄うす暗ぐらさが広がっている、死体発見現場になった倉庫の、まさに死体が見つかった穴の中に納められていたそれは、小さく簡素な作りの、子供用の骨こつ壺つぼだったのだ。

　死人の肌のような色をした、死人の骨を納おさめた容器。それが、かつて母親に絞しめ殺されて埋められた穴の中に、まるで元あった場所に返そうとしてでもいるかのように、ぽつんと納められていたのだった。

　溶とけ合わさった七人の小こ人びとに、見守られながら。

「………………!!」

　この状況で考えられることは一つしかない。蒼衣は自分の顔が引き攣つっているのを感じながらそれを見つめ後ずさり、締しめ付けられた心臓と肺に絞しぼり出されたかのように、口から『その言葉』を漏もらしていた。

「……葉耶ちゃん……」

　蒼衣の口から漏れたのは、その名前。

　瞬しゆん時じに蒼衣は悟さとったのだ。葉は耶やの死体が埋められていた穴の中に納められるいわれのある骨壺など、葉耶のもの以外に考えられなかったのだ。

　だが蒼衣がその名を呟つぶやいた、その直後。







「そうよぉ、ここで眠って、あなたを待ってたのよ」







　突とつ然ぜん耳の傍そばで、老ろう婆ばの声が囁ささやいた。

「ひっ……!?」

　生暖かい息の感かん触しよくと臭においが顔に触ふれて、背せ筋すじに悪お寒かんが駆かけ上がり、蒼あお衣いはその場で硬こう直ちよくした。急に何の前触れもなく、耳に触れんばかりの近くで声がして、その瞬しゆん間かん、蒼衣の背後に広がっていた背中に張り付くような薄闇の中に、滲にじみ出すようにして、濃こい気配が現れたのだ。

　背中に張り付くように、老婆の気配が。

　ここにいるはずがなかった。つい先ほど、この倉庫のドアは、あのお婆ばあさんによって外から閉じられて、蒼衣はここにたった一人で閉じ込められたはずなのだ。

　入って来た気配も、近づいてきた気配もない。

　いやそれ以前に、目で見ていないからこそはっきりと分かった。体温も息遣づかいも、生物としてあるべきものを何一つとして含んでいない、ただ『老婆』であると分かる印象だけを固めたこの気配は、老婆どころか人間のものでさえなかった。




　────〈異い形ぎよう〉。




　ぞわ、と汗あせが流れ出すほど温度の高い倉庫の空気の中で、それに逆らうようにして、全身に鳥とり肌はだが広がった。

「う…………!!」

　逃げだそうと……せめて動こうとしたが、もうこの時には指の先さえ動かなかった。どれだけ動こうとしても力を入れた先が萎なえて、まるで力にならず、まるで染しみ込んで来た〈悪夢〉に指先から細胞組織を冒おかされて、それが広がっているような、疲ひ労ろうにも似た不快な感覚に全身を囚とらわれていた。

　だが。




「…………………………!!」




　自由にならない自分の体が、ゆっくりと、ゆっくりと傾かしいで、遺い体たいの穴の底を覗のぞき込もうとしていることに気がついて、蒼衣は心の中で悲鳴を上げた。

　見開き瞬まばたきもできない目。固まって動かない首が、上半身ごと前へ少しずつ傾かたむいて、葉は耶やの死体が埋うめられていた穴の底を覗のぞき込もうとしていた。

　幼おさな馴な染じみの少女の骨こつ壺つぼが納められた、暗くら闇やみの底を。

　瞬しゆん時じに嫌いやな予感が頭の中で炸さく裂れつし、必死で上半身を引き戻そうとしたが、必死に力を入れようとすればするほど体は逆に前へと傾ぎ、まるで穴の底へと倒れ込もうとでもするかのように前へ前へと身を乗り出していった。

　いや、違う。

　ように、ではない。倒れ込もうとしているのだ。

　前へ。

　死体を埋うめた穴の中へ。

　体はもう爪つま先さき立だちも同然になり、ぶるぶると震ふるえ、しかしそれを支えるだけの力を入れることもできず、できることは頭の中で悲鳴を上げることだけ。

「…………………………!!」

　しかしどれだけ心の中で叫さけんでも助けなどなく、ただ背後の老ろう婆ばの『気配』が、笑っているのを感じていた。

　そして────

　足あ搔がいて、抵抗して、しかしほどなく、限界を迎えて────

「!!」

　頭から落下する感覚に襲おそわれて、穴の中に転げ落ちた。冷たい落下の直後、受け身さえ取れずにコンクリートのように固い土に、横顔と肩かたから思い切り落ちてぶつけ、脳や骨にまで響ひびく衝しよう撃げきと痛みが、ごつん！　と重く体の中を貫いた。

「うっ……!!」

　頭が跳はねた。一いつ瞬しゆん目の前が白く光り、衝撃が頭ず蓋がいを貫いた。

　肩も骨が外れたかと思うほど痛い。身動きが取れず、穴の底に這はいつくばって、土を引っ搔かくこともできずに、うっすらと目を開けた。

　片頰ほおを生なま温あたたかい土につけた視界は、真っ暗で、ぼやけている。

　穴の底。最初は何も見えなかったが、衝撃でぼやけていた目がはっきりしてくるにつれて、自分の状況が、だんだんと見えてくる。




「っ!!」




　そして見えなければ良かったと、後悔することになった。

　自分の頭は、穴の中に置いてあった、葉耶の骨壺の、まさに目と鼻の先に横たわっていたのだった。

　その白い表面に、息がかかりそうなほど近くに。

　そしてその温度を顔の皮ひ膚ふで感じられそうなほど、あるいはもしもその粉末状の中身が漏もれていたとしたら、今まさに吸い込んでいてもおかしくはないほど、それはあまりにも顔の近くに鎮ちん座ざしていたのだった。

　蒼あお衣いは墓穴の底に横たわり、遺い骨こつに口づけせんばかりに顔を寄せていた。

　身動きもできずに。そしてその光景を穴の上から、溶とけ合わさった七人の小こ人びとが、出で鱈たら目めに位置が崩くずれた十四の目で、無表情に見下ろしていた。

　呼吸と共に口に入ってくる、砂すな埃ぼこりの味が骨こつ灰かいの味に思えてきた。

　いや、よく考えてみればこの墓穴は、葉は耶やの死体を埋うめたもので、見つかった時には腐ふ乱らんし損そん壊かいしていたという葉耶の一部はこの土に含まれていて、今まさに葉耶の腐乱死体を口に入れて、嚥えん下げしているかもしれないのだ。

「………………!!」

　嫌いやだ。穴の底で、もがいた。

　しかし体は動かない。体のあちこちに、痛みが走るばかりだった。

　必死になって、顔を上に向ける。

　穴の外へ。まるで溺おぼれているかのように顔を上げて、必死で助けを求めるが、声は口から出ていなかった。

　聞こえるのは、ただ体が微かすかに動いて、服が土を擦こする音だけ。

　声が出せないことを認識すればするほど、体が動かないことを認識すればするほど、頭の中は恐きよう慌こうに塗ぬり潰つぶされて、必死さを増して助けを求める。




　────助けて!!




「…………………………!!」




　────誰か、ここから出して!!




「………………………………………………!!」




　だが、それだけ足あ搔がいても、現実は何もできていなかった。声は出ていない。体も動いていない。必死で上を向こうとする頭も、ただ穴の縁ふちの僅わずか数センチ、溶とけた七人の小人が辛かろうじて見えているばかりだった。

　外を。穴の外を。

　必死で、せめて一目でも見ることができれば何か変わる気がして、必死になって首をねじりながら、穴の底でもがく。だがそうしていると、僅かに垣かい間ま見みえていた穴の縁に、不意に誰かの靴のようなものが見えた気がした。

「!!」

　それは一いつ瞬しゆんの錯さつ覚かくかもしれなかったが、縋すがるには十分で────気づいた瞬しゆん間かん蒼あお衣いは、首を痛めるのも構わずに無む理り矢や理りに、ほとんど最後の力を振り絞しぼって、頭と上半身を思い切り上へと向けた。




　そこには子供の頃の蒼衣が、呆然とこちらを見下ろしていた。




　停止。

　沈ちん黙もく。

　空白。

　そして────




「──────────────────え？」




　見上げていた蒼あお衣いの口から、ようやく、ただそれだけ、声が漏もれた。

　穴の縁ふちには、小学校の頃と思われる蒼衣が、誰なのか二歳さいくらいの小さな女の子の手を引いて立っていて、恐きよう怖ふと混乱と衝しよう撃げきで呆ぼう然ぜんとした顔でただ目を見開いて、穴の底にいる蒼衣を、じっと無言で見下ろしていたのだった。

　どういうことだ？

　何も分からなかった。

　自分が一体何を見ているのか、何か起こっているのか、全く少しも、理解できなかった。

　ただ真っ白になった頭の中で、その光景を見上げているうちに、ふと穴の上にいる蒼衣の視線が自分を見ていないことに気づいた。目が合わない。穴の上にいる子供の頃の蒼衣は、穴の底から見上げている、この高校生の蒼衣を見ているわけではなかった。

「……」

　視線は、蒼衣を素通りしている。

　首をひねって見上げている、蒼衣の後ろの方を、見つめている。

　どういうことだ？

　何も分からなかった。

　分からなくて────

　視線を、戻した。




　真っ黒に腐敗した少女の死骸と目が合った。




「…………………………っ!!」

　干し柿がきのような凄すさまじい色をして、肉が崩くずれ落ちる寸前にまで腐ふ敗はいした少女の死し骸がいの、今や中に蛆うじ虫むしが蠢うごめく空くう洞どうになった目と突とつ然ぜんに目が合い、その次の瞬しゆん間かん、酸さん味みを帯びた凄まじい腐敗臭しゆうが墓穴の底に充満して、鼻と喉のどの粘ねん膜まくと眼球を強烈に焼いた。

　墓穴の底に横たわり、折れたようにくたりと顔をこちらに向けた腐ふ乱らん死体。それだけでも恐きよう怖ふに心臓が握にぎり潰つぶされ、口から恐きよう慌こう状態の悲鳴が出そうになったが、それよりも何より異常なのは、その少女の腐乱死体の上に大人おとなの女性が馬乗りになって、凄すさまじい形ぎよう相そうで死体の首を絞しめていることだった。

　憎ぞう悪おとも恐怖ともつかないものに塗ぬり潰された、まさに人間が鬼おにになった表情で。

　組み敷しき、もうとっくに死んでぐずぐずに腐ふ敗はいしている少女の首を、腐くさった首の肉に指が埋うまるのも構わずに、力の限りに締め上げていた。

　倒れている蒼あお衣いの目と鼻の先で、指は肉の中に文字通り食い込み、汁しるとも脂あぶらとも腐ふ肉にくともつかないものが指の間から絞しぼり出されている。そしてほとんど粘ねん土どのようになった肉と皮で繫つながっていた頭部は、その暴ぼう虐ぎやくによって、今にも千ち切ぎれて取れそうになっている。

　少女の腐肉の中から無数の蛆うじ虫むしが逃げ出し、周りの地面に放射状に拡ひろがっている。

　まるで少女の肉が無数の蛆虫に変わって、女性の殺意から逃げだそうとしているかのようにも見える。

　腐ふ臭しゆう、腐ふ汁じゆう、ぴちぴちと蛆虫が蠢うごめく音。

　吐はき気を催もよおす地じ獄ごく絵図。だがそれを見ていた蒼衣は、不意にその地獄絵図を、穴の上から見下ろしている構図の光景が、頭の中に浮かんでいた。

　腐乱死体は────腐汁で汚よごれた、葉は耶やの服を着ていた。




「………………!!」




　思い出した。

　何もかも思い出した。

　あの見下ろしている蒼衣は、自分だ。自分は小学校の頃に、確かにここに来ていて、この光景を、ああやって見下ろしていたのだ。

　葉耶のお母さんが、腐った葉耶の死体の首を絞めている光景をだ。

　腐って蛆だらけの葉耶の死体の首を絞しめる背中。今は逆に見上げている葉耶のお母かあさんは、凄まじい密度で飛び回る蠅はえや腕うでを這はい上がる蛆虫が口に入るのも構わずに、大きく口を開けて、組み敷しいた葉耶の死体を何事か罵ののしっている。

　ただ、声は聞こえない。

　葉耶のお母さんが叫さけぶ言葉は、そこだけ音声が壊こわれているかのように、何も聞こえない。

　ただ蛆虫が蠢うごめき、蠅が飛び回る音が、世界を覆おおい尽くしている。振動する蠅の羽音と、腐った肉と脂の中で丸々と肥こえた蛆虫が蠢いている湿しめった音が、耳の中の空くう洞どうと鼓こ膜まくを一杯に埋め尽つくして、頭の中までを一杯にしている。

　鼻の中と口の中の空くう洞どうを、つんと痛いほどの凄まじい腐ふ敗はい臭しゆうが満たす。




　嫌いやだ。

　もう嫌だ。

　助けて。

　誰か助けて。




　涙なみだを流して助けを求めるが、現れた世界は、何も変わらない。

　思い出したこの世界は、ただ溶とけた腐敗だけに満たされて、腐ふ汁じゆうに漬つけ込むように五感を蝕むしばんで、ただその中にいる蒼あお衣いをひたすらに苛さいなむ。

　そうしていると、首を絞しめられている葉は耶やの、蛆うじに喰われて歯が剝むき出しになった空からっぽの口から。







『────ねえ、蒼衣ちゃん、思い出した？　わたしの、ヘンシツ』







　声が聞こえた。腐くさった空くう洞どうの中から。

　在ありし日の、葉耶の声が。

「──────────────────っ!!」

　絶ぜつ叫きようした。今度こそ声を上げて。喉のどの奥、胸の奥、魂たましいの奥から、恐きよう怖ふと嫌けん悪おと絶望の、絶叫を上げた。

　だが絶叫し、開いた口に、腐汁に塗まみれた蛆うじ虫むしが入り込んだ。腐ふ乱らんして液状になった肉と、染しみ出した脂あぶらにてらてらと光る蛆虫は、葉耶の死体から這はい出して拡ひろがり、今や蒼衣の全身を這い回っていたのだ。

　口の中に、腐った肉と脂の凄すさまじい臭においを伴った味が広がった。

「うっ……げっ……!!　うあ……!!」

　胸が悪くなり、腹の底から嘔おう吐と感かんがこみ上げ、蛆を吐はき出し、えづいた。

　だがえづいて開いた口に、顔に脂の痕あとを引きながら這い上がっていた蛆虫が、何匹びきも続けて入り込んだ。

「あ！　ああ……!!」

　もう駄だ目めだった。口をすぼめて、蛆虫の柔やわらかい感かん触しよくと腐くさった人間の脂の感触と共に吐き出そうとしたが、舌したがそれに触ふれるのを拒きよ否ひした。

　だが口の中にできた空くう洞どうを、おぞましい蛆虫は遠えん慮りよ呵か責しやくなく這い回り、凄まじい臭いのする脂を全身にまとわりつかせたまま、喉のどの奥にまで入り込んでいった。

「!!」

　ごろり、と吐はき気と共に蠕ぜん動どうした喉が、逆に蛆うじ虫むしを吞のみ込んでしまった。

　太った蛆虫の感かん触しよくが蠢うごめきながら、食道をゆっくりと運ばれていって。胃に到達するまでの感かん触しよくが、ありありと降りてゆく。

「あ……あ……ああああああああああ……！」

　悲鳴を上げる。その間にも、蛆虫は次々と体中を這はい上がり、口の中に入り込んでくる。口を押さえ、悶もだえ苦しむが、口を押さえた手もすでに蛆虫だらけで、その手から顔へ、唇くちびるへ、鼻へと蛆虫が乗り移ってくる。




　やめて……！

　やめてくれ……！




　涙なみだを流し、全身を、口の中までも蛆虫と腐ふ汁じゆうに覆おおわれて、もがき苦しむ。

　心の奥底から、全すべてを押し流す恐きよう怖ふと嫌けん悪おと哀あい願がんが濁だく流りゆうのように溢あふれ出し、正常な精神を押し流し、滅め茶ちや苦く茶ちやに削けずり取ってゆく。

　凄すさまじい勢いで正しよう気きが侵おかされ、破は壊かいされていった。

　頭の中が真っ白になっていき、全すべてが恐怖に塗ぬり潰つぶされ、頭と心の中にある何もかもを手放しそうになった時──────突とつ如じよ声が、全てを切り裂さいた。







『〈私の痛みよ、世界を焼け〉っ!!』







　瞬しゆん間かん、倉庫内の全ての闇やみが真まっ赤かな照り返しに塗り潰され、全ての音が、猛もう然ぜんと吹き上がる炎の音に塗り潰された。

「!!」

　轟ごう！　と蒼衣の視界にあったものが瞬またたく間に発火して劫ごう火かに吞のみ尽つくされ、腐ふ乱らん死体が、死体の首を絞めている女性が、そんな二人から広がっていた蛆虫が、一いつ瞬しゆんのうちに炎の中で黒いシルエットと化して、狂ったように暴あばれながら燃え尽きていった。

　倉庫が真っ黒になるほど飛び回っていた蠅はえは、空中で炎に舐なめられ、渦うずを巻いて飛び回る無数の大粒つぶの火の粉こに変わった。視界が真っ赤になるほどの火の粉の渦は、畏おそれさえ感じる飛行を繰くり返したあと、次々と燃え尽きて、爆はぜ、本当の小さな火の粉に変わって空気の中に消えていった。

　猛もう烈れつな炎ほのおの臭においが、凄すさまじい腐ふ臭しゆうを空気ごと焼き払はらった。

　墓穴と倉庫の中を火の海にして、〈断だん章しよう〉の炎が荒れ狂い、全すべてを灰に還かえしていった。

　花火のように吹き上がって渦うず巻まいた殺さつ戮りくの炎は、やはり花火のようにあっけなく燃え尽つきて消えていった。

　やがて〈悪夢〉の何もかもが燃え尽きた後、ただ猛もう烈れつに焦こげた臭においがするばかりの倉庫の中に立っていたのは、カッターナイフを手にして左手首に生なま々なましい切り傷を作った、黒いレースのリボンを揺ゆらす雪ゆき乃のだけだった。

「……」

　雪乃は倉庫の中を見回すと、ブーツで地面を踏ふむ音をさせて、奥へと歩み入った。

　そして四角く掘られた墓穴に近づいて、その脇わきに置かれた、溶とけ混ざった『六体』の人形を見て微かすかに眉まゆをひそめた後、墓穴の中に横おう臥がしてる蒼あお衣いを見下ろして、しばし呼吸などを観察したあと声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　珍めずらしく素直な心配の言葉だったが、蒼衣は答えなかった。

　蒼衣の横には倒れた骨こつ壺つぼから、まるでたった今ここで子供が火か葬そうされたかのように、ほとんど灰ばかりの遺い骨こつが、横たわった子供の大きさで添そい寝するように広がっていた。

「……白しら野の君？」

「うん……」

　もう一度呼びかけて、蒼衣はやっと、答えた。

「生きてるみたいね。ひどい有様だから、服は着替えた方がいいわね」

　雪乃は言う。

　それは雪乃の言う通りで、腐ふ汁じゆう混まじりの大量の蛆うじ虫むしにたかられた蒼衣の状態は、どこから見ても酷ひどいものだった。蒼衣の服の中などに入り込んで生き残った蛆虫が、ひどい臭においの黄色い脂あぶらにまみれた蒼衣のシャツから、ぽろりと落ちる。

「……」

　蒼衣は答えない。蛆虫が動いても、身じろぎもしない。

　雪乃はそれを見下ろして、眉まゆを寄せて、もう一度言った。

「……本当に大丈夫？」

「うん……」

　重ねて問われて、ようやく答える蒼衣。雪乃は軽く溜ため息いきをついて、そして思い出したように自分の左手首の止し血けつを始めながら、憮ぶ然ぜんと言った。

「悪いけど大丈夫には見えないわね」

「うん……」

　蒼衣は答え、それからようやくぽつりと、返事以外の言葉を口にした。

「全然大だい丈じよう夫ぶなわけじゃないけど……まあ、大丈夫……だと思う」

「そう」

　お返しのように、ただ短く返事をする雪ゆき乃の。

「ただ、考え事してた」

「……」

「思い出した。僕ぼく、ここの記き憶おくを忘れてた。ひどい記憶だったから、忘れてた」

「………………そう」

　雪ゆき乃のは返事をする。だが今度の返事には先ほどのような、意い趣しゆ返がえしのような響ひびきは混じっていなかった。

「でも……考えてたのは、ちょっと違うことなんだ」

　蒼あお衣いは、ぽつりぽつりとした同じ調子で、そう、言葉を続けた。

　雪乃は言う。

「……聞いて欲しいの？　下くだらないことだったら殺すわよ」

「うん、ちょっと、大事なこと」

　蒼衣は特に冗じよう談だんの類たぐいではないようで、そう言った。

「わかった。聞いてあげる」

　雪乃は、答える。

　だがそれに対する蒼衣の答えはひどく唐とう突とつで、雪乃の理解を超えていた。

「あれ…………夢ゆ見み子こちゃんだと思うんだ」

「はあ？」

　雪乃は眉まゆを寄せた。

「……何が？」

「思い出したんだ」

　蒼衣は詰きつ問もん気ぎ味みの雪乃にも関係なく、淡たん々たんと、言葉を続けた。

「僕は小学校の時、ここで葉は耶やちゃんの死体を見た」

　そして。




「でもさ────その時、手を繫つないでた女の子がいるんだけど────その子さ、信じてもらえないかもしれないけど、夢見子ちゃんだと思うんだよ」

「はあ!?」




　蒼衣の言葉に、雪乃はわけがわからず、思わずそう答えていた。
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　　　間章　　スープの唄







「ふんふん～♪」




　田たの上うえ颯さつ姫きは、鼻歌を歌いながら、店の棚たなの掃除をしていた。

　軽快なだけであまり音楽の体てい裁さいをしていない鼻歌。それは颯姫が思いつくままに適当に音階を並べている、この世のどこを探しても、ここにしかない曲だった。

　そしてすぐに、この世のどこにもなくなる運命にある曲。

　どんなに気に入ったフレーズでも、颯姫は憶おぼえ続けることができないので、颯姫が既き存ぞんの曲を歌うことはまずない。そして適当に歌った曲は、すぐに颯姫の記き憶おくから消え失せてしまい、二度とこの世に現れることはない。田上颯姫にとっての音楽とは、常に、いつでも、そういう種類のものだった。

　今日きようの歌は、テーマはスープだ。

　笑え美みが作って、お手伝いしたスープ。

　どうせ明日あしたくらいには忘れてしまうが、お手伝いの記憶は、楽しかった。楽しかった記憶を、音階に乗せて曲にする。

　そして曲は空気に流れる端はしから消えてなくなってしまう。

　いずれは記憶も、颯姫の中から蟲むしに食べられて、なくなってしまう。

　だがそんな、どうしようもなく不毛で無為で、そして悲しい現実には気づかずに、颯姫は自分の記憶を鼻歌にする。歌にして、それに合わせて体を動かし、いかにも楽しそうに、棚の埃ほこりを拭ふく。

　本当に楽しそうに、棚掃除の仕事をする。

　もう棚の埃なんかほとんどないのに、棚掃除をする。

　もう今日一日で二十回以上、この作業を繰くり返しているのだ。

　それを知っている人間から見ると、あまりにも救いがないこの行為だが、知らない人間からすると、とても幸せそうな微笑ほほえましい光景だ。

　今は、颯姫が留る守す番ばんをしている。

　笑え美みや、他ほかのいろいろな人がお客として来たが、みんなもう帰ってしまっていた。

　蒼あお衣いや雪ゆき乃のも、用事で出かけている。夜になると様子を見に来てくれる三み木き目め先生は、まだ来る時間じゃない。

　だから颯姫が、留守番だ。

　留る守す番ばんは大変だ。憶おぼえておかなきゃいけないことがたくさんある。

　首から提さげた手帳と、あちこちに貼はったメモがないと、大切なことを忘れてしまう。夜に寝て起きるとたくさんのことを忘れていて、もしかすると昨日きのうの自分は違う人だったんじゃないかと、不安に思うこともある。

　こうして仕事をしていると、安心する。

　仕事をしなきゃいけないことを、憶えているということだからだ。

　もしかしたら他ほかに大切なことを忘れているかもしれないけれど、今やっている仕事のことは憶えているということ。一つでも憶えていることがあるというのは、やはり安心する。『憶えている』ということは、颯さつ姫きにとって、とてもとても大切なことだ。

　蒼あお衣いに挨あい拶さつできるというのは、大切なことだ。

　なぜなら蒼衣のことを、忘れていないということだから。

　雪ゆき乃のに挨拶できるというのは、大切なことだ。

　なぜなら雪乃のことを、忘れていないということだから。

　知らない人に名前を呼ばれるのは、心配になる。

　なぜならその人のことを、忘れているのかもしれないからだ。

　思い出せばいい？

　颯姫は『思い出さない』。

　思い出すなどということは、颯姫にはない。なぜなら颯姫が忘れてしまうということは、記き憶おくを蟲むしに喰くわれてしまったということで、もう二度と戻らないのだ。虫に食われてしまって読めなくなった本と同じなのだ。




「ふんふんふん～♪」




　颯姫は今日きようも、いつか二度と思い出さなくなる思い出を、すぐに二度と思い出さなくなる曲にして働いている。

　棚たなを端はしから順番に、順番に。

　順番にしないと、どこまで拭ふいたか忘れてしまう。

　お客さんが来て中断したら、いつも最初からやり直しだ。別にやり直しは苦ではないから、別にいいのだけれど。




「ふん～♪　ふん～♪」




　鼻歌はクライマックスだ。今日は留守番で誰もいないので、中断されない。

　掃除もクライマックスだ。クライマックスらしく、くるくると、こまごまと。でも丁てい寧ねいに、楽しそうに。

　いつお客さんが来てもいいように。

　そうしていると、不意に入口のドアのガラスが震ふるえる音がして、ドアが開いて、店の中に外の空気が吹き込んできた。

「あ」

　お客さんだ。颯さつ姫きは掃除の手を止めた。

　今は颯姫が留る守す番ばんだ。お客が来たら挨あい拶さつして、お相手をしなきゃいけない。うん、ちゃんと憶おぼえている。

　颯姫は、ぱたぱたと、奥のレジの方に向かう。

　お客さんが来たら、ここの丸テーブルに案内してお茶を出して、用事を聞くのだ。うん、完かん璧ぺきだ。

「いらっしゃ……」

　そして颯姫がお客の前に顔を出して、満面の笑顔で挨拶しようとした、その時だった。







「……やあ」







　そこには店に入ってきた神か狩がり屋やが、血で汚よごれたシャツを着て、あの優しげで曖あい昧まいな微笑ほほえみを浮かべて、颯姫の前に立っていた。

「あ……」

　颯姫は、立ち竦すくむ。

　神狩屋は襟えりの辺りが凄すさまじい力で引き千ち切ぎられたようになっていて、そこから胸の部分が、ベストまで血に染まっていた。

　眼鏡めがねのフレームが少し曲がっていて、元々だらしない印象のある神狩屋の風体を、さらにみすぼらしいものにしている。だがその態度は、優しげで曖あい昧まいで、そして────そんな仮面を被かぶり慣れている、ある種の傲ごう然ぜんさが滲にじみ出していた。

　生ける死人の、帰き還かん。

　裏切り者の、帰還。

　殺人者の、帰還。

　颯姫は、そんな神狩屋の帰還を前にして、一いつ瞬しゆん立ち竦み、そして口を開いた。




「お帰りなさい、神狩屋さん！」




　元気よく、こうして挨あい拶さつできることの幸せを一杯に。

　何か大切なことを忘れているような気がしたが、憶おぼえていることの方が大事だ。颯さつ姫きはその信条に真まっ直すぐに従う。

「ただいま、颯さつ姫き君」

　神か狩がり屋やは平然と、笑顔で答えた。

　颯姫はそれから神狩屋が着ている服について、ようやく質問した。

「どうしたんですか？　その服」

「ちょっとトラブルがあってね」

　困ったように笑って、神狩屋は答える。笑っている。だから大したことはないのだろうと、颯姫は最初からそう考えていたが、改めて胸を撫なで下ろす。

「着替えるんですか？」

「まあ、これじゃね……」

　苦笑いする神狩屋。

「でもその前に、用事があるんだ」

「？」

　しかしそう神狩屋が言ったので、颯姫は小首を傾かしげて、訊たずねる。

「なんですか？」

「夢ゆ見み子こちゃんはいるかい？」

　神狩屋は、言った。

　颯姫は答えた。

「いますよ。ちゃんとお留る守す番ばんしてます」

「そうかい。偉いね」

　神狩屋は颯姫の前髪がみを撫なで、颯姫は褒ほめられて嬉うれしそうに笑った。だがその差し出された手に隠かくれてしまった向こうで、神狩屋の笑顔にひどく虚うつろなものが混じったのを、見ることはできなかった。




　そして全すべては間に合わなかった。

　かくして話は、終わりへ続く。
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　なかがき




　クリック？

　クラック！




　まずは、この本を手に取って下さった、貴方あなたに御おん礼れい申し上げます。

　しばらくです。甲こう田だ学がく人とです。あるいは……




　さて、この『断章のグリム』を追いかけて来て下さった皆様。

　ありがとうございます。心からの感謝を。

　それから少しだけの、寂さびしく申し訳ない気持ちを。

　拙せつ作さく『断章のグリム』最終話、『白しら雪ゆき姫ひめ』をここにお送りします。




　私は作品以上に読者に言いたいことがあまりない、いつもあとがきのネタに困っているタイプの物書きです。

　シリーズ最後の話となりましても、実はその辺りは、あまり変わりません。

　作品内で色々とお遊びを入れたりもしていますが、そういうものは基本的には秘するが花かなあ、と思っていたり。

　何か思いついたり想像したり、楽しんで下さい。

　どれかは正解に行き当たっているかもしれません。

　まあ、遊びに正解なんてないんですけどね？




　それでは、今回はここまで。

　この本の製作に関わった、全すべての方々に御礼申し上げます。

　私の原稿が遅いせいでご迷めい惑わくをおかけした方々につきましては、本当に申し訳ありません。そしていつものように、直接お世話になった編集の和わ田ださん、イラストの三み日か月づきさんに、心からの感謝を送りつつ……




　最後のはつかねずみ、準備中。

　それでは最終巻で、お会いしましょう。





二〇一一年一一月　　甲田　学人









甲こう田だ学がく人と

１９７７年、岡山生まれ。津山三十人殺しの舞台となった津山市出身。二松学舎大卒。『断章のグリム』シリーズもいよいよ最終幕に突入。さすがに何度も書いては消してを繰り返し、相当ラストを悩んでいるみたいです。童話だけにラストは幸せになるのか──要注目!?

[image: ]




三日月みかづきかける

東京都出身、夏生まれのＯ型。『断章のグリム』シリーズで本格的に絵師デビュー。最終幕なので、雪乃の表情など絵の方も悩んでいるようで。みんなの幸せな結末を願いつつ……。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「甲田学人先生」係

「三日月かける先生」係
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